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本誌第三十一号から三十四号と一一一十六号に演能記録調査研
究
グ
ル
ー
プ
編
「
「
触
流
し
御
能
組
』
の
演
者
名
総
覧
と
索
引
（
二
～
（五）」を掲載した。幕府関係の多くの催しを収める番組を活
用
す
る
た
め
の
総
覧
と
索
引
で
あ
る
が
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
表
章
代
表
が
整
理
・
調
整
し
て
掲
載
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
取
り
ま
と
め
の
過
程
で
、
「
触
流
し
御
能
組
』
の
注
記
に
は
能
楽
史
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
事
柄
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
た
表
章
代
表
は
、
早
い
段
階
か
ら
何
ら
か
の
形
で
こ
れ
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
。
第
三
十
一
一
号
の
「
『
触
流
し
御
能
組
」
の
演
者
名
総
覧
と
索
引
（
三
」
の
「
は
じ
め
に
」
の
中
に
、
す
で
に次のような予告が出されている。
唯
一
追
加
し
た
い
の
は
、
別
稿
の
形
で
発
表
す
る
予
定
の
『
触
流
し
御
能
組
』
の
題
記
と
注
記
一
覧
」
と
本
稿
と
の
関
係
で
あ
る
。
「
触
流
し
御
能
組
」
は
、
一
二
○
○
種
を
越
え
る
所
収
番
組
の
冒
頭
に
、
は
じ
め
に
『
触
流
し
御
能
組
』
題
記
と
注
記
一
覧
「
五
月
十
五
日
／
御
本
丸
奥
能
」
「
嘉
永
六
丑
年
／
十
一
月
廿
五
日
／
将
軍
宣
下
御
祝
儀
御
能
／
初
日
」
な
ど
と
、
催
し
の
内
容
を
略
記
し
た
題
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
「
題
記
」
と
呼
ん
で
お
く
。
そ
の
題
記
を
、
前
回
や
今
回
の
二
触
流
し
御
能
組
」
演
者
名
総
覧
」
で
は
、
同
種
の
催
し
は
表
記
を
統
一
す
る
方
針
で
若
干
改
変
し
て
収
録
し
た
が
、
見
出
し
部
分
を
１
行
以
内
に
縮
め
て
い
る
の
で
、
長
い
題
記
の
場
合
は
そ
の
内
容
の
す
べ
て
を
表
現
し
得
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
番
組
の
途
中
に
個
々
の
曲
の
演
出
に
つ
い
て
の
異
例
や
担
当
役
者
の
変
更
の
理
由
な
ど
を
注
記
し
て
い
る
こ
と
が
時
々
あ
り
、
さ
ら
に
番
組
の
末
尾
に
は
、
当
該
催
し
に
初
め
て
出
勤
を
許
さ
れ
た
役
者
の
姓
名
注
記
の
類
がすこぶる多いのみならず、当日の出来事やそれについての
対
応
を
細
字
で
メ
モ
し
た
追
記
的
な
事
柄
が
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
筆
録
者
た
る
触
流
し
が
後
々
の
た
め
に
備
忘
と
し
て
書き添えたらしいこの注記は、筆録担当者の個性によるのか、
そ
の
必
要
が
増
し
た
た
め
か
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
幕
末
に
近
づ
くほど増大しており、巻三までの分（Ｐ００１～７５８）より
も
巻
四
・
五
の
分
（
Ｑ
０
０
１
～
４
４
１
）
の
方
が
遥
か
に
多
い
。
こ
れ
表
章
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ら
の
注
記
に
は
、
当
日
の
催
し
の
具
体
相
を
物
語
る
記
事
や
、
江
戸
城
胡内での演能をめぐる故実・慣習を教える貴重な記事がすこぶ
る
多
い
が
、
前
号
や
今
号
の
「
演
者
名
総
覧
」
で
は
、
「
索
引
の
た
め
の
演
者
名
総
覧
」
な
の
で
、
曲
目
の
順
序
変
更
や
演
者
の
交
替
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
記
事
だ
け
し
か
採
用
し
て
い
な
い
。
貴
重
な
注
記
を
紹
介
で
き
な
い
残
念
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
量
的
な
制
約
を
考
慮
す
れ
ば
省
略
せざるを得まいと、前号の段階では諦めていたのである。
だが、「触流し御能組」底本の巻四・五分の総覧を収める
今
回
に
な
っ
て
、
巻
五
分
だ
け
で
巻
一
～
四
の
全
体
分
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
量
が
増
大
し
て
い
る
末
尾
注
記
の
興
味
深
さ
に
驚
く
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
能
楽
史
料
と
し
て
の
「
触
流
し
御
能
組
」
の
紹
介
の
観
点
か
ら
は
、
こ
の
注
記
の
類
や
題
記
を
ま
と
め
て
紹
介
す
る
こ
と
も
索
引
の
作
成
に
劣
ら
ず
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
の
気
持
が
日
ご
と
に
強
ま
り
、
本
稿
作
成
と
平
行
し
て
題
記
と
注
記
の
す
べ
て
を
翻
字
す
る
仕
事
も
一
応
な
し
遂
げ
た
。
そ
の
処
置
に
つ
い
て
能
楽
研
究
所
の
山
中
玲
子
所
員
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
山
中
氏
も
同
書
の
注
記
類
の
史
料
的
価
値
を
評
価
し
、
紙
数
に
余
裕
が
生
じ
た
際
に
「
能
楽
研
究
』
に
掲
載
し
て
も
よ
い
由
を
伝
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
と
は
別
の
史
料
紹
介
の
仕
事
と
し
て
。
触
流
し
御
能
組
」
題
記
と
注
記
一
覧
」
と
題
し
て
翻
字
し
、
演
能
記
録
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
の
当
初
の
予
定
に
は
な
か
っ
た
作
業
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
、
実
際
に
担
当
し
た
表
章
個
人
名
義
の
仕
事
の
形
で
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。
翻
字
の
作
業
は
す
で
に
完
了しているが、実際の発表は多分本稿の三回分の発表が終了
し
た
後
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
別
稿
で
は
あ
る
が
本
稿
と
姉
妹
関
係
の
報
表
章
氏
は
平
成
二
十
二
年
九
月
に
逝
去
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
三
十
二
号
が
発
行
さ
れ
た
平
成
二
十
年
段
階
で
原
稿がほぼ出来上がっていた。残されていたデータをもとに、
こ
こ
に
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。
凡
例
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
。
【
］
は
「
触
流
し
御
能
組
」
の
各催しに付された総覧番号で、「Ｐ」は巻一から巻三、「Ｑ」
は
巻
四
・
五
の
分
で
あ
る
。
〔
〕
は
そ
の
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
場
所
を
示
す
。
催
し
の
最
初
の
「
題
記
」
と
最
後
の
「
末
尾
注
記
」
が
多
い
が
、
「
三
番
目
後
」
な
ど
催
し
途
中
の
注
記
も
あ
る
。
〈
〉
は
小
字
で
記
さ
れ
た
注
記
を
表
し
て
い
る
が
、
微
妙
な
大
き
さ
の
字
も
存
在
す
る
の
で
明
確
な
基
準
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
「
末
尾
注
記
」
の
ほ
と
ん
ど
は
小
字
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
主
に
「
〈
惣
右
衛
門
伜
〉
金
春
彦
五
郎
」
の
よ
う
に
や
や
右
に
寄
せ
て
書
か
れ
た
注
記
を
〈
〉
に
入
れ
た
。
（
）
は
補
足
説
明
、
斜
線
（
／
）
は
改
行
を
示
し
て
い
る
。
□
は
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
で
あ
る
。
『
触
流
し
御
能
組
』
の
注
記
の
多
く
は
細
か
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
難
読
な
部
分
も
多
い
。
今
回
の
掲
載
に
あ
た
り
、
ワ
ー
プ
ロ
入
力時の変換ミスや脱字など明らかな間違いについては修正を
施
し
た
が
、
難
読
部
分
は
原
稿
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
。
表
章
氏
は
原
稿
作
成
後
も
掲
載
ま
で
の
間
に
手
入
れ
を
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
は
ず
で
、
不本意な形での掲載かもしれないが、予告を実現できたこと
は
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
（表きよし）
告
な
の
で
、
そ
の
予
定
が
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
言
及
し
て
お
く
。
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第
一
冊
享
保
六
年
二
七
【Ｐ０１６】〔題記〕三月七日／公家衆御馳走御能
【Ｐ０１７】〔題記〕三月廿一一日／二丸狂言尽
【Ｐ０１８】〔題記〕四月廿七日／二丸御能
【Ｐ００９】〔題記〕二月十五日／二九御能
【Ｐ０１０】〔題記〕三月七日／公家衆御馳走御能
【Ｐ０１１】〔題記〕三月十五日／西丸御能
【Ｐ０１２］〔題記〕四月二日／二丸御能
【Ｐ０１３】〔題記〕八月廿七日西丸御能
【Ｐ０１４】〔題記〕十月廿六日二丸御能
【Ｐ０１５】〔題記〕享保八癸卯年／正月三日／御謡初御醗子
【Ｐ００１】〔題記〕享保六辛丑年／正月三日／御謡初御騨子
組【Ｐ００２】〔題記〕三月十一一日／公家衆御馳走御能
【Ｐ００３】〔題記〕四月廿二日／西丸御能
【Ｐ００４】〔題記〕四月廿九日／二丸御能
【Ｐ００５】〔題記〕六月十三日／二丸御能
【Ｐ００６】〔題記〕九月七日／二丸御能
【Ｐ００７】〔題記〕十月廿二日／西丸御能
【Ｐ００８】〔題記〕享保七壬寅年／正月三日／御謡初御嚥子
組 組
）～宝暦
’一一年（一七五三）
Ｐ
０
０
１
～
３
８
９
【Ｐ０１９】〔題記〕五月七日／西丸御能
【Ｐ０２０】〔題記〕八月十三日／二丸御能組
【Ｐ０２１】〔題記〕九月四日／西丸御能
【Ｐ０２２】〔題記〕九月十二日／二丸御能
【Ｐ０２３】〔題記〕十二月一一一日／西丸御能
【Ｐ０２４】〔題記〕享保九甲辰年／正月三日／御謡初御嚇子
組【Ｐ０２５】〔題記〕三月六日／公家衆御馳走御能
【Ｐ０２６】〔題記〕三月十五日／西丸仕舞濁吟
【Ｐ０２７】〔題記〕一一一月廿一一一日／二丸御能
【Ｐ０２８】〔題記〕四月朔日／西丸御能
【Ｐ０２９】〔題記〕閏四月三日／二丸御能
【Ｐ０３０】〔題記〕閏四月廿一日／西丸御能
【Ｐ０３１】〔題記〕五月朔日／西丸御能
【Ｐ０３２】〔題記〕八月廿一日／西丸御能
【Ｐ０３３】〔題記〕九月五日日光御門跡様／御登城御能
〈御始五時迄二而／七時前相済〉（朱）〔末尾注記〕附祝言
嚇子アリ／但右嚇子候儀松平能登守殿前々□□御尋有之／
御
当
日
二
至
為
離
候
様
被
仰
渡
候
【Ｐ０３４】〔題記〕九月七日／西丸御能
【Ｐ０３５］〔題記〕九月十三日／二丸御能
【Ｐ０３６】〔題記〕十二月七日／西丸御能
【Ｐ０３７】〔題記〕享保十乙已年／御謡初御蝿子組
【Ｐ０３８】〔題記〕一一月三日／二九御能
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,-ｗ－ｗ－ｗ－､局戸,-､戸,-Ｗ-Ｗ－，，－ｗ－ｗ－､尻，-,-円后走,-Ｖ-、
題題題題題題題題題題題題題題題題付題題御題題
記記記記記記記記記記記記記記記記於記記能記記
､-'￣￣￣￣、-ハーノー￣ハーハー′、-'￣ハーハー'￣西一一、-ハー′
享十十十九九五四三三正享十十九六湖四四四二
保二二月月月月月月月月保一月月月ノ月月月月
十月月廿廿二十廿十十廿十月廿朔三問廿廿十廿
二廿十七五日一六二一九一廿七日日／五一一
丁二九日日／日日日日日丙七日／此御日日日日
未日日／／西／／／／／午日／西度離於／／／
年／／西西丸西西西公西年／西丸御子／西大西
／西西丸丸御丸丸丸家丸／西丸御祝御丸納丸
正丸丸御御能御御御衆御正丸御能儀本御言御
月御仕能能能能能御能月御能／丸離様能
三能舞馳三 日大子御
日謡走日光納仕加
／御／御言舞冠
御能御門様御
謡謡主江祝
初初様被儀
御御御為／
難離登御公
子組
【Ｐ０５９】〔題記〕正月十六日／西丸御能
【Ｐ０６０】〔題記〕閏正月廿一日／西丸御能
【Ｐ０６１】〔題記〕二月五日／西丸御能
【Ｐ０６２】〔題記〕二月十一一一日／公家衆御馳走御能
【Ｐ０６３】〔題記〕二月廿五日／西丸御能
【Ｐ０６４】〔題記〕二月廿七日／西丸御能
【Ｐ０６５】〔題記〕三月十一日／西丸御能
【Ｐ０６６】〔題記〕三月廿七日／西丸御能
【Ｐ０６７】〔題記〕四月廿一日／西丸御能
【Ｐ０６８】〔題記〕八月十二日／西丸御能
【Ｐ０６９】〔題記〕九月五日／御門主様御登城御能
【Ｐ０７０】〔題記〕十一月五日／西丸御能
【Ｐ０７１】〔題記〕十一月廿二日於／御本丸大納言様御前髪
／
被
為
取
候
御
祝
儀
御
能
〈
銀
子
被
下
／
十
枚
ヅ
、
大
夫
／
三
百
枚
惣中〉（題記上・朱）
【Ｐ０７２】〔題記〕十二月十五日／西丸御能
【Ｐ０７３】〔題記〕享保十三戊申年／正月三日／御謡初御嚇
子組
【Ｐ０７４】〔題記〕二月十一日／西丸御能
【Ｐ０７５】〔題記〕一一一月廿三日於／御本丸大納言様御庖瘡被
遊
候
／
御
祝
儀
御
能
【Ｐ０７６］〔題記〕四月四日／大納言様御本丸江被為入御騨
子
〔
末
尾
注
記
〕
銀
子
被
下
大
夫
枚
定
（
？
）
／
御
騨
子
勤
侯
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【Ｐ０９２】〔題記〕三月六日／公家衆御馳走御能
役者共／□頭見習共二百枚（朱）
【Ｐ０７７】〔題記〕四月十三日於／西丸日光御成後御離子
【Ｐ０７８】〔題記〕四月十九日西丸御能
【Ｐ０７９】〔題記〕四月廿八日日光／還御御祝儀御能
［Ｐ０８０】〔題記〕五月六日今度御祝儀／二日目日光御門主
様
御
登
／
城
御
能
【Ｐ０８１］〔題記〕五月十一日今度御祝儀／三日月御能
【Ｐ０８２】〔題記〕五月十二日今度御祝儀／四日目御能
【Ｐ０８３］〔題記〕五月朔日／西丸御能
【Ｐ０８４】〔題記〕五月五日／西丸御能
【Ｐ０８５】〔題記〕五月十九日於／西丸公方様被為入御能／
〈銀子被下／大夫十枚ヅ、／惣中二百枚〉（題記上・朱）
【Ｐ０８６】〔題記〕七月廿三日立坊御祝儀／公家衆御馳走御
能
【Ｐ０８７】〔題記〕十月廿一日於／西丸公方様被為入独吟
〔下段最初の「番謡」の右肩〕御中入
【Ｐ０８８】〔題記〕十一月十六日／西丸御能
【Ｐ０８９］〔題記〕十二月五日／西丸御能
【Ｐ０９０］〔題記〕十二月十八日於／御本丸日光御社参相済
／
大
納
言
様
御
庖
瘡
御
仕
舞
被
遊
／
別
而
目
出
度
御
年
暮
二
付
御
能
〔末尾注記〕銀子被下（朱）
【Ｐ０９１】〔題記〕享保十四乙酉年／正月三日／御謡初御離
子組
【Ｐ０９３】〔題記〕三月十一日／西丸御能
【Ｐ０９４】〔題記〕三月廿七日／西丸御能
【Ｐ０９５】〔題記〕四月廿一日／西丸御能
【Ｐ０９６】〔題記〕五月十一日／西丸御能
【Ｐ０９７】〔題記〕五月廿三日／西丸御能
【Ｐ０９８】〔題記〕九月六日／日光御門主様御登城御能
【Ｐ０９９】〔題記〕九月十九日／西丸御能
【Ｐ１００】〔題記〕閏九月十三日／御本丸江大納言様被為入
／右衛門様小五郎様御登城／当番之布衣以上拝見
【Ｐ１０１】〔題記〕閏九月廿五日／二九御能右衛門督様始而
為
被
遊
候
【Ｐ１０２】〔題記〕十月十九日／西丸仕舞御離子
【Ｐ１０３】〔題記〕十一月十一日／西丸御能
【Ｐ１０４】〔題記〕十二月十九日／竹姫君様御入輿御祝儀／
御能〈要脚御広蓋〉
【Ｐ１０５】〔題記〕享保十五庚戌年／正月三日／御謡初御聡
子
組
【Ｐ１０６】〔題記〕三月六日公家衆御馳走御能
【Ｐ１０７】〔題記〕三月十一日西丸御能
【Ｐ１０８】〔題記〕三月廿七日／西丸仕舞乱曲灘子
【Ｐ１０９】〔題記〕四月廿五日／西丸御能
【Ｐ１１０】〔題記〕八月廿一日／西丸御能
【Ｐ１１１】〔題記〕十月五日／西丸御能
【Ｐ１１２】〔題記〕享保十六辛亥年／正月三日／御謡初御離
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子
組
【Ｐ１１３】〔題記〕
相
済
候
御
能
【Ｐ１１４】〔題記〕
【Ｐ１１５］〔題記〕
【Ｐ１１６】〔題記〕
【Ｐ１１７】〔題記〕
【Ｐ１１８】〔題記〕
【Ｐ１１９】〔題記〕
【Ｐ１２０】〔題記〕
儀
御
能
【Ｐ１２１】〔題記〕
御
祝
儀
御
能
【Ｐ１２２】〔題記〕
【Ｐ１２３】〔題記〕
【Ｐ１２４】〔題記〕
子組
【Ｐ１２５】〔題記〕
【Ｐ１２６】〔題記〕
【Ｐ１２７】〔題記〕
【Ｐ１２８】〔題記〕
【Ｐ１２９】〔題記〕
【Ｐ１３０】〔題記〕
【Ｐ１３１】〔題記〕
二
月
四
日
／
二
九
御
能
三
月
七
日
／
公
家
衆
御
馳
走
御
能
五
月
十
九
日
／
二
九
御
能
五
月
廿
二
日
／
西
丸
御
能
七
月
廿
日
／
西
丸
狂
言
尽
十
月
十
八
日
／
二
九
御
能
十
二
月
十
二
日
／
二
九
番
謡
御
難
子
十
二
月
廿
一
日
右
御
祝
儀
／
二
度
目
御
能
十
二
月
廿
二
日
右
御
祝
儀
／
三
度
目
御
能
享
保
十
七
壬
子
年
／
正
月
三
日
／
御
謡
初
御
離
十
二
月
十
九
日
／
大
納
言
様
御
婚
礼
相
済
候
／
三
月
七
日
／
公
家
衆
御
馳
走
御
能
四
月
五
日
日
光
御
門
主
様
／
御
登
城
御
能
四
月
六
日
／
西
丸
御
能
四
月
十
一
日
／
西
丸
御
能
六
月
六
日
／
御
本
丸
御
奥
御
能
十
一
月
十
二
日
／
二
九
御
能
十
二
月
十
一
日
日
光
正
迂
宮
／
相
済
候
御
祝
正
月
廿
八
日
／
台
徳
院
様
百
回
御
忌
御
／
法
事
【Ｐ１３２】〔題記〕十二月十九日／西丸御能
【Ｐ１３３】〔題記〕十一一月廿三日／二丸御能
【Ｐ１３４】〔題記〕享保十八癸丑年／正月三日／御謡初御騨
子
組
【Ｐ１３５】〔題記〕一一月廿三日／西丸御能
【Ｐ１３６】〔題記〕一一一月十三日／公家衆御馳走御能
【Ｐ１３７】〔題記〕三月廿七日／二九御能
【Ｐ１３８】〔題記〕四月七日／二九御能
【Ｐ１３９】〔題記〕四月十一日／西丸御能
【Ｐ１４０】〔題記〕五月十二日／二九御能
【Ｐ１４１】〔題記〕五月十八日／西丸御能
【Ｐ１４２】〔題記〕八月十九日／西丸狂言尽
【Ｐ１４３】〔題記〕八月廿七日／二九御能右衛門督様被為
遊【Ｐ１４４】〔題記〕九月五日／御門主様御饗応御能
【Ｐ１４５】〔題記〕十二月四日／二丸御能
【Ｐ１４６】〔題記〕十二月十一日／西丸御能
【Ｐ１４７】〔題記〕十二月廿六日／二九御能
［Ｐ１４８】〔題記〕享保十九甲寅年／正月三日／御謡初御離
子
組
【Ｐ１４９】〔題記〕正月廿五日／西丸御能
【Ｐ１５０】〔題記〕二月廿二日／西丸御能
【Ｐ１５１】〔題記〕三月十一日／公家衆御馳走御能〔末尾
注
記
〕
非
番
右
／
役
儀
被
／
仰
付
／
春
藤
源
七
郎
／
幸
五
郎
二
郎
／
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高安三太郎／〈弥太郎伜〉大蔵弥右衛門／大蔵八右衛門（全
体朱）
【Ｐ１５２】〔題記〕三月十一一日／二九御能
【Ｐ１５３】〔題記〕三月十八日／西丸御能
【Ｐ１５４】〔題記〕四月十一日／西丸御能
【Ｐ１５５］〔題記〕四月十二日／二九御能
【Ｐ１５６】〔題記〕四月十八日於／二丸乱曲嚇子
【Ｐ１５７】〔題記〕五月二日／西丸御能
【Ｐ１５８】〔題記〕五月十三日／西丸仕舞噺子狂言
【Ｐ１５９】〔題記〕五月廿二日／二丸御能
【Ｐ１６０】〔題記〕五月廿七日／西丸仕舞
【Ｐ１６１】〔題記〕六月十六日／西丸狂言
【Ｐ１６２】〔題記〕八月廿三日／西丸御能
【Ｐ１６３】〔題記〕九月廿一日／二九御能
【Ｐ１６４】〔題記〕十月廿七日／二丸御能
【Ｐ１６５】〔題記〕十一月二日／西丸御能
【Ｐ１６６］〔題記〕十二月十一日／二丸御能
【Ｐ１６７】〔題記〕享保二十乙卯年／正月三日／御謡初御嚇
子
組
【Ｐ１６８】〔題記〕三月朔日／二九御能
【Ｐ１６９】〔題記〕三月四日／西丸御能
【Ｐ１７０】〔題記〕三月六日／二丸御能
【Ｐ１７１】〔題記〕閏一一一月廿一一百／西丸御能
【Ｐ１７２】〔題記〕四月七日／公家衆御馳走御能
【Ｐ１７３】〔題記〕五月十一日／権現様天下一統支千二相当
り
／
長
久
及
候
二
付
御
祝
儀
御
能
【Ｐ１７４】〔題記〕五月廿五日／西丸御能
【Ｐ１７５】〔題記〕九月廿一日／西丸御能
【Ｐ１７６］〔題記〕九月廿二日／二丸御能
【Ｐ１７７】〔題記〕九月廿五日／小五郎様御元服御官位／御
祝
儀
御
能
【Ｐ１７８】〔題記〕十一月四日／西丸御能
【Ｐ１７９］〔題記〕十二月五日／利根姫君様御入輿相済候／
御
祝
儀
御
能
【Ｐ１８０】〔題記〕享保二十一丙辰年／〈五月七日右元文与
改元〉／正月三日／御謡初御離子組
【Ｐ１８１】〔題記〕正月十九日／西丸御能
【Ｐ１８２】〔題記〕二月十八日／西丸御能
【Ｐ１８３】〔題記〕一一月廿三日／西丸御能
【Ｐ１８４］〔題記〕三月十一日／二九御能
【Ｐ１８５】〔題記〕三月十八日／公家衆御馳走御能
【Ｐ１８６】〔題記〕五月四日／二丸御能
【Ｐ１８７】〔題記〕五月十一日／西丸御能
【Ｐ１８８】〔題記〕五月十九日／二丸御能
【Ｐ１８９】〔題記〕八月廿七日／二九御能
【Ｐ１９０】〔題記〕九月四日／日光御門主様御登城御能
【Ｐ１９１】〔題記〕九月十八日／西丸御能
【Ｐ１９２】〔題記〕十月四日／二丸御能
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【Ｐ１９３】〔題記〕十月十九日／西丸仕舞御畷子狂言
【Ｐ１９４】〔題記〕十二月廿二日／西丸御能
【Ｐ１９５】〔題記〕十二月廿七日／二丸御能
【Ｐ１９６】〔題記〕元文二丁巳年／正月一一百／御謡初御嚇子
組【Ｐ１９７】〔題記〕二月廿一日／二丸御能
【Ｐ１９８】〔題記〕一一月廿三日／西丸御能
【Ｐ１９９】〔題記〕三月朔日／日光御門主様御饗応御能
【Ｐ２００】〔題記〕三月十一一日／公家衆御馳走御能
【Ｐ２０１】〔題記〕三月十八日／二丸御能
【Ｐ２０２】〔題記〕四月六日／西丸御能
【Ｐ２０３】〔題記〕五月廿八日於／西丸若君様御誕生御七夜
／
御
祝
儀
／
公
方
様
御
饗
応
御
灘
子
【Ｐ２０４】〔題記〕六月六日／若君様御誕生御祝儀御能
【Ｐ２０５】〔題記〕六月十二日／右御祝儀二度目
【Ｐ２０６】〔題記〕六月十八日／右御祝儀三度目
【Ｐ２０７】〔題記〕六月廿五日／右御祝儀四度目／日光御門
主
其
外
出
家
衆
見
物
【Ｐ２０８】〔題記〕八月廿二日／西丸御能
【Ｐ２０９］〔題記〕九月十二日／公家衆御馳走御能
【Ｐ２１０】〔題記〕十月四日／西丸仕舞嚇子狂言
【Ｐ２１１］〔題記〕十月十五日於／西丸今度御祝儀御能
〈銀子被下（朱）〉
【Ｐ２１２】〔題記〕十月十九日／西丸日光御門主様御登／城
御
能
【Ｐ２１３】〔題記〕十一月廿九日／二九御能
【Ｐ２１４】〔題記〕元文二巳年十一月十一日於／山王社法楽
能組〈五半時始／七時過相済〉
【Ｐ２１５］〔題記〕同十一月十三日於同社法楽能／〈六半時
始
九
半
時
相
済
〉
〔
番
組
末
尾
の
海
人
の
前
に
大
字
加
筆
〕
一
宝
生大夫忌中二付不相勤／五番之筈之処弓八幡呉服相止
【Ｐ２１６】〔題記〕閏十一月二日／西丸御能
【Ｐ２１７】〔題記〕閏十一月十六日／西丸仕舞御雌子狂言
【Ｐ２１８】〔題記〕十二月六日／西丸御能
【Ｐ２１９】〔題記〕十一一月十三日／二丸御能
【Ｐ２２０】〔題記〕元文三戊午年／正月三日／御謡初御離子
組【Ｐ２２１】〔題記〕一一月三日／西丸御能
【Ｐ２２２】〔題記〕二月十五日／西丸御膳上御能
【Ｐ２２３】〔題記〕二月十九日／西丸御能
【Ｐ２２４】〔題記〕三月一一日／二丸御能
【Ｐ２２５】〔題記〕三月四日／公家衆御馳走御能
【Ｐ２２６】〔題記〕三月廿五日／二丸御能
【Ｐ２２７】〔題記〕一一一月廿八日／西丸仕舞狂言
【Ｐ２２８】〔題記〕五月廿一日／二九仕舞〔仕舞二十五番
の
後
〕
御
中
入
【Ｐ２２９】〔題記〕五月廿二日／西丸御能
【Ｐ２３０】〔題記〕九月三日／西丸御能
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〔
題
記
〕
十
一
月
十
三
日
／
西
丸
御
能
〔題記〕二月十五日／西丸御能
〔題記〕三月七日／公家衆御馳走御能
〔
題
記
〕
三
月
十
一
日
／
西
丸
仕
舞
〔題記〕三月十一一一日／二丸御能組
〔題記〕三月廿一一日／二丸御能
〔
題
記
〕
四
月
十
九
日
／
二
九
御
能
〔
題
記
〕
五
月
七
日
／
西
丸
仕
舞
御
聡
子
狂
言
〔題記〕五月十三日／二九御舞台二而
〔題記〕八月廿七日／二九御能
〔題記〕九月十二日／二九御能
〔題記〕九月廿五日／二丸御能
〔
題
記
〕
十
一
月
五
日
於
／
西
丸
竹
千
代
様
御
髪
置
／
御
ノー、ノー１ノー、戸、戸、戸1ノー1ノー、
題題題題題題題題
記記記記記記記記
､－ノ、－ノ、－'￣'－'、＿'－ノ、－ノ
元十十十十九九九
文二二一一月月月
四月月月月廿廿六
巳廿廿十十五一日
末三一八一日日／
年日日日日／／二
／／／／／日西丸
正西二二西光丸御
月丸丸丸丸御御能
三御御御御門能
日能能能能主
／御
御登
謡城
初御
御能
嚇
子
【Ｐ２５３】〔題記〕十一月廿八日／西丸仕舞御嚇子狂言
【Ｐ２５４】〔題記〕十一一月廿三日／二丸御能
【Ｐ２５５】〔題記〕元文五庚申年／正月三日／御謡初御騨子
組【Ｐ２５６】〔題記〕二月十一日／西丸御能
【Ｐ２５７］〔題記〕二月十五日於／西丸御膳上御能
［Ｐ２５８】〔題記〕二月十八日／二丸御能
【Ｐ２５９】〔題記〕三月十八日／公家衆御馳走御能
【Ｐ２６０］〔題記〕四月十二日／二丸御能
【Ｐ２６１】〔題記〕五月十九日／二丸御能
【Ｐ２６２】〔題記〕閏七月廿九日於／二九御舞台
【Ｐ２６３】〔題記〕八月廿一日／二九御能
【Ｐ２６４】〔題記〕八月廿八日／西丸御能
【Ｐ２６５】〔題記〕九月二日／日光御門主御饗応御能
【Ｐ２６６】〔題記〕九月廿七日／二九御能
【Ｐ２６７］〔題記〕十月廿二日／二丸御能
【Ｐ２６８】〔題記〕十一月十二日／二丸御能
【Ｐ２６９］〔題記〕十二月十一日於／西丸御拳之白鳥御枝二
付
／
御
内
証
御
祝
儀
御
能
【Ｐ２７０】〔題記〕十二月廿一日／二丸御能
【Ｐ２７１】〔題記〕元文六辛酉年／〈三月一一一日寛保改元〉／正
月
三
日
／
御
謡
初
御
聡
子
組
【Ｐ２７２】〔題記〕正月廿六日於／西丸竹千代様御袴着／御
祝
儀
御
能
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〔題記〕
戸、ノー＄戸、戸、’￣、ノー１
題題題題題題
記記記記記記
ｌ－ノ－'、－ノ、－ノ－ノ、－′
寛十九五三二
保一月月月月
三月四廿廿十
癸廿日七一五
亥三／日日日
年日日／／／
／／光西公西
正西御丸家九
月丸門御衆御
三仕主能御膳
日舞様馳上
／狂御走御
御言馳御能
謡走能
初御
御能
離
子
'￣、′￣、′￣、ノー、’￣、ノー、戸、門戸＄戸、
題題題題題題題題題題
記記記記記記記記記記
一'１－ノ、－ノ、－ノ－'－￣′＄＿'－′、＿'
〔
題
記
〕
六
月
朔
日
／
西
丸
一
調
仕
舞
謡
〔
題
記
〕
八
月
十
五
日
／
御
転
任
御
兼
任
御
元
服
／
御
祝
八
月
廿
五
日
／
右
御
祝
儀
二
度
目
八
月
廿
七
日
／
右
御
祝
儀
御
能
三
度
目
九
月
二
日
／
右
御
祝
儀
四
度
目
九
月
五
日
／
右
御
祝
儀
五
度
目
九
月
十
五
日
於
／
西
丸
此
度
御
祝
儀
御
能
十
月
廿
九
日
／
西
丸
御
能
十
一
月
六
日
／
西
丸
仕
舞
謡
狂
言
十
一
月
廿
七
日
／
西
丸
仕
舞
謡
狂
言
十二月十九日／西丸狂一一一一口
寛
保
二
壬
戌
年
／
正
月
三
日
／
御
謡
初
御
蝿
子
二
月
五
日
／
西
丸
御
膳
上
御
能
二
月
十
八
日
／
西
丸
御
能
三
月
五
日
／
公
家
衆
御
馳
走
御
能
［Ｐ２９４】〔題記〕三月十九日／西丸仕舞狂言尽
【Ｐ２９５］〔題記〕四月廿七日／西丸仕舞－調狂言
【Ｐ２９６】〔題記〕十月十六日／西丸御能
【Ｐ２９７】〔題記〕寛保四甲子年／〈二月廿九日延享改元〉／
正
月
三
日
／
御
謡
初
御
離
子
組
【Ｐ２９８】〔題記〕二月四日／西丸仕舞狂言〔途中の「狂
言
」
の
右
肩
〕
御
中
入
【Ｐ２９９】〔題記〕二月十五日於／西丸御膳上御能
【Ｐ３００】〔題記〕三月十八日／公家衆御馳走御能
【Ｐ３０１】〔題記〕八月廿一日／西丸仕舞狂言
【Ｐ３０２】〔題記〕九月廿七日／日光正迂宮相済候御祝儀／
御
門
主
様
御
三
家
方
其
外
見
物
【Ｐ３０３】〔題記〕十一月廿五日／西丸仕舞狂言〔途中の
「狂言」の右肩〕御中入
【Ｐ３０４】〔題記〕延享二乙丑年／正月一一一日／御謡初御嚇子
組【Ｐ３０５】〔題記〕三月十九日八講相済候二付／御門主方御
馳
走
御
能
【Ｐ３０６】〔題記〕三月廿一日右御祝儀／御三家国持衆拝見
御
能
【Ｐ３０７］〔題記〕四月三日／公家衆御馳走御能
【Ｐ３０８】〔題記〕四月十二日／西丸御祝儀／公方様被為入
御
能
【Ｐ３０９】〔題記〕十月十一日御本丸江／大御所様被為入御
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移
替
／
御
祝
儀
御
能
【Ｐ３１０】〔題記〕十一月三日／将軍宣下御祝儀／公家衆御
馳
走
御
能
【Ｐ３１１】〔題記〕十一月十八日／右御祝儀二度目
［Ｐ３１２】〔題記〕十一月十九日／右御祝儀三度目
【Ｐ３１３］〔題記〕十一月廿二日／右御祝儀四度目
【Ｐ３１４】〔題記〕十一月廿五日／右御祝儀五日目／日光御
門
主
御
登
城
【Ｐ３１５】〔題記〕十二月七日於西丸／将軍宣下御祝儀／公
方
様
被
為
入
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
寒
気
強
龍
田
附
祝
言
一
一
而
相
済
鷺
狂
言
ハ
／
相
止
【Ｐ３１６】〔題記〕延享一一一丙寅年／正月三日／御謡初御嚇子
組【Ｐ３１７］〔題記〕三月十一日／西丸狂一百尽
【Ｐ３１８】〔題記〕四月廿一一百／公家衆御馳走御能
【Ｐ３１９］〔題記〕十月十六日／御本丸奥御嚇子狂言
【Ｐ３２０】〔題記〕延享四丁卯年／正月三日／御謡初御騨子
組【Ｐ３２１］〔題記〕一一一月四日／御本丸御奥狂言
【Ｐ３２２】〔題記〕四月五日／日光御門主様御饗応御能
【Ｐ３２３］〔題記〕五月十三日／西丸御能
【Ｐ３２４］〔題記〕五月廿三日／西丸御能
【Ｐ３２５］〔題記〕六月四日／西丸御能
【Ｐ３２６】〔題記〕七月廿九日／西丸狂言
【Ｐ３２７】〔題記〕八月十九日／公家衆御馳走御能
【Ｐ３２８】〔題記〕八月廿二日／御本丸御奥御舞台開御能
【Ｐ３２９】〔題記〕延享五戊辰年／〈七月十八日寛延改元〉／
正
月
三
日
／
御
謡
初
御
離
子
組
【Ｐ３３０］〔題記〕三月廿一一一日／公家衆御馳走御能／〈御始
り四半時前／御中入／七半時相済（下部・朱）〉
【Ｐ３３と〔題記〕八月二日／御本丸御奥御能／〈御始り四
時二而／七半時過相済／中入ナシ（下部・朱）〉
【Ｐ３３２】〔題記〕九月十九日／西丸御能／〈御始り四時過
／御中入有之／七時過終（下部・朱）〉〔三番目後〕御中入
（朱）
【Ｐ３３３】〔題記〕十月廿五日／西丸御能
【Ｐ３３４】〔題記〕閏十月十三日／西丸御能
【Ｐ３３５］〔題記〕十一月五日／西丸御能
【Ｐ３３６】〔題記〕十一月廿五日／西丸御能
【Ｐ３３７］〔題記〕十二月十一日／西丸御能
【Ｐ３３８］〔題記〕寛延一一巳己年／正月三日／御謡初御嚇子
組［Ｐ３３９］〔題記〕正月十二日／西丸御能
【Ｐ３４０】〔題記〕二月十二日／西丸御能
【Ｐ３４１】〔題記〕二月十九日／御本丸御奥御能
【Ｐ３４２】〔題記〕三月四日／公家衆御馳走御能
【Ｐ３４３】〔題記〕三月十六日／西丸御能
【Ｐ３４４】〔題記〕四月七日／西丸御能
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【Ｐ３４５】〔題記〕四月廿二日／西丸御能
【Ｐ３４６】〔題記〕五月七日／西丸御能
【Ｐ３４７】〔題記〕五月十二日／西丸御能
【Ｐ３４８】〔題記〕五月廿三日／御本丸御奥御能
［Ｐ３４９】〔題記〕八月廿三日／西丸御能
【Ｐ３５０】〔題記〕九月五日／日光准后様御饗応御能
一Ｐ３５１】〔題記〕九月十一日／西丸御能
Ｆ３５２】〔題記〕十月四日／西丸御能
【Ｐ３５３】〔題記〕十月廿二日／西丸御能
【Ｐ３５４】〔題記〕十一月廿二日／西丸御能
【Ｐ３５５】〔題記〕十二月十九日／西丸御能
【Ｐ３５６】〔題記〕寛延三庚午年／正月三日／御謡初御嘩子
組【Ｐ３５７】〔題記〕正月廿一日／西丸御能
【Ｐ３５８】〔題記〕二月十八日／西丸御能
【Ｐ３５９】〔題記〕三月五日／公家衆御馳走御能
【Ｐ３６０】〔題記〕四月五日／西丸御能
【Ｐ３６１】〔題記〕五月廿九日／西丸御能
【Ｐ３６２】〔題記〕九月十二日／西丸御能／〈御始五半時
／
相
済
八
半
時
過
〉
（
下
部
・
朱
）
〔
四
番
目
「
葵
上
」
の
後
〕
御中入（朱）
【Ｐ３６３】〔題記〕十月四日／大猷院様御百回忌御法事／相
済
候
二
付
日
光
准
后
様
御
登
城
／
御
能
【Ｐ３６４】〔題記〕十月十三日／西丸御能
【Ｐ３６５］〔題記〕十月廿七日／西丸御能
【Ｐ３６６】〔題記〕十一月十三日／御本丸御奥御能
【Ｐ３６７】〔題記〕十一月十九日／西丸御能
【Ｐ３６８】〔題記〕十二月五日／西丸御能
【Ｐ３６９】〔題記〕十二月十九日／西丸御能
【Ｐ３７０】〔題記〕寛延四辛未年／〈十一月三日方／宝暦改
元〉／正月三日／御謡初御嚇子組
【Ｐ３７１】〔題記〕正月十八日／西丸御能
【Ｐ３７２】〔題記〕二月七日／西丸御能
【Ｐ３７３】〔題記〕二月廿二日／西丸御能
【Ｐ３７４】〔題記〕三月十六日／公家衆御馳走御能
【Ｐ３７５】〔題記〕三月廿一日／西丸御能
【Ｐ３７６】〔題記〕九月四日／日光准后様御馳走御能
【Ｐ３７７】〔題記〕宝暦二壬申年／正月三日／御謡初御聡子
組【Ｐ３７８】〔題記〕正月日（日付空欄）／御本丸御奥御能
【Ｐ３７９】〔題記〕三月五日／公家衆御馳走御能
【Ｐ３８０】〔題記〕八月廿一日／日光准后新宮御饗応御能
【Ｐ３８１】〔題記〕九月三日／御本丸御奥御能
【Ｐ３８２】〔題記〕宝暦三癸酉年／正月三日／御謡初御嚇子
組【Ｐ３８３】〔題記〕二月五日於／御本丸大納言様御庖瘡／御
全
快
被
遊
候
御
祝
儀
御
能
【Ｐ３８４】〔題記〕二月十一日／御本丸江大納言様被為入／
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御
庖
瘡
御
快
全
被
遊
候
御
祝
儀
／
西
湖
ノ
問
二
而
御
嚇
子
〔
末
尾
注
記
〕
脇
／
源
七
郎
／
久
右
衛
門
／
茂
右
衛
門
【Ｐ３８５】〔題記〕二月十五日於／西丸大納言様御庖瘡全快
／
被
遊
候
御
祝
儀
御
能
【Ｐ３８６】〔題記〕三月四日／公家衆御馳走御能
【Ｐ３８７】〔題記〕三月廿五日於／御本丸大納言様御前髪／
被
為
執
候
御
祝
儀
御
能
［Ｐ３８８】〔題記〕三月廿七日於／西丸大納言様御前髪被為
／執候御祝儀御能
【Ｐ３８９］〔題記〕九月五日／日光御宮御修復正遷宮／相済
候
御
祝
儀
御
門
主
様
御
／
饗
応
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
兼
平
十
大
夫
与
被
仰
付
候
処
忌
中
と
相
成
候
ニ
付
／
大
蔵
大
夫
非
番
右
役
儀
被
仰
覧
付
詰
番
二
成
蹴第一一冊宝暦四年二七五四）～天明四年（一七八四）
と
Ｐ
３
９
０
～
６
２
５
記題【Ｐ３９０］〔題記〕宝暦四戌年／正月三日／御謡初御離子組
綱【Ｐ３９１】〔題記〕閏二月五日／公家衆御馳走御能〔末尾
能
注
記
〕
非
番
右
役
儀
／
被
仰
付
金
春
三
郎
右
衛
門
Ⅷ【Ｐ３９２】〔題記〕十二月五日／御婚礼相済候御祝儀／御能
流初日町入有之〔末尾注記〕非番右役儀／被仰付／大蔵
剛大夫／高安彦太郎／大倉六蔵
的【Ｐ３９３］〔題記〕十一一月六日／右御祝儀一一日目御能／御中
入
無
之
〔
末
尾
注
記
〕
非
番
右
役
儀
／
被
仰
付
高
安
三
太
郎
【Ｐ３９４】〔題記〕十一一月七日／右御祝儀三日目御能／御中
入
無
之
【Ｐ３９５】〔題記〕十二月廿二日／御奥御能〔末尾注記〕
初而役儀／被仰付／〈金春大夫伜〉金春式太郎／〈清左衛門
伜〉長命新蔵／〈弥大夫伜〉大蔵千太郎
【Ｐ３９６】〔題記〕宝暦五亥年／正月三日／御謡初御離子組
【Ｐ３９７］〔題記〕三月十一一日／公家衆御馳走御能
【Ｐ３９８】〔題記〕八月廿七日／御奥御能〔末尾注記〕初
而役儀／被仰付／〈金剛大夫伜〉金剛又兵衛／〈小八郎伜〉貞
光
勇
蔵
【Ｐ３９９】〔題記〕十月四日／日光御門跡御饗応御能
【Ｐ４００】〔題記〕十二月廿一日／御奥御能〔末尾注記〕
初而役儀／被仰付／金春金四郎／〈新九郎孫〉観世山丸〈十
一歳〉
【Ｐ４０１】〔題記〕宝暦六子年／正月三日／御謡初御嚇子組
〔末尾注記〕非番右役儀／被仰付／貞光小八郎／清甚兵衛
【Ｐ４０２］〔題記〕二月廿二日／西丸御能
【Ｐ４０３】〔題記〕三月五日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
金
春
式
太
郎
／
金
春
金
四
郎
／
貞
光
勇
蔵
【Ｐ４０４】〔題記〕三月十八日／御奥御能〔末尾注記〕初
而
役
儀
被
仰
付
／
喜
多
栄
之
丞
／
清
甚
作
【Ｐ４０５】〔題記〕四月廿二日／西丸御能
［Ｐ４０６】〔題記〕九月五日於／御本丸／千代姫君様御誕生
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／
御
祝
儀
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
役
儀
初
而
／
被
仰
付
／
喜
多
栄
之
丞
／
非
番
右
役
儀
／
被
仰
付
／
春
藤
源
七
郎
／
同
六
右
衛
門
／
進
藤
久
右
衛
門
／
幸
清
次
郎
／
同
久
次
郎
／
銀
子
被
下
之
【Ｐ４０７】〔題記〕十一一月十三日／御奥御能〔末尾注記〕
初而役儀被／仰付／｜噌又六郎／金春五郎兵衛／多田太郎
士ロ
［Ｐ４０８】〔題記〕宝暦七丑年／正月三日／御謡初御嚇子組
［Ｐ４０９】〔題記〕三月四日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記〕御表初而役儀／被仰付／金剛又兵衛／〈八右衛門伜〉大
蔵
八
之
丞
【Ｐ４１０】〔題記〕九月三日日光御門主／御饗応御能
［Ｐ４１１】〔題記〕宝暦人寅年／正月三日／御謡初御嚥子組
〔末尾注記〕〈御謡初〉／御表初而役儀／被仰付／清甚作／
非
番
方
役
儀
／
被
仰
付
／
金
春
三
郎
右
衛
門
［Ｐ４１２】〔題記〕三月廿五日／公家衆御饗応御能〔末尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
｜
噌
又
六
郎
／
楠
田
与
右
衛
門
／
多
田
太
郎
吉
／
非
番
右
役
儀
／
被
仰
付
／
高
安
彦
太
郎
【Ｐ４１３】〔題記〕四月廿九日／御奥御能〔末尾注記〕初
而役儀被／仰付／〈伝右衛門伜〉鷺勘太郎
【Ｐ４１４】〔題記〕十一月五日／西丸御能
【Ｐ４１５】〔題記〕宝暦九卯年／正月三日／御謡初御嚇子組
〔末尾注記〕非番右役儀／被仰付／長命清左衛門
【Ｐ４１６】〔題記〕三月五日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記
〕
非
番
右
役
儀
／
被
仰
付
／
清
甚
兵
衛
【Ｐ４１７】〔題記〕十月五日／宮内様御元服御祝儀／御能
〈拝領物ナシ（朱）〉
【Ｐ４１８】〔題記〕十月廿三日／西丸御能
【Ｐ４１９】〔題記〕十一月六日／御奥御能
【Ｐ４２０】〔題記〕宝暦十辰年／正月三日／御謡初御離子組
【Ｐ４２１】〔題記〕一一月十三日／御転任御兼任御祝儀／公家
衆
御
馳
走
御
能
【Ｐ４２２】〔題記〕二月十六日／右之御祝儀御能二日目
【Ｐ４２３】〔題記〕一一月十八日／右之御祝儀御能三日目
【Ｐ４２４】〔題記〕二月十九日／右御祝儀御能四日目
【Ｐ４２５】〔題記〕二月廿一日／右御祝儀御能五日目
【Ｐ４２６】〔題記〕四月七日於／西丸右御祝儀御能／公方様
被
為
入
〔
末
尾
注
記
〕
銀
子
拝
領
之
【Ｐ４２７】〔題記〕八月七日／御本丸江／大御所様被為入御
能
〔
末
尾
注
記
〕
御
中
入
無
之
／
銀
子
拝
領
之
／
非
番
右
役
儀
／
被仰付／福王茂右衛門／同茂十郎／春日又三郎
【Ｐ４２８】〔題記〕八月十九日於／二九新御舞台御能〔末
尾
注
記
〕
銀
子
拝
領
之
【Ｐ４２９】〔題記〕九月五日／将軍宣下御祝儀／公家衆御馳
走
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
五
百
貫
文
広
蓋
【Ｐ４３０】〔題記〕九月廿一日／右御祝儀一一日目御能〔三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
三
百
貫
文
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
長
命
新
蔵
【Ｐ４３１】〔題記〕九月廿三日／右御祝儀一一一日目御能〔末
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尾注記〕御表初而役儀／被仰付／〈三郎右衛門伜〉金春五郎
兵
衛
／
鷺
勘
太
郎
【Ｐ４３２］〔題記〕九月廿五日／右御祝儀四日目御能
【Ｐ４３３】〔題記〕九月廿九日／右御祝儀五日目御能〔三
番目後〕御中入〔末尾注記〕御表初而役儀／被仰付／〈弥
太夫伜〉大蔵千三郎
【Ｐ４３４］〔題記〕十月廿五日於／西丸此度御祝儀／公方様
被
為
入
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
御
中
入
無
之
銀
子
被
下
之
【Ｐ４３５】〔題記〕宝暦十一已年／正月三日／御謡初御嚇子
組【Ｐ４３６】〔題記〕三月七日／公家衆御馳走御能
【Ｐ４３７】〔題記〕四月十九日／御奥御能〔三番目後〕御
中
入
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
〈
観
世
大
夫
伜
〉
観
世
三十郎／〈宝生大夫伜〉宝生丹次郎／〈新之丞伜〉宝生萬作
【Ｐ４３８】〔題記〕十一月四日／御安産姫君様御誕生／御祝
儀御能〈但熨斗目半袴／銀子被下之〉〔末尾注記〕御表初
而役儀／被仰付／〈観世大夫伜〉観世三十郎／非番右役儀／
被仰付／貞光小八郎／清甚兵衛
【Ｐ４３９】〔題記〕宝暦十二午年／正月三日／御謡初御嚇子
組【Ｐ４４０】〔題記〕正月廿五日／御奥御能
【Ｐ４４１】〔題記〕一一一月五日／公家衆御馳走御能〔一一一番目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
非
番
方
役
儀
／
被
仰
付
／
大
蔵
八
之
丞
【Ｐ４４２】〔題記〕四月五日／日光御門跡御饗応御能
【Ｐ４４３】〔題記〕十一月朔日／若君様御誕生御七夜／御祝
儀御離子／〈銀子被下之〉
【Ｐ４４４］〔題記〕十一月十三日／若君様御誕生御祝儀／御
一
一
一
家
国
持
衆
登
／
城
御
能
町
入
有
之
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
五
百
貫
文
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／〈新之丞伜〉宝生萬作
［Ｐ４４５】〔題記〕十一月十八日／右御祝儀二日目御能
【Ｐ４４６】〔題記〕十一月廿二日／右御祝儀一一一日目御能
【Ｐ４４７】〔題記〕宝暦十三未年／正月三日／御謡初御嚇子
組【Ｐ４４８】〔題記〕二月六日／若君様御誕生御祝儀／日光御
門
主
増
上
寺
其
外
／
出
家
衆
登
城
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
【Ｐ４４９】〔題記〕三月七日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記〕御表初而役儀／被仰付／〈宝生大夫伜〉宝生丹次郎
［Ｐ４５０］〔題記〕九月廿七日／若君様御宮参相済候二付／
於
山
王
法
楽
能
［Ｐ４５１］〔題記〕同廿八日於／山王法楽能
【Ｐ４５２】〔題記〕十月廿五日／御奥御能〔末尾注記〕初
而役儀／被仰付／〈彦太郎伜〉高安彦十郎／幸五郎左衛門
［Ｐ４５３】〔題記〕十一月六日／御奥御能〔末尾注記〕進
藤平右衛門〈清次郎伜〉幸円次郎〈市郎兵衛伜〉葛野九郎
次郎／〈助九郎伜〉清水助三郎／〈甚左衛門伜〉威徳三郎四郎
〈権兵衛伜〉黒川栄八郎／〈惣右衛門伜〉金春彦五郎〈新三
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郎伜〉宝生才十郎〈彦兵衛伜〉川井彦次郎／右之者共初而
役
儀
被
仰
付
【Ｐ４５４】〔題記〕宝暦十四申年／〈六月十三日〉明和改元／
正
月
三
日
／
御
謡
初
御
畷
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
非
番
右
役
儀
被
仰
付
大
倉
長
十
郎
【Ｐ４５５】〔題記〕三月廿一日／御奥御能〔末尾注記〕初
而役儀／被仰付／〈八右衛門伜〉大蔵亀蔵
【Ｐ４５６】〔題記〕四月廿五日／公家衆御馳走御能〔末尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
進
藤
平
右
衛
門
／
幸
五
郎
左
衛
門
【Ｐ４５７】〔題記〕九月四日／日光御宮御修復／正遷宮相済
候
御
祝
儀
／
御
門
主
様
御
饗
応
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
〈
彦
太
郎
伜〉高安彦十郎／〈市郎兵衛伜〉葛野九郎次郎／非番右役儀
／
被
仰
付
／
清
甚
兵
衛
【Ｐ４５８】〔題記〕十一月七日／若君様御髪置御祝儀／御能
／〈銀子被下之〉／〈御中入無之〉
【
Ｐ
４
５
９
】
〔
題
記
〕
閏
十
二
月
廿
五
日
／
御
奥
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
大
蔵
助
右
衛
門
／
梅
若
孫
七
／
福
王
清
兵
衛
【Ｐ４６０】〔題記〕明和二酉年／正月三日／御謡初御離子組
【Ｐ４６１】〔題記〕二月廿一日御奥御能
【Ｐ４６２】〔題記〕三月廿九日／公家衆御馳走御能〔末尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
大
蔵
助
右
衛
門
／
福
王
清
兵
衛
【Ｐ４６３】〔題記〕五月三日於日光山／権現様百五十年御忌
／
御
法
会
相
済
候
御
祝
儀
／
公
家
衆
御
馳
走
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
五
百
貫
文
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
梅
若
孫
七
郎
【Ｐ４６４］〔題記〕五月七日右御祝儀／日光御門主其外御／
門
跡
方
御
饗
応
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初而役儀／被仰付／〈惣右衛門伜〉金春彦五郎／〈八右衛門
伜〉大蔵亀蔵／〈権兵衛伜〉黒川栄八郎
【Ｐ４６５】〔題記〕五月十一日右御祝儀／御三家国持大名衆
登
／
城
御
能
町
入
有
之
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
五
百
貫
文
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
〈
清
次
郎
孫〉幸円次郎／〈彦九郎伜〉川井彦次郎
【Ｐ４６６］〔題記〕明和三戌年／正月一一一日／御謡初御灘子組
【Ｐ４６７】〔題記〕二月一一一日於御本丸／若君様御袴着御祝儀
／
御
能
〈
銀
子
被
下
之
〉
【Ｐ４６８］〔題記〕四月九日／若君様御元服御官位／御祝儀
公
家
衆
御
馳
走
御
能
町
入
有
之
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
三
百
貫
文
広
蓋
【Ｐ４６９】〔題記〕四月廿七日／御奥御能〔末尾注記〕初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
幸
半
右
衛
門
【Ｐ４７０】〔題記〕五月廿七日／大納言様御元服御祝儀／日
光
御
門
主
増
上
寺
其
外
／
出
家
衆
登
城
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
〔
末
尾
注
記
〕
非
番
右
役
儀
／
被
仰
付
／
春
日
又
三
郎
／
長
命
新
蔵
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【Ｐ４７１】〔題記〕九月廿二日／御奥御能〔末尾注記〕初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
大
蔵
弘
之
丞
【Ｐ４７２】〔題記〕明和四亥年／正月三日／御謡初御畷子組
〔末尾注記〕非番右役儀／被仰付／大倉長十郎
【Ｐ４７３】〔題記〕二月廿二日／御奥御能
【Ｐ４７４］〔題記〕三月七日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記〕御表初而役儀／被仰付／大蔵弘之丞／〈甚左衛門伜〉威
徳三郎四郎／〈新三郎伜〉宝生才十郎／非番右役儀／被仰付
／大蔵弘之丞
【Ｐ４７５】〔題記〕九月十一日／御奥御能〔末尾注記〕初
而役儀／被仰付／〈又三郎伜〉春日喜四郎／〈三太郎伜〉高安
鬼
次
郎
【Ｐ４７６】〔題記〕明和五子年／正月三日／御謡初御畷子組
【Ｐ４７Ｌ〔題記〕四月四日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記〕御表初而役儀／被仰付／〈助九郎伜〉清水助三郎／非番
方
役
儀
／
被
仰
付
／
貞
光
小
八
郎
／
情
甚
兵
衛
／
大
蔵
弥
太
夫
【Ｐ４７８】〔題記〕五月廿七日／御奥御能〔末尾注記〕初
而役儀／被仰付／〈久右衛門伜〉進藤大次郎／鷺三之丞／
〈権三郎伜〉大倉金蔵／〈彦兵衛伜〉川井直三郎
【Ｐ４７９］〔題記〕九月三日／日光御門主御馳走御能〔末
尾貼紙注記〕明和五年五月奥御能初而相勤／同六年御祝初
而
楽
ャ
祝
儀
／
進
藤
大
次
郎
／
鷺
三
之
丞
／
大
倉
金
蔵
／
川
井
直
三
郎【Ｐ４８０】〔題記〕明和六丑年／正月三日／御謡初御離子組
〔末尾注記〕初而役儀被仰付〈観世大夫養子〉観世三十郎
／非番右役儀／被仰付／幸四（欠損）／大倉（欠損）
【Ｐ４８１］〔題記〕二月廿七日／公家衆御馳走御能〔末尾
注記〕御表初而役儀／被仰付／〈久右衛門伜〉進藤大次郎／
〈市右衛門伜〉春日又三郎／〈権三郎伜〉大倉金蔵／〈一一一太郎
伜〉高安鬼次郎／〈彦兵衛伜〉川井直三郎／非番右役儀／被
仰
付
／
大
蔵
弥
太
夫
【Ｐ４８２】〔題記〕四月十六日／御奥御能〔末尾注記〕初
而役儀／被仰付／〈左吉伜〉観世兵次郎／〈彦三郎伜〉宝生彦
次
郎
／
大
倉
文
次
郎
／
御
奥
初
而
役
儀
相
勤
〈
観
世
大
夫
養
子
〉
観
世三十郎／〈御表役儀当正月三日相動〉（朱）
【Ｐ４８３】〔題記〕十二月五日／御奥御能
【Ｐ４８４】〔題記〕明和七寅年／正月三日／御謡初御灘子組
【Ｐ４８５】〔題記〕三月一一日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記
〕
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
鷺
仁
右
衛
門
／
幸
半
右
衛
門
／
宝
生
彦三郎／〈左吉伜〉観世兵次郎／非番右役儀／被仰付／大蔵
弥
太
郎
／
大
倉
六
蔵
／
同
長
十
郎
【Ｐ４８６】〔題記〕九月三日／日光御門主御馳走御能
【Ｐ４８７】〔題記〕十二月五日／御奥御能〔末尾注記〕初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
長
命
鏡
三
郎
／
大
蔵
弥
太
夫
【Ｐ４８８】〔題記〕明和八卯年／正月三日／御謡初御離子組
【Ｐ４８９】〔題記〕十月十六日／公家衆御馳走御能〔末尾
注
記
〕
非
番
右
役
儀
／
被
仰
付
／
幸
清
次
郎
／
春
日
又
三
郎
／
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
大
蔵
弥
太
夫
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１０４
【Ｐ４９０】〔題記〕十二月一一一日／御奥御能〔末尾注記〕初
而役儀／被仰付／〈庄兵衛伜〉森田長蔵
【Ｐ４９１】〔題記〕明和九辰年／〈十一月廿五日〉安永改元／
正
月
三
日
／
御
謡
初
御
嚇
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被仰付／〈庄兵衛伜〉森田長蔵
【Ｐ４９２】〔題記〕一一月十八日／西丸御奥御能〔三番目狂
言
後
〕
御
中
入
【Ｐ４９３】〔題記〕三月五日／公家衆御馳走御能
【
Ｐ
４
９
４
］
〔
題
記
〕
四
月
二
日
／
御
奥
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
樋
口
久左衛門／〈孫七郎伜〉梅若七五郎／〈新組〉寺井勘兵衛／清
水
半
九
郎
／
石
井
権
八
郎
／
右
之
者
共
初
而
役
儀
被
／
仰
付
候
【Ｐ４９５】〔題記〕十一月十三日／西丸御能〔末尾注記〕
初而役儀／被仰付／〈織部伜〉観世織之助／〈新九郎伜〉観世
権
九
郎
／
幸
与
五
郎
【Ｐ４９６】〔題記〕十二月廿一日／御奥御能〔末尾注記〕
初而役儀／被仰付／〈弥太郎伜〉大蔵貞吉
【Ｐ４９７】〔題記〕安永二巳年／正月三日／御謡初御嚇子組
【Ｐ４９８】〔題記〕閏三月十一日／西丸御能〔こんくわい
の
後
〕
御
中
入
【Ｐ４９９］〔題記〕閏三月廿七日／御奥御能
【
Ｐ
５
０
０
】
〔
題
記
〕
九
月
十
一
日
／
公
家
衆
御
馳
走
御
能
〔
末
尾
注記〕御表初而役儀／被仰付／〈新九郎伜〉観世権九郎／幸
与
五
郎
【Ｐ５０１】〔題記〕九月十八日／西丸御能
【Ｐ５０２】〔題記〕十一月二日／西丸御能
【Ｐ５０３】〔題記〕十二月七日／西丸御能
【Ｐ５０４】〔題記〕十二月十一日／日光准后御饗応御能
【Ｐ５０５】〔題記〕安永三午年／正月三日／御謡初御嚇子組
【Ｐ５０６】〔題記〕正月廿一日／御奥御能
【Ｐ５０７】〔題記〕二月二日／西丸御能
【Ｐ５０８】〔題記〕三月七日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
長
命
鉄
三
郎
／
大
倉
文
次
郎
／
樋
口久左衛門／〈孫七郎伜〉梅若七五郎／非番方役儀／被仰付
／
宝
生
萬
作
／
川
井
彦
兵
衛
【Ｐ５０９】〔題記〕八月廿七日／西丸御能
【Ｐ５１０】〔題記〕十月廿三日／西丸狂言尽
【Ｐ５１１】〔題記〕十一月廿三日於／西丸御舞台仕舞／一調
一
管
狂
言
〔
「
難
波
鏡
之
丞
」
の
後
〕
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
〈観世大夫次男〉観世鏡之丞〔操之段の後〕御中入
【Ｐ５１２】〔題記〕十二月四日／御奥御能〔末尾注記〕初
而役儀／被仰付／〈与右衛門伜〉楠田伊兵衛
【Ｐ５１３】〔題記〕十二月十九日／西丸御能
【Ｐ５１４］〔題記〕安永四未年／正月三日／御謡初御灘子組
【Ｐ５１５］〔題記〕正月十八日御奥御能
【Ｐ５１６】〔題記〕正月廿七日／西丸御能
【Ｐ５１７】〔題記〕二月廿七日／西丸御能
【Ｐ５１８】〔題記〕三月五日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記〕御表初而役儀／被仰付／〈織之助事〉観世三十郎／寺井
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勘
兵
衛
／
清
水
半
九
郎
【Ｐ５１９】〔題記〕四月四日／御奥御能〔末尾注記〕初而
役儀／被仰付／〈半右衛門伜〉幸甚太郎
【Ｐ５２０】〔題記〕五月十三日／西丸御能
【Ｐ５２１］〔題記〕九月二日／日光准后同新宮／御馳走御能
【Ｐ５２２】〔題記〕十月十八日／西丸御能〔末尾注記〕初
而役儀／被仰付／〈多門後見〉宝生弥五郎
［Ｐ５２３】〔題記〕十月廿七日／御奥御能
【Ｐ５２４】〔題記〕安永五申年／正月一一百／御謡初御磯子組
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
宝
生
弥
五
郎
【Ｐ５２５】〔題記〕正月十三日／御奥御能
【Ｐ５２６】〔題記〕二月六日／西丸御能
【Ｐ５２７］〔題記〕四月十三日／公方様日光御社参／御発輿
／
西
丸
奥
御
敷
舞
台
二
／
お
ゐ
て
御
離
子
〔
末
尾
注
記
〕
脇
三
人
（離子への脇方出演についての注）
【Ｐ５２８】〔題記〕四月十九日／西丸御能
【Ｐ５２９】〔題記〕五月十三日今度／日光／御社参相済候御
祝
儀
／
御
三
家
国
持
大
名
衆
／
拝
見
初
日
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
五
百
貫
広
蓋
桧
折
壱
合
〔
末
尾
注
記
〕
紫
調
／
御
免
被
仰
付
／
観
世
新
九
郎
／
葛
野
市
郎
兵
衛
／
金
春
三
郎
右
衛
門
【Ｐ５３０】〔題記〕五月十八日／右御祝儀二度目御能／日光
御
門
主
増
上
寺
其
外
／
出
家
衆
拝
見
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
〔
末
尾注記〕御表初而役儀／被仰付／〈観世大夫次男〉観世鏡之
丞／〈半右衛門伜〉幸甚太郎
【Ｐ５３１］〔題記〕五月十九日／右御祝儀三度目御能／御中
入無之〔末尾注記〕御表初而役儀／被仰付／〈弥太郎伜〉
大
蔵
貞
吉
【Ｐ５３２】〔題記〕五月廿一日／右御祝儀四度目御能／御中
入無之〔末尾注記〕表初而役儀／被仰付／〈与右衛門伜〉
楠
田
伊
兵
衛
【Ｐ５３３】〔題記〕六月三日於／西丸御奥御離子〔末尾注
記
〕
脇
／
春
藤
六
右
衛
門
／
進
藤
久
右
衛
門
【Ｐ５３４］〔題記〕八月十一日／西丸／公方様被為入御膳上
／御能〈銀子被下之〉
［Ｐ５３５】〔題記〕九月五日／公家衆御馳走御能
【Ｐ５３６】〔題記〕十月廿五日／西丸御能
【Ｐ５３７】〔題記〕十一月十八日／御奥御能
【Ｐ５３８］〔題記〕十二月四日当年／日光御社参茂相済／御
目
出
度
御
歳
暮
二
付
／
享
保
十
三
年
之
御
吉
／
例
御
祝
儀
御
表
御
能
／〈銀子被下之〉〔三番目後〕御中入
【Ｐ５３９】〔題記〕十二月十八日／西丸御能
【Ｐ５４０】〔題記〕安永六酉年／正月三日／御謡初御騨子組
【Ｐ５４１】〔題記〕正月廿二日／御奥御能
【Ｐ５４２】〔題記〕二月廿一一一日／西丸御能
【Ｐ５４３】〔題記〕三月五日／公家衆御馳走御能
【Ｐ５４４】〔題記〕三月九日／御奥御能
［Ｐ５４５］〔題記〕五月四日／御奥御能〔末尾注記〕初而
役儀／被仰付／長命清左衛門／〈甚兵衛伜〉清甚作
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【Ｐ５４６】〔題記〕九月廿三日／西丸御能
【Ｐ５４７】〔題記〕九月廿五日／御奥御能〔末尾注記〕初
而役儀／被仰付／〈久左衛門伜〉樋口甚七
【Ｐ５４８】〔題記〕十一月十六日／日光准后同良宮／御饗応
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
長
命
清
左
衛
門
［Ｐ５４９】〔題記〕十二月十九日／西丸御能〔末尾注記〕
初而役儀／被仰付／〈又六郎伜三噌熊八郎
【Ｐ５５０】〔題記〕安永七戌年／正月三日／御謡初御離子組
【Ｐ５５１】〔題記〕正月五日／御奥御能
【Ｐ５５２】〔題記〕正月廿五日／西丸御能
【Ｐ５５３】〔題記〕二月九日／西丸御能
【Ｐ５５４】〔題記〕二月十八日／御奥御能
【Ｐ５５５】〔題記〕三月十一日／公家衆御馳走御能〔末尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
〈
又
六
郎
伜
二
噌
熊
八
郎
／
〈久左衛門伜〉樋口甚七
【Ｐ５５６】〔題記〕四月十一日於／御本丸此度／大納言様御
前
髪
被
為
／
執
御
祝
儀
御
能
／
〈
銀
子
被
下
之
／
地
謡
拾
五
人
完
（宛？）〉
【Ｐ５５７】〔題記〕四月十三日／西丸江／公方様被為入御膳
上御能／〈銀子被下之〉
【Ｐ５５８】〔題記〕四月廿二日／西丸仕舞狂言尽／〈熨斗目
半袴狂言方ハ／装束也〉
了
５
５
９
】
〔
題
記
〕
八
月
七
日
／
御
奥
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
高
安
弥
兵
衛
【Ｐ５６０】〔題記〕九月七日／西丸御能
【Ｐ５６１】〔題記〕十二月四日／御奥御能
【Ｐ５６２】〔題記〕十二月廿三日／西丸御能
【Ｐ５６３】〔題記〕安永八亥年／正月三日／御謡初御離子組
【Ｐ５６４】〔題記〕正月五日／御奥御能
【Ｐ５６５】〔題記〕正月十八日／西丸御能
【Ｐ５６６】〔題記〕五月廿一日此度／厳有院様百回御忌／御
法
事
相
済
候
二
付
／
日
光
准
后
同
新
宮
／
御
饗
応
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
紫
調
／
御
免
被
仰
付
／
幸
清
次
郎
／
観
世
座
例
年
直
詰
之
者
井
幸
／
清
次
郎
非
番
右
役
儀
被
仰
付
【Ｐ５６７】〔題記〕九月二日／公家衆御馳走御能
【Ｐ５６８】〔題記〕十一月二日／御奥御能〔末尾注記〕初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
大
蔵
千
次
郎
【Ｐ５６９】〔題記〕十二月六日／御奥御能
【Ｐ５７０】〔題記〕安永九子年／正月三日／御謡初御離子組
【Ｐ５７１】〔題記〕正月四日／御奥御能
【Ｐ５７２】〔題記〕二月四日日光／御宮御修復正遷宮／相
済
候
御
祝
儀
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
【Ｐ５７３］〔題記〕四月七日／御奥御能〔末尾注記〕初而
役
儀
／
被
仰
付
／
大
蔵
喜
兵
衛
【Ｐ５７４】〔題記〕四月廿二日／御奥御能
【Ｐ５７５】〔題記〕六月一一百／御奥御能〔末尾注記〕初而
役儀／被仰付／〈七大夫伜〉喜多十太夫
Hosei University Repository
【Ｐ５７６】〔題記〕九月五日今度／御転任御祝儀公家衆／御
馳
走
初
日
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
五
百
貫
文
広
蓋
桧
折
壱
合
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
〈
七
大
夫
伜〉喜多十太夫／大蔵八右衛門
【Ｐ５７７】〔題記〕九月十三日／右御祝儀一一日目御能〔一一一
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
【Ｐ５７８】〔題記〕九月十五日／右御祝儀三日目御能／〈御
中入無之〉〔末尾注記〕御表初而役儀／被仰付／〈甚兵衛
伜〉清甚作
【Ｐ５７９】〔題記〕九月十六日／右御祝儀四日目御能〔末
尾
注
記
〕
初
而
一
役
被
仰
付
／
梅
若
六
郎
／
御
能
初
而
役
儀
／
被
仰
付／大蔵助右衛門〈喜兵衛事〉／高安弥兵衛
覧【Ｐ５８０】〔題記〕九月廿八日／右御祝儀五日目御能／日光
卍御門主増上寺其外／出家衆拝見
一三口
注【Ｐ５８１】〔題記〕十月一一日／御奥御能
吐【Ｐ５８２】〔題記〕安永十丑年／〈四月十一一百〉天明改元／正
二一一口
題
月
一
二
日
／
御
謡
初
御
嚇
子
組
細【Ｐ５８３】〔題記〕正月五日／御奥御能
鰄【Ｐ５８４】〔題記〕正月廿八日／台徳院様百五十御忌／御法
し
事
相
済
候
二
付
／
御
三
家
方
諸
大
名
衆
／
増
上
寺
拝
見
御
能
〔
三
流
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
Ⅷ【Ｐ５８５】〔題記〕三月五日／西丸御能〔能七番の番組後
〃
の
注
記
〕
道
成
寺
入
用
書
／
（
上
段
）
一
壱
尺
弐
寸
廻
竹
壱
本
／
但
１
月
通
壱
尺
弐
寸
廻
り
／
岡
つ
け
青
味
随
分
色
青
キ
を
／
一
八
寸
廻
り
竹
八
本
／
但
青
竹
／
一
四
寸
廻
り
竹
四
本
／
但
岡
つ
け
□
竹
随
分
す
ぐ
成
を
／
｜
卓
□
八
百
日
／
一
苧
五
百
月
／
｜
白
布
八
端
／
（
下
段
二
青
水
縄
弐
十
把
／
一
紺
布
六
尺
／
一
白
水
縄
三百把／紺まかひ糸拾□／―すへり□〈尺とう〉五把／右
之
通
御
座
侯
／
観
世
大
夫
〔
末
尾
注
記
〕
紫
調
／
御
免
被
仰
付
／
大
倉
六
蔵
／
非
番
右
役
儀
／
被
仰
付
／
金
春
大
夫
【Ｐ５８６】〔題記〕三月七日／御奥御能〔末尾注記〕初而
役
儀
／
被
仰
付
／
鷺
山
三
郎
［Ｐ５８７】〔題記〕四月十八日／御奥御能
【Ｐ５８８】〔題記〕八月十三日／御奥御能〔末尾注記〕初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
宝
生
多
門
／
幸
虎
市
［Ｐ５８９】〔題記〕八月廿一日／西丸御能
［Ｐ５９０】〔題記〕八月廿五日此度／御養君様被仰出候／御
祝
儀
初
日
御
能
／
町
入
有
之
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
一
一
一
百
貫
文
広
蓋
桧
折
〔
末
尾
注
記
〕
紫
調
／
御
免
被
仰
付
／
観
世
左
吉
／
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
幸
虎
市
【Ｐ５９１】〔題記〕八月廿七日／此度御祝儀二度目御能／御
中
入
無
之
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
鷺
山
三
郎
／
非
番
右
役
儀
／
被
仰
付
／
金
剛
又
兵
衛
【Ｐ５９２】〔題記〕八月廿八日此度／御祝儀三度目御能／御
中
入
無
之
【Ｐ５９３】〔題記〕十月四日／公家衆御馳走御能
【Ｐ５９４】〔題記〕十月廿三日／御奥御能
【Ｐ５９５】〔題記〕十二月十一一一日／西丸御能（貼紙メモあり。
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１０８
触
流
し
の
メ
モ
で
、
番
組
と
は
無
縁
ら
し
い
。
省
略
）
【Ｐ５９６】〔題記〕天明二寅年／正月三日／御謡初御離子組
【Ｐ５９７】〔題記〕正月十三日／御奥御能
【Ｐ５９８】〔題記〕二月廿二日／御奥御能
【Ｐ５９９】〔題記〕三月五日／御奥御能〔末尾注記〕初而
役
儀
／
被
仰
付
／
多
田
伝
七
郎
【Ｐ６００］〔題記〕四月五日於御本丸／大納言様御元服／御
官
位
相
済
候
御
祝
儀
／
公
家
衆
御
三
家
国
持
／
大
名
衆
登
城
御
能
／
町
入
有
之
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
三
百
貫
文
広
蓋
桧
折
〔
末
尾
注
記
〕
非
番
右
役
儀
／
被
仰
付
／
大
蔵
弥
太
郎
／
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
多
田
伝
七
郎
【Ｐ６０１】〔題記〕四月廿七日／西丸御能
【Ｐ６０２】〔題記〕五月二日／御奥御能
【Ｐ６０３】〔題記〕五月廿七日於御本丸／大納言様御元服御
官
位
／
相
済
候
二
付
日
光
御
門
跡
／
御
饗
応
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
【Ｐ６０４】〔題記〕九月廿八日／御奥御能
【Ｐ６０５】〔題記〕十月廿一一百／西丸御能
【Ｐ６０６］〔題記〕十一一月廿三日／西丸御能〔末尾注記〕
初而役儀／被仰付／〈一一一郎右衛門孫〉金春辰三郎／〈惣右衛
門伜〉金春熊太郎／〈弥太夫伜〉大蔵貞太郎
【Ｐ６０７］〔題記〕天明三卯年／正月三日／御謡初御離子組
【Ｐ６０８】〔題記〕正月五日／御奥御能
【Ｐ６０９】〔題記〕一一月廿五日／西丸御能〔三番目後〕御
中
入
【Ｐ６１０】〔題記〕三月朔日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記〕御表初而役儀／被仰付／〈三郎右衛門孫〉金春辰三郎／
〈惣右衛門伜〉金春熊太郎
【Ｐ６１１］〔題記〕三月四日／御奥御能〔末尾注記〕初而
役儀／被仰付／〈清次郎伜〉幸政次郎／金春喜四郎
【Ｐ６１２】〔題記〕四月十八日／御奥御能〔末尾注記〕多
門
後
見
雛
し
／
初
而
役
儀
被
／
仰
付
／
宝
生
弥
五
郎
【Ｐ６１３】〔題記〕四月廿九日／西丸御能
【Ｐ６１４】〔題記〕九月二日／御奥御能〔末尾注記〕初而
役儀／被仰付／〈勘兵衛伜〉寺井久八郎
【Ｐ６１５】〔題記〕十月廿二日／西丸御能
【Ｐ６１６】〔題記〕十二月十八日／西丸御能
【Ｐ６１７】〔題記〕天明四辰年／正月三日／御謡初御嚇子組
【Ｐ６１８】〔題記〕正月五日／御奥御能〔末尾注記〕初而
役儀／被仰付／〈彦太郎伜〉高安彦十郎／長命大五郎／一役
初
而
／
被
仰
付
／
大
蔵
半
助
【Ｐ６１９】〔題記〕二月四日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記〕御表初而役儀／被仰付／〈彦太郎伜〉高安彦十郎／〈清
次郎伜〉幸政次郎／〈勘兵衛伜〉寺井久八郎
【Ｐ６２０】〔題記〕二月十八日／西丸御能
【Ｐ６２１】〔題記〕五月十八日／御奥御能〔末尾注記〕初
而役儀／被仰付／〈庄兵衛伜〉森田長七郎
【Ｐ６２２】〔題記〕九月四日／日光御門跡御饗応御能
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【Ｐ６２３】〔題記〕十月二日／御奥御能〔末尾注記〕初而
役儀／被仰付／〈市郎兵衛伜〉葛野乾次郎
［Ｐ６２４】〔題記〕十月十五日／西丸御能
【Ｐ６２５】〔題記〕十二月十八日／西丸御能
第一一一冊天明五年（一七八五）～享和一一一年（’八○三）
Ｐ
６
２
６
～
７
５
８
［Ｐ６２６】〔題記〕天明五巳年／正月三日／御謡初御離子組
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
／
被
仰
付
／
宝
生
大
夫
【Ｐ６２７］〔題記〕正月五日／御奥御能〔末尾注記〕初而
役
儀
／
被
仰
付
／
幸
光
次
郎
／
葛
野
安
五
郎
【Ｐ６２８】〔題記〕二月六日／西丸御能
【Ｐ６２９】〔題記〕三月四日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記〕御表役儀初而／被仰付候／〈庄兵衛伜〉森田長七郎／幸
光次郎／〈市郎兵衛伜〉葛野九郎兵衛／〈九郎兵衛伜〉同安五
郎
／
初
而
御
唐
織
／
被
下
候
／
宝
生
大
夫
【Ｐ６３０】〔題記〕三月七日／御奥御能〔末尾注記〕初而
役儀被／仰付候／〈甚兵衛伜〉清甚次郎
【Ｐ６３１］〔題記〕三月十八日／西丸於御舞台／御騨子狂言
【Ｐ６３２】〔題記〕六月三日／西丸於御舞台／仕舞狂言独吟
一管一調
【Ｐ６３３】〔題記〕十月廿八日／西丸御能
【Ｐ６３４］〔題記〕天明六午年／正月三日／御謡初御離子組
【
Ｐ
６
３
５
］
〔
題
記
〕
正
月
五
日
／
御
奥
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
役
儀
／
被
仰
付
候
／
長
命
勘
蔵
［Ｐ６３６】〔題記〕二月廿一日／西丸御能
【Ｐ６３７】〔題記〕三月一一日／公家衆御馳走御能
【Ｐ６３８】〔題記〕三月九日／御本丸御奥御能
【Ｐ６３９］〔題記〕三月十八日於／西丸御舞台御嚇子井／独
吟
一
管
一
調
【Ｐ６４０］〔題記〕十二月五日於／御本丸日光御門跡御饗応
御
能
【Ｐ６４１］〔題記〕天明七丁未歳／正月三日／御謡初御灘子
組【Ｐ６４２】〔題記〕四月十六日／将軍宣下御祝儀／初日御能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
紫
調
御
免
金
春
惣
右
衛
門
／
御
慰
御
能
未
相
勤
候
内
／
御
表
初
而
被
仰
付
尤
以
後之／例二者不相成旨御達し有／〈新之丞伜〉宝生新次郎
〈三十一歳〉
【Ｐ６４３】〔題記〕四月廿五日／右御祝儀一一日目御能〔三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
【Ｐ６４４］〔題記〕四月廿七日／右御祝儀三日目御能〔末
尾注記〕御表初而相勤候／〈甚兵衛伜〉清甚次郎
【Ｐ６４５】〔題記〕五月四日／右御祝儀四日目御能〔末尾
注記〕御表初而相勤候／〈弥太夫伜〉大蔵貞太郎
【Ｐ６４６】〔題記〕八月十三日於／御本丸御奥御舞台／仕舞
独
吟
語
り
一
管
一
調
／
狂
言
尽
被
仰
付
侯
【Ｐ６４７】〔題記〕十一月十六日／将軍宣下御祝儀五度目／
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御
能
日
光
御
門
跡
増
上
寺
其
外
／
出
家
衆
御
能
拝
見
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
【Ｐ６４８】〔題記〕十二月六日／種姫君様御入興相済候／御
祝
儀
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
【Ｐ６４９】〔題記〕天明八申年／正月三日／御謡初御聡子組
【Ｐ６５０】〔題記〕三月廿七日／御奥御能
【Ｐ６５１】〔題記〕五月十三日於／奥御舞台御離子一管一調
【Ｐ６５２］〔題記〕天明九已酉年／正月三日／御謡初御嚇子
組【Ｐ６５３】〔題記〕寛政元年酉／二月廿一日／御奥御能
〔末尾注記〕初而役儀相勤候／〈茂右衛門伜〉福王茂十郎／
〈
六
蔵
伜
〉
大
倉
喜
太
郎
〔
末
尾
大
字
加
筆
〕
’
三
月
十
八
日
於
／
御
城
銀
子
被
下
之
【Ｐ６５４】〔題記〕九月十九日／御奥御能
【Ｐ６５５】〔題記〕十月四日／日光御門跡同新宮御饗応／御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
役
儀
初
而
／
〈
茂
右衛門伜〉福王茂十郎／〈六蔵伜〉大倉喜太郎
【Ｐ６５６］〔題記〕寛政二戌年／正月三日／御謡初御嚇子組
【Ｐ６５７】〔題記〕二月十八日／御奥御能
【Ｐ６５８】〔題記〕寛政三亥年／正月三日／御謡初御離子組
【Ｐ６５９】〔題記〕三月廿九日／公家衆御馳走御能〔末尾
注
記
〕
御
慰
御
能
未
被
仰
付
侯
内
／
奉
願
御
表
役
儀
被
仰
候
尤
／
已
来之例二不相成旨御達しアリ／〈新之丞伜〉宝生万作〈十
七〉
【Ｐ６６０】〔題記〕八月廿七日／御奥御能
【Ｐ６６１】〔題記〕十月十八日／御奥御能〔釣狐の後〕中
入後弥右衛門相勤ル（朱）
【Ｐ６６２】〔題記〕十二月九日／日光御門跡御饗応御能
〔末尾注記〕御慰御能未被仰付侯内／〈六右衛門伜〉春藤源
七
郎
【Ｐ６６３】〔題記〕寛政四壬子歳／正月三日／御謡初御畷子
組【Ｐ６６４】〔題記〕閏二月二日／公家衆御馳走御能〔三番
目
後
〕
御
中
入
【Ｐ６６５】〔題記〕七月十九日／若君様御七夜御祝儀／於御
座
之
間
御
離
子
〔
末
尾
注
記
〕
脇
／
高
安
彦
太
郎
／
進
藤
久
右
衛
門
【Ｐ６６６】〔題記〕八月十八日／若君様御誕生御祝儀／初日
御
能
町
入
有
之
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
五
百
貫
文
広
蓋【Ｐ６６７】〔題記〕八月廿三日／若君様御誕生御祝儀／一一日
目
御
能
【Ｐ６６８］〔題記〕十月十八日／御奥御能
【Ｐ６６９］〔題記〕寛政五丑年／正月三日／御謡初御離子組
【Ｐ６７０】〔題記〕二月六日／御奥御能
［Ｐ６７１】〔題記〕三月十八日／若君様御髪置御祝儀於／御
本
丸
御
能
銀
子
被
下
之
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
／
高
安
平
三
郎
／
大
倉
金
三
郎
／
長
命
甚
三
郎
／
高
井
兵
助
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【Ｐ６８１】〔題記〕二月十八日／御奥御能
【Ｐ６８２】〔題記〕三月廿五日／公家衆御馳走御能〔末尾
注記〕御表初而／（中段）観世三十郎／鷺伝四郎／長命富三
郎／（下段）観世権九郎／大蔵茂三郎／石井権之助
［Ｐ６８３】〔題記〕五月十一日〈日光御門跡御三家御三郷溜
詰／御譜代布衣以上御役人見物／半袴〉／権現様天下御一
統
之
支
千
／
御
相
当
二
付
御
祝
儀
御
能
／
銀
子
被
下
之
〔
末
尾
注
【Ｐ６７２】〔題記〕九月三日／日光御門跡御饗応御能〔一一一
番
目
後
〕
御
中
入
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
金
春
大
夫
【Ｐ６７３】〔題記〕十月十八日／公家衆御馳走御能〔三番
目
後
〕
御
中
入
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
御
唐
織
拝
領
金
春
大
夫
／
御表初而／大倉卯三郎／高安長次郎
［Ｐ６７４】〔題記〕寛政六寅年／正月三日／御謡初御離子組
【Ｐ６７５］〔題記〕二月九日／御奥御能〔末尾注記〕初而
役
儀
／
金
春
五
郎
助
【Ｐ６７６］〔題記〕五月十六日／御奥御能〔末尾注記〕初
而役儀／幸万吉／〈小八郎伜〉貞光庄吉／〈新三郎伜〉宝生才
十郎／〈新組〉石井権之助
【Ｐ６７７】〔題記〕十一月朔日／公家衆御馳走御能〔末尾
注記〕御表初而／金春五郎助／〈小八郎伜〉貞光庄吉
【Ｐ６７８］〔題記〕寅十一月十一日／於山王法楽能
【Ｐ６７９】〔題記〕同十三日於山王法楽能
【Ｐ６８０】〔題記〕寛政七乙卯年／正月一一百／御謡初御離子
組
記〕一御表初而／幸万吉／〈甚左衛門伜〉威徳三郎四郎
【Ｐ６８４】〔題記〕五月十八日於／御奥御舞台仕舞独吟／語
一
管
一
調
狂
言
被
仰
付
候
【Ｐ６８５】〔題記〕十月十三日／御奥御能
【Ｐ６８６】〔題記〕十一月六日／若君様御髪置御祝儀御能／
御
中
入
無
之
銀
子
被
下
之
【Ｐ６８７】〔題記〕十一月十五日／御奥御能
【Ｐ６８８】〔題記〕寛政八丙辰年／正月三日／御謡初御嚇子
組【Ｐ６８９】〔題記〕三月四日／御本丸公家衆御馳走御能
［Ｐ６９０】〔題記〕三月六日／御奥御能
【Ｐ６９１】〔題記〕五月十一日／御台様御安産御祝儀／御能
銀
子
被
下
之
【Ｐ６９２】〔題記〕五月十八日／御奥御能
【Ｐ６９３】〔題記〕十月五日／御奥御能
【Ｐ６９４】〔題記〕十二月四日／御奥御能
【Ｐ６９５】〔題記〕寛政九丁巳歳／正月三日／御謡初御嚇子
組【Ｐ６９６】〔題記〕二月二日於／御本丸／若君様御袴着御祝
儀
／
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
／
福
王
清
兵
衛
／
〈
伝
七
郎
伜〉多田伝次郎
【Ｐ６９７】〔題記〕三月四日於／御本丸／若君様御元服御官
位
／
御
祝
儀
御
能
／
町
入
有
之
〔
末
尾
注
記
〕
非
番
右
役
儀
／
被
仰
付
侯
／
大
蔵
弥
太
郎
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【Ｐ６９８】〔題記〕三月廿九日／御奥御能
【Ｐ６９９】〔題記〕四月三日於御本丸／大納言様御元服御官
位
相
済
候
／
御
祝
儀
日
光
御
門
跡
其
外
御
饗
応
／
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
【Ｐ７００】〔題記〕五月六日／西丸御能
【Ｐ７０１】〔題記〕五月十八日／御奥御能
【Ｐ７０２］〔題記〕十月五日／御奥御能
【Ｐ７０３】〔題記〕十二月五日／御奥御能
【Ｐ７０４】〔題記〕寛政十戊午年／正月三日／御謡初御灘子
組【Ｐ７０５】〔題記〕正月廿七日／御奥御能
【Ｐ７０６】〔題記〕一一月三日／西丸御奥御能
【Ｐ７０７】〔題記〕三月七日／公家衆御馳走御能
【Ｐ７０８】〔題記〕三月廿七日／御奥御能
【Ｐ７０９］〔題記〕五月十八日／御奥御能
【Ｐ７１０】〔題記〕九月二日／日光御宮御修復／正遷宮相済
候
御
祝
儀
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記〕御表初而／〈宝生大夫伜〉宝生権五郎／〈五郎兵衛伜〉幸
甚
太
郎
／
黒
川
栄
八
郎
【Ｐ７１１】〔題記〕十月五日／御奥御能
【Ｐ７１２】〔題記〕十月廿七日／西丸御奥御能
【Ｐ７１３］〔題記〕十一月七日／御奥御能
【Ｐ７１４］〔題記〕十二月十九日／御奥御能
【Ｐ７１５】〔題記〕寛政十一己未年／正月三日／御謡初御雌
子
組
【Ｐ７１６】〔題記〕三月五日／御本丸公家衆御馳走御能
〔末尾注記〕御表初而／〈孫七郎伜〉梅若七五郎
【Ｐ７１７】〔題記〕三月九日／御本丸御奥御能
【Ｐ７１８】〔題記〕三月廿九日／西丸御能
【Ｐ７１９】〔題記〕五月十八日／御奥御能
【Ｐ７２０】〔題記〕六月廿一日於／西丸御舞台仕舞独吟／－
調
狂
言
被
仰
付
侯
【Ｐ７２１】〔題記〕十月五日／御本丸御奥御能
【Ｐ７２２】〔題記〕十二月二日／淑姫君様御入輿相済候／御
祝
儀
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
三
百
貫
文
広
蓋
例
之
通
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
進
藤
平
右
衛
門
【Ｐ７２３】〔題記〕十二月十九日／御本丸御奥御能
【Ｐ７２４】〔題記〕寛政十二庚申年／正月三日／御謡初御難
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
／
〈
又
六
郎
嫡
孫
承
祖
三
唱
要
之
助【Ｐ７２５］〔題記〕正月十八日／御奥御能〔三番目後〕御
中
入
【Ｐ７２６］〔題記〕四月九日／御奥御能
【Ｐ７２７】〔題記〕閏四月二日／大猷院様百五十回御忌／御
法
事
相
済
候
二
付
日
光
／
御
門
主
御
饗
応
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
／
〈
十
太
夫
伜
〉
喜
多七太夫／〈庄兵衛伜〉森田長蔵／〈左吉伜〉観世泰之丞／
〈助五郎伜〉清水肋三郎
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【Ｐ７４２］〔題記〕二月四日／御奥御能
【Ｐ７４３】〔題記〕二月廿七日／西丸御能
【Ｐ７２８】〔題記〕閏四月廿一日／西丸御能
［Ｐ７２９】〔題記〕五月十八日／御奥御能〔末尾注記〕初
而役儀相勤候／〈観世太夫次男〉観世鉄之丞／〈八右衛門
伜〉大蔵幸之助
【Ｐ７３０］〔題記〕九月四日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記〕御表初而／〈八右衛門伜〉大蔵幸之助
【Ｐ７３１】〔題記〕十月五日／御奥御能〔末尾注記〕初而
役儀相勤候／〈弥太郎孫〉大蔵千太郎
【Ｐ７３２］〔題記〕十月廿一日／西丸御能
【Ｐ７３３】〔題記〕十二月十九日／御奥御能
【Ｐ７３４】〔題記〕寛政十三辛酉歳／〈一一月十三日〉享和改元
／
正
月
三
日
／
御
謡
初
御
聡
子
組
【Ｐ７３５】〔題記〕二月一一一日／御奥御能
【Ｐ７３６］〔題記〕三月十八日／西丸御能
【Ｐ７３７】〔題記〕四月二日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記〕御表初而相勤候〈弥右衛門伜〉大蔵千太郎
【Ｐ７３８】〔題記〕五月十八日／御奥御能
【Ｐ７３９】〔題記〕十月五日／御奥御能〔末尾注記〕初而
役儀相勤侯／〈新之丞伜〉宝生万作／〈権八郎伜〉観世金之進
【Ｐ７４０】〔題記〕十二月十八日／御奥御能
【Ｐ７４１】〔題記〕享和二壬戌年／正月三日／御謡初御騨子
組
【Ｐ７４４】〔題記〕三月五日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記〕御表初而役儀相勤候／〈新之丞伜〉宝生万作／〈権八郎
伜〉観世金之進
【Ｐ７４５】〔題記〕五月十八日／御奥御能
【Ｐ７４６】〔題記〕九月二日／日光御門跡御饗応御能
［Ｐ７４７】〔題記〕九月廿七日／御奥御能
【Ｐ７４８】〔題記〕十月五日／御奥御能
【Ｐ７４９】〔題記〕十二月十八日／御奥御能
【Ｐ７５０】〔題記〕享和三癸亥年／正月三日／御謡初御聡子
組【Ｐ７５１】〔題記〕閏正月六日／御奥御能
【Ｐ７５２】〔題記〕二月朔日／公家衆御馳走御能
【Ｐ７５３】〔題記〕二月九日／御奥御能
［Ｐ７５４】〔題記〕二月十八日／西丸御能
【Ｐ７５５】〔題記〕四月十八日／御奥御能
［Ｐ７５６】〔題記〕五月十八日／御奥御能
【Ｐ７５７】〔題記〕十月五日／御奥御能〔末尾注記〕初而
役儀被仰付／〈久左衛門嫡孫承祖〉樋口半四郎
［Ｐ７５８】〔題記〕十二月廿一日／御奥御能
第四冊享和四年（一八○四）～文政十一年二八一一八）
Ｑ
０
０
１
～
２
１
５
【Ｑ００１】〔題記〕享和四甲子年／〈二月十九日〉文化改元／
正
月
三
日
／
御
謡
初
御
嚇
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
御
謡
初
役
儀
初
而
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／相勤候／〈八十吉後見〉金春八左衛門
【Ｑ００２］〔題記〕二月九日／御奥御能
【Ｑ００３】〔題記〕文化元年／三月一一日／公家衆御馳走御能
〔
末
尾
注
記
〕
御
唐
織
初
而
被
下
候
金
春
八
左
衛
門
／
御
表
初
而
相勤候／〈久左衛門嫡孫承祖〉樋口半四郎／長命勘蔵
【Ｑ００４】〔題記〕三月十八日／西丸御能
【Ｑ００５］〔題記〕四月三日／御奥御能
【Ｑ００６】〔題記〕五月十八日／御奥御能
【Ｑ００７】〔題記〕九月三日／御奥御能
【Ｑ００８】〔題記〕九月五日／日光御門跡御饗応御能
【
Ｑ
０
０
９
】
〔
題
記
〕
十
月
五
日
／
御
本
丸
御
奥
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
御
奥
御
能
初
而
役
儀
被
仰
付
候
／
雄
三
郎
／
三
之
丞
【Ｑ０１０】〔題記〕十一月五日／御本丸御奥御能
【Ｑ０１１］〔題記〕十一月廿七日／西丸御能〔末尾注記〕
西
丸
初
而
／
雄
三
郎
／
三
之
丞
【Ｑ０１２】〔題記〕十二月十八日／御本丸御奥御能〔末尾
注記〕御奥御能初而／〈権三郎伜〉大倉金三郎／川井定五郎
【Ｑ０１３】〔題記〕文化二乙丑年／正月三日／御謡初御嚇子
組〔末尾注記〕御謡初初而相勤／〈父左吉病気二付代り〉
兵
次
郎
【Ｑ０１４】〔題記〕二月五日／西丸御奥御能
【Ｑ０１５】〔題記〕三月十五日／公家衆御馳走御能〔末尾
注
記
〕
御
表
初
而
役
儀
相
勤
侯
／
鷺
三
之
丞
／
大
倉
金
三
郎
／
川
井
定
五
郎
【Ｑ０１６】〔題記〕四月廿七日／御本丸御奥御能
【Ｑ０１７】〔題記〕五月十八日／御本丸御奥御能
【Ｑ０１８】〔題記〕五月廿三日／西丸御能〔末尾注記〕西
丸
初
而
川
井
定
五
郎
【Ｑ０１９】〔題記〕十月五日／御本丸御奥御能〈五時前御始
／六時過相済（朱）〉
【Ｑ０２０］〔題記〕十月十八日／御本丸御奥御能〈五時前御
始／六時過相済（朱）〉〔末尾注記〕御慰御能初而一役被仰
付
〈
弥
右
衛
門
弟
子
〉
大
蔵
半
助
【Ｑ０２１】〔題記〕十二月十九日／御本丸御奥御能〈五時五
寸前御始／七半時過相済（朱）〉
【Ｑ０２２】〔題記〕十一一月廿三日／西丸御奥御能
【Ｑ０２３】〔題記〕○文化三丙寅年／正月三日／御謡初御灘
子
組
【Ｑ０２４】〔題記〕二月六日え御本丸御奥御能〈五時過御始
／七時過相済（朱）〉
【Ｑ０２５］〔題記〕三月朔日／公家衆御馳走御能
【Ｑ０２６】〔題記〕三月廿一日／西丸御能〔末尾注記〕西
丸
初
而
（
朱
）
脇
本
藤
三
郎
【Ｑ０２７］〔題記〕四月廿一日／御本丸御奥御能〈五時御始
／
七
時
過
相
済
（
朱
）
〉
〔
末
尾
注
記
〕
御
本
丸
初
而
役
儀
被
仰
付
（朱）／〈部屋住〉梅若左源次／〈同断〉石寺庄五郎／〈同断〉長
命
勘
次
郎
【Ｑ０２８】〔題記〕五月三日／西丸御能〈五時御始／七時相
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済（朱）〉〔鱗形への朱注〕赤地金切奥二□□被仰出□申□
方
御
下
御
願
候
処
／
不
及
返
納
旨
被
仰
付
〔
昭
君
へ
の
朱
注
〕
鏡
建
作
り
物
〔
末
尾
注
記
〕
西
丸
初
而
（
朱
）
／
石
寺
庄
五
郎
／
長
命
勘
次
郎
【Ｑ０２９］〔題記〕五月十八日／御本丸御奥御能
【Ｑ０３０】〔題記〕十月五日／御本丸御奥御能〈五時前御始
り／七半時過相済（朱）〉〔末尾注記〕初役被仰付（朱）大
蔵
千
三
郎
［Ｑ０３１］〔題記〕十月十一日／御本丸御奥御能〈五半時御
始／七半時頃相済（朱）〉
【Ｑ０３２】〔題記〕十月十三日／日光御門主御饗応御能／
〈四時前御始／六時過相済（朱）〉〔龍田への朱加筆〕紅葉
覧
狩
有
之
二
付
紅
葉
造
り
／
物
か
さ
し
／
相
勤
〔
三
番
目
後
〕
御
中
酢入〔紅葉狩への朱加筆〕初シテ出／引続／□り出候〔末
一一コロ
注
尾
注
記
〕
昼
過
ち
俄
に
雨
天
二
成
候
付
出
役
御
徒
□
□
へ
申
立
御
貸
吐傘百五十本出
ニニロ
題【Ｑ０３３】〔題記〕十一一月十八日／御本丸御奥御能〈一ハ半時
紐御始／七半時過相済／御明り不出（朱）〉〔末尾注記〕初而
能
（
朱
）
大
倉
文
次
郎
Ⅷ【Ｑ０３４】〔題記〕○文化四丁卯年／正月三日／御謡初御嚇
流
子
組
Ⅷ【Ｑ０３５】〔題記〕正月十八日／御本丸御奥御能
咀【Ｑ０３６】〔題記〕一一月四日／西丸御能〔末尾注記〕西丸
１
初而（朱）〈千三郎事（朱ご大蔵弥太郎
【Ｑ０３７】〔題記〕二月十五日〈五半時御始／七時過相済
（朱ご／西丸御膳上御能〈奥向者御膳上表向御慰御能与／被
仰
出
候
／
御
慰
御
能
被
仰
付
出
□
違
無
之
様
／
可
致
旨
大
膳
亮
殿
被
仰渡候（朱）〉〔三番目後〕御中入
【Ｑ０３８】〔題記〕二月廿一日／御本丸御奥御能〔大瓶
猩
々
へ
の
朱
加
筆
〕
連
六
人
之
処
類
焼
等
二
付
装
束
品
調
二
付
／
連
二
人
二
而
相
勤
之
旨
御
届
仕
侯
【Ｑ０３９］〔題記〕二月廿九日／公家衆御馳走御能〈四時御
始／七半時過相済（朱）〉〔三番目後〕御中入〔末尾注
記〕御表初而相勤（朱）／大蔵弥太郎／大倉文次郎
【Ｑ０４０】〔題記〕五月六日／御本丸御奥御能〈大納言様御
袖
留
以
後
／
初
而
被
為
入
候
御
内
祝
〉
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
役
儀
被
仰付（朱）大蔵求馬／〈卯弐拾六才（朱）〉
【Ｑ０４１】〔題記〕五月廿一日〈五時御始／八半時過相済
（朱）〉／御本丸御奥御能〈例年十八日御能有之／候処御故障
二付廿一日二／相成候〉〔曲名への朱注〕逆鉾に「紅葉造
花
」
藤
永
に
「
シ
テ
連
／
六
人
」
釣
狐
に
「
毛
革
拝
借
仕
／
役
儀
相勤」
【Ｑ０４２】〔題記〕十月五日／御本丸御奥御能〈五時御始／
七半時過相済（朱）〉
【Ｑ０４３】〔題記〕十月廿五日〈四時前御始／六時過相済
（朱ご／常憲院様御百回御忌／御法事済御能〈要脚三百貫
／唐織広蓋〉〔三番目後〕御中入／〈御始り出〉（朱。四番
目
の
三
笑
の
肩
書
と
も
見
え
る
）
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【Ｑ０４４】〔題記〕十二月十八日／御本丸御奥御能〈五時御
始／六時過相済（朱）〉〔途中の朱注〕「道成寺」間の幸之
助
に
「
父
忌
御
免
」
春
日
龍
神
に
「
御
始
り
出
／
始
候
」
〔
末
尾
注記〕初役被仰付〈権五郎伜〉宝生石之助
【Ｑ０４５】〔題記〕○文化五戊辰年／正月一一百／御謡初御嚇
子
組
【Ｑ０４６】〔題記〕二月廿一日／御本丸御奥御能〈五時御始
／七半時頃相済（朱）〉
【Ｑ０４７】〔題記〕三月五日／公家衆御馳走御能〈四時前頃
御始／七半時過相済／御明りなし（朱）〉〔三番目後〕御中
入
要
脚
広
蓋
【Ｑ０４８】〔題記〕四月廿五日／御本丸御奥御能〈五半時御
始／七時頃相済（朱）〉
【Ｑ０４９】〔題記〕五月十三日於／御本丸／大納言様被為執
前
髪
候
／
御
祝
儀
御
能
〈
銀
子
被
下
之
〉
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
役
儀
初
而
／
宝
生
石
之
助
／
大
蔵
求
馬
【Ｑ０５０】〔題記〕五月十五日於西丸被為執／御前髪侯以後
御
膳
被
為
／
上
候
御
祝
儀
御
能
／
銀
子
被
下
【Ｑ０５１】〔題記〕五月廿七日〈十八日延（朱。廿七日の右
に）〉／御本丸御奥御能〈五時御始／七時相済（朱）〉〔末尾
注記〕〈十太夫孫／初而〉喜多六平太／〈御不首尾後／初
而〉進藤久右衛門
【Ｑ０５２】〔題記〕十月五日〈御多門下楽屋二成〉／御本丸御
奥御能〈五時御始／七半時過相済（朱）〉
【Ｑ０５３】〔題記〕十一月廿八日／日光御門跡井新宮御饗応
／御能〈四時前御始／七半時頃相済（朱）〉〔早漆への朱
注
〕
以
来
は
□
無
候
而
ハ
／
相
勤
侯
兼
候
旨
申
聞
〔
三
番
目
後
〕
御中入〔末尾注記〕○鞍馬天狗間出候節権八郎出（心？）
得
違
二
而
ラ
イ
ジ
ョ
打
留
メ
／
大
小
共
二
相
止
メ
御
向
あ
し
ら
い
無
シ
ニ
間
出
二
付
嚇
子
方
心
得
運
／
不
調
法
奉
恐
入
侯
旨
書
面
差
出
シ
候処以来申合等念／入侯様可致旨此段大夫江申達候様右筆
衆
ヲ
以
被
／
仰
渡
候
【Ｑ０５４】〔題記〕十二月廿三日／御本丸御奥御能
【Ｑ０５５】〔題記〕○文化六己已年／正月三日／御謡初御聡
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
去
暮
御
習
仕
御
見
分
之
節
老
松
待
謡
／
当
正
月
者
進
藤
久
右
衛
門
二
謡
わ
せ
已
来
／
右
待
謡
久
右
衛
門
茂
十
郎
隔
年
二
謡
ハ
せ
／
申
候
旨
御
届
出
羽
守
殿
御
宅
へ
差
出
来
午
／
正
月
ハ
茂
十
郎
【Ｑ０５６】〔題記〕二月六日／御本丸御奥御能〈五時御始／
七時過頃相済（朱）〉
【Ｑ０５７】〔題記〕五月二日／公家衆御馳走御能／〈五半時
御始／七半時前相済（朱ご〔末尾注記〕京都立坊御祝儀有
之
候
二
付
例
年
方
公
家
衆
遅
ク
相
成
【Ｑ０５８】〔題記〕十月五日／御本丸御奥御能〈五時御始／
七半時前相済（朱）〉
【Ｑ０５９】〔題記〕十二月九日〈五半時御始／六時過相済春
日龍神中入方／御明り出（朱ご／大納言様御婚礼相済候／
御祝儀御能〈但御楽屋向□も／無地のしめ〉／桧折出〈此
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方二而取扱下ル〉／初日〈御舞台一役之者／何しも無地熨斗
目／畷子方後見ハ腰明キ（朱）〉〔東北シテ名への注記〕
〈
宝
生
大
夫
御
楽
屋
迄
罷
出
候
得
共
／
足
痛
二
付
石
之
助
へ
代
り
奉
願
〉
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
五
百
頁
文
広
蓋
〈
但
腰
明
キ
／
の
し
め
二
つ
シ
、
〉
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
唐
織
被
下
宝
生
石
之
助
【Ｑ０６０】〔題記〕十二月十八日〈五半時御始／七半時前相
済
（
朱
ご
／
御
婚
礼
御
祝
儀
御
能
／
二
日
目
御
中
入
無
之
【Ｑ０６１】〔題記〕十二月十九日／御婚礼御祝儀御能〈五半
時
御
始
／
七
半
時
頃
相
済
（
朱
ご
／
三
日
月
御
中
入
無
之
【Ｑ０６２】〔題記〕十一一月廿三日〈五半時御始り六時過相済
／紅葉狩シテ中入方御明り出（朱ご／西丸御奥御能〈文句不
覧
残
カ
ザ
シ
〉
叶【Ｑ０６３】〔題記〕十二月廿五日〈五時御始／六時前相済
一一一一口
注
御
明
り
出
（
朱
ご
／
御
本
丸
御
奥
御
能
〈
文
句
不
残
カ
サ
シ
〉
〔
老
松
砒小鼓への注記〕〈脇鼓当病幸甚太郎／二而代リ相勤（朱）〉
一一一一口
題〔末尾注記〕当病権八郎（朱）
剛【Ｑ０６４】〔題記〕○文化七庚午年／正月三日／御謡初御離
能子組〔末尾注記〕老松待謡茂十郎相勤侯／御習仕之節伜
胸七大夫相勤／候当日十太夫相勤／尤十太夫病気二／候事候
流【Ｑ０６５］〔題記〕正月十八日／御本丸御奥御能
Ⅷ【Ｑ０６６】〔題記〕三月六日／公家衆御馳走御能〈四時前頃
Ⅳ御始／七半時過頃相済（朱）〉〔末尾注記〕御表初而観世
１
銭
之
丞
【Ｑ０６７】〔題記〕十月廿一日〈五日之延（十月の右に）〉／御
本丸御奥御能〈五時御始り／七半時過頃相済（朱）〉
【Ｑ０６８】〔題記〕十月廿三日／日光御門跡御饗応御能
〈四時前御始り／七半時前相済（朱）〉〔三番目後〕御中入
（朱）
【Ｑ０６９】〔題記〕十二月十八日／御本丸奥御能〈五時御始
り／六時前相済／御明り祝言之前二出（朱）〉
【Ｑ０７０】〔題記〕文化八辛未年／正月三日／御謡初御嚇子
組
〈
老
松
待
謡
進
藤
久
右
衛
門
〉
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
相
勤
／
清
水
助
三
郎
／
福
王
情
兵
衛
【Ｑ０７１】〔題記〕正月十八日／御本丸奥御能〈五時御始り
／七半時前相済（朱）〉〔嵐山への朱注〕〈白頭二而相勤ル
／
早
笛
な
し
〉
〔
末
尾
注
記
〕
○
彦
太
郎
大
臣
烏
帽
子
取
落
拝
借
御
願
／
○
金
剛
大
夫
作
り
物
巻
二
仕
□
奥
二
□
□
り
途
中
二
而
雪
之
中
一
一
落
見
□
相
成
候
間
／
拝
借
奉
願
実
ハ
取
落
【Ｑ０７２】〔題記〕五月廿七日〈九時過御始り／七時過相済
（朱）〉／御本丸御奥御離子組〔末尾注記〕鵜飼庄左衛門帯
剣
二
而
舞
始
心
付
□
太
鼓
座
江
／
脇
差
取
置
候
二
付
差
扣
伺
不
及
其
儀（朱）
【Ｑ０７３］〔題記〕九月二日於／御本丸公家衆御馳走御能
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
役
儀
／
政
次
郎
／
錬
三
郎
／
半
助
／
長
五
郎
【Ｑ０７４】〔題記〕十月廿五日／文照院様百回御忌御法事／
済御能御三家増上寺諸大名衆拝見／要脚広蓋被下〈五半時
前
御
始
／
夕
七
半
時
過
相
済
（
朱
）
〉
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
〔
末
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尾注記〕初而〈助右衛門伜〉大蔵喜三八
【Ｑ０７５】〔題記〕十二月十八日／西丸奥御能〈五時過御始
り／七半時前相済（朱）〉
【Ｑ０７６】〔題記〕十二月廿五日／御本丸奥御能〈五時御始
り／七半時過相済（朱ご〔末尾注記〕初而役儀／〈小左衛
門
伜
〉
幸
虎
二
な
し
）
／
幸
与
五
郎
〔
末
尾
注
記
〕
一
御
能
十
二
月
十一一百二被仰出十八日之御内沙汰関寺小町ハ日数無之候而
ハ
難
／
相
勤
三
十
日
程
已
前
工
夫
仕
候
義
二
侯
へ
と
も
十
日
も
御
日
□
□
可
二
而
も
不
□
相
勤
候
様
被
仰
渡
二
可
相
勤
旨
申
上
候
処
／
御
日
限
相
延
廿
五
日
相
成
相
勤
／
一
祝
言
二
老
松
ハ
鼓
二
付
相
勤
不
申
旨
申
上
候
処
影
二
而
も
不
□
相
勤
候
様
被
仰
渡
／
○
弥
五
郎
万
作
忌
御
免
二
而
相
勤
【Ｑ０７７】〔題記〕文化九申年／正月三日／御謡初御離子
〔末尾注記〕初而役儀／〈弥五郎前髪〉宝生大夫／宝生錬三
郎
／
梅
若
七
五
郎
【Ｑ０７８】〔題記〕正月廿一日／御本丸奥御能〈五時御始り
／七半時頃相済（朱）〉
【Ｑ０７９】〔題記〕文化九申年二月廿一日／西丸奥御能〈五
時御始り二而／七半時過相済（朱）〉
【Ｑ０８０】〔題記〕文化九年三月四日／公家衆御馳走御能
〈四時前御始り／七半過頃相済（朱）〉〔三番目後〕御中入
要
脚
広
蓋
【Ｑ０８１】〔題記〕文化九年五月十八日／御本丸奥御能〈五
時
相
始
り
／
七
半
時
過
相
済
（
朱
）
〉
〔
船
弁
慶
の
「
間
」
へ
の
朱
注
〕
御
番
組
二
卯
之
助
ト
計
被
／
仰
出
候
二
付
伺
之
上
本
間
二
極
侯
口
角
仙
人
の
ワ
キ
（
茂
十
郎
↓
久
右
衛
門
）
へ
の
朱
注
〕
茂
十
郎
一
人
脇
之
書
上
差
支
□
上
／
病
気
二
取
扱
【Ｑ０８２】〔題記〕文化九年九月三日〈四時前相始り／七時
過頃相済（朱ご／日光御門跡御饗応御能
【Ｑ０８３】〔題記〕文化九年十月五日〈五時御始り／六時前
相済（朱ご／御本丸奥御能
【Ｑ０８４］〔題記〕文化九年十二月十八日〈五半時御始り／
六
時
過
相
済
（
朱
ご
／
御
本
丸
奥
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
須
磨
源
氏
中
入方御明り出ル（朱）
【Ｑ０８５】〔題記〕○文化十癸酉年／正月三日／御謡初御嚇
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
御
謡
初
役
儀
初
而
／
〈
小
左
衛
門
伜
〉
幸
虎
一
／〈清次郎伜〉幸政次郎
【Ｑ０８６】〔題記〕文化十年三月六日／御本丸奥御能〈五時
御
始
り
／
七
半
時
過
相
済
（
朱
）
〉
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
金
春
七
郎
／
石
橋
金
剛
大
夫
方
中
絶
之
処
／
此
度
初
而
相
勤
候
【Ｑ０８７】〔題記〕文化十年四月十九日／公家衆御馳走御能
〈四時頃御始り／七半時頃相済（朱）〉〔末尾注記〕御表御
能
初
而
金
春
大
夫
【Ｑ０８８】〔題記〕文化十年五月三日／西丸御能〈五時御始
り／七半時頃相済（朱）〉〔末尾注記〕西丸初而／金春大夫
／
福
王
半
助
【Ｑ０８９】〔題記〕文化十酉年五月十八日／御本丸奥御能
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
楠
田
長
三
郎
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【Ｑ０９０】〔題記〕文化十年九月十八日／御本丸奥御能〈五
時
御
始
り
／
七
半
時
前
頃
相
済
（
朱
）
〉
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
石
井
権
次
郎
【Ｑ０９１】〔題記〕十月五日〈五時御始り七半時相済（朱ご／
御
本
丸
奥
御
能
／
【Ｑ０９２］〔題記〕文化十年十月九日／西丸奥御能〈五時御
始り七時頃／相済（朱）〉〔末尾貼紙〕附祝言高砂ト有之／
山
田
之
帳
二
而
可
調
事
脇
彦
太
郎
／
久
右
衛
門
（
以
上
大
字
。
別
に
小
字
の
メ
モ
風
の
書
付
あ
り
。
ほ
と
ん
ど
読
め
ず
。
こ
の
前
後
の
宝
生
大
夫
の
諸
届
や
そ
の
前
例
な
ど
。
省
略
）
【Ｑ０９３】〔題記〕文化十酉年十一月六日於／西丸／若君様
御
誕
生
御
七
夜
御
祝
儀
／
御
離
子
銀
子
被
下
之
〈
七
時
過
頃
相
始
覧
り
／
七
半
時
過
相
済
（
朱
）
〉
卜【Ｑ０９４】〔題記〕十一月十八日〈五時頃御始り二而六シ半
一一一一口
注
時
頃
／
相
済
（
朱
）
〉
／
若
君
様
御
誕
生
御
祝
儀
／
御
一
二
家
国
持
衆
登
叱／城御能町入有之〔羽衣の後〕御中入要脚五百貫文
一一一一、
題
御
広
蓋
細【Ｑ０９５】〔題記〕十一月廿二日〈五時頃御始り二而六シ時
能頃／相済（朱ご／右御祝儀一一日目御能
Ⅷ【Ｑ０９６】〔題記〕十一月廿三日／右御祝儀一一一日目御能
鮒【Ｑ０９７】〔題記〕閏十一月廿一日／右御祝儀四日目御能
Ｉ
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
／
楠
田
長
三
郎
／
石
井
椎
次
郎
四【Ｑ０９８】〔題記〕文化十酉年十二月十八日／御本丸奥御能
１
〈
五
時
相
始
り
六
時
過
頃
／
相
済
（
朱
）
〉
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
進
藤
大
次
郎
／
可
夜
二
入
旨
二
而
春
日
龍
神
米
市
相
抜
ケ
橋
弁
慶
／
之
次直二祝言二成（朱）
【Ｑ０９９】〔題記〕文化十一甲戌年／正月三日／御謡初御嚇
子
組
【Ｑ１００】〔題記〕三月十八日／公家衆御馳走〔末尾注
記〕御表初而〈久右衛門伜〉進藤大次郎
【Ｑ１０１】〔題記〕三月廿五日／御本丸奥御能〔末尾注
記
〕
御
当
日
七
之
丞
繰
り
上
ケ
ル
／
是
迄
例
無
し
（
朱
）
（
異
本
は
「
七
之
丞
」
が
「
右
事
書
」
に
近
い
。
当
時
の
幕
府
能
役
者
に
七
之
丞はおらず）
【Ｑ１０２】〔題記〕文化十一戌年五月十八日／御本丸奥御能
【
Ｑ
１
０
３
】
〔
題
記
〕
九
月
廿
一
日
日
光
／
御
宮
正
遷
宮
相
済
候
／
御
祝
儀
御
能
要
脚
広
蓋
／
〈
四
時
前
御
始
り
／
六
時
頃
相
済
（朱）〉〔三番目後〕御中入
【Ｑ１０４】〔題記〕十月五日／御本丸奥御能〈五時御始り／
六時相済（朱ご〔末尾注記〕初而〈富三郎伜〉長命権六郎
【Ｑ１０５】〔題記〕十一月十八日／御本丸奥御能水戸殿江／
峯姫君様御引移二付／謡文句かさし〈五時過御始り六半時
頃／相済（朱）〉〔養老演者（金剛大夫↓八左衛門）への朱
注
〕
金
春
大
夫
内
意
改
置
候
処
俄
二
病
気
二
付
八
左
衛
門
一
一
成
〔祝言能ワキ金之助への朱注〕役儀願不差出内／被仰付
【Ｑ１０６】〔題記〕文化十一年十二月九日／西丸御能〔末
尾
注
記
〕
西
丸
初
而
／
宝
生
金
之
助
／
幸
与
五
郎
【Ｑ１０７】〔題記〕文化十一年十二月十八日／御本丸御奥御
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能
／
か
ざ
し
文
句
〔
鶴
亀
畷
子
方
へ
の
注
記
〕
左
之
両
人
初
之
上
代り被／仰付（朱）〔末尾注記〕両人付（初）之上代り被／
仰
付
／
〈
小
左
衛
門
病
気
二
付
代
り
〉
虎
一
／
〈
左
吉
同
断
二
付
代
り〉権八郎
【Ｑ１０８】〔題記〕文化十一一乙亥歳／正月三日／御謡初御嚇
子
組
〔
高
砂
シ
テ
ヘ
の
朱
注
〕
七
大
夫
家
督
未
タ
／
不
相
済
【Ｑ１０９】〔題記〕三月九日／有章院様百回御忌／御法会相
済
候
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
被
下
候
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
宝
生
金
之
助
【Ｑ１１０】〔題記〕四月二日／公家衆御馳走御能〔鞍馬天
狗シテヘの朱注〕三十郎連先例ハ一一一人之処此度四人出ス
〔
同
ワ
キ
ヘ
の
朱
注
〕
万
作
脇
連
四
人
／
差
右
先
例
二
人
二
候
へ
共
／
差
至
二
而
候
之
間
四
人
二
而
／
為
相
済
【
Ｑ
１
１
１
】
〔
題
記
〕
五
月
四
日
日
光
／
御
神
忌
済
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
長
命
権
六
郎【Ｑ１１２】〔題記〕五月六日／右同断二日目御能〔題記に
続
く
朱
注
〕
五
大
臣
ハ
五
日
続
之
節
二
無
之
候
而
ハ
古
来
相
用
不
申
候
処
此
度
彦
太
郎
／
五
大
臣
二
而
相
勤
侯
以
後
例
に
者
不
相
成
候
〔
末
尾
貼
紙
注
記
〕
文
化
十
三
亥
年
四
月
十
日
観
世
宝
生
定
式
奥
御
用／直詰願井〈観世宝生〉御神忌済御能役願出ス／〈五月四
日
／
御
神
忌
／
御
能
〉
但
御
神
忌
二
而
例
右
早
く
出
候
旨
／
五
月
廿
八日近江守殿御呼出し〈観世大夫（呼出しの右に）〉翌廿九日
同
人
被
出
候
処
／
左
之
御
書
付
□
ノ
流
上
御
渡
／
観
世
座
／
宝
生
座
／
右
両
座
奥
御
用
有
之
候
者
直
詰
之
義
／
可
達
処
先
達
者
／
御
法
会
済
御
能
之
節
非
番
右
罷
出
相
勤
／
何
茂
詰
番
二
相
成
候
間
直
詰
之
義
別
段
／
達
者
無
之
侯
間
左
様
相
心
得
可
申
事
【Ｑ１１３】〔題記〕五月十三日（日付のみ。「右御神忌済御能
三日月」などとあるべき所）〔一一一番目後〕御中入要脚
御
広
蓋
【Ｑ１１４］〔題記〕十月五日／御本丸奥御能〔弓八幡小鼓
長
右
衛
門
へ
の
朱
注
〕
長
右
衛
門
脇
鼓
病
気
二
付
大
倉
利
左
衛
門
左
連
相
勤
候
事
【
Ｑ
１
１
５
】
〔
題
記
〕
十
二
月
六
日
／
御
本
丸
奥
御
能
〔
末
尾
注
記〕初役但役願ハ／不□出〈市郎兵衛伜〉葛野九郎兵衛／
初
而
長
命
忠
蔵
【Ｑ１１６】〔題記〕○文化十三丙子歳（料紙中央に大書）／正
月
三
日
／
御
謡
初
御
嚇
子
組
【Ｑ１１７】〔題記〕四月五日／御転任御兼任／御祝儀御能初
日
／
町
入
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
五
百
貫
文
広
蓋
〔
紅
葉
狩
シ
テ
ヘ
の
注
記
〕
連
五
人
〔
同
ワ
キ
ヘ
の
注
記
〕
脇
連
八
人
〔末尾注記〕紫調御免／観世新九郎／観世左吉／御表初而
長
命
忠
蔵
【Ｑ１１８］〔題記〕四月十一日／右御祝儀一一日目御能〔三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
三
百
貫
文
御
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
〈
市
郎
兵
衛
伜
〉
葛
野
九
郎
兵
衛
【Ｑ１１９］〔題記〕四月十三日／右御祝儀一一一日目御能〔い
く
ゐ
左
注
〕
鷺
二
者
以
後
脇
狂
言
二
者
／
難
相
勤
旨
申
聞
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【Ｑ１２０】〔題記〕四月十五日／右御祝儀四日目御能〔末
尾
朱
注
〕
願
之
上
当
六
郎
シ
テ
役
初
而
相
勤
事
【Ｑ１２１】〔題記〕文化十三子年五月二日於／西丸右御祝儀
御能／〈銀子惣中へ三百枚被下〉
【Ｑ１２２】〔題記〕五月十八日／御本丸奥御能／〈五時御始
り七時頃／相済（朱）〉
【Ｑ１２３］〔題記〕九月廿七日此度御祝儀／五度目御能日
光
御
門
跡
／
増
上
寺
其
外
出
家
方
登
／
城
〈
五
半
時
過
御
始
り
セ
ツ半過頃／相済／乱舞之内御明り出（朱）〉
【Ｑ１２４】〔題記〕十月五日／御本丸奥御能／〈五時早右御
始り一一而／七半時過相済／御明り不出（朱）〉〔末尾注記〕
初而／鷺伝四郎／〈甚兵衛伜〉清甚次郎
【Ｑ１２５】〔題記〕十二月廿五日／御本丸奥御能〔末尾注
記〕初而〈庄兵衛伜〉森田長蔵
【Ｑ１２６】〔題記〕文化十四丁丑年／正月三日／御謡初御離
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
御
謡
初
初
而
／
葛
野
九
郎
兵
衛
／
梅
若
孫
七
郎
／
長
命
忠
蔵
【
Ｑ
１
２
７
】
〔
題
記
〕
二
月
廿
一
日
／
御
本
丸
奥
御
能
〔
末
尾
朱
注
〕
曲
水
政
次
郎
初
而
相
手
組
二
成
候
二
付
彼
是
／
六
ケ
敷
事
も
有
之
処
観
世
立
入
此
度
ハ
／
政
次
郎
二
而
相
勤
／
其
後
清
次
郎
方
に
も
無
差
支
／
相
調
候
旨
三
沢
平
次
郎
方
承
り
候
【Ｑ１２８】〔題記〕三月廿一日〈五時御始り／七時頃相済
（朱ご／西丸御能〔末尾注記〕西丸初而／進藤大次郎／森
田
長
蔵
／
長
命
八
郎
左
衛
門
〔
末
尾
朱
注
〕
花
月
脇
大
次
郎
脇
連
無
之
処
名
前
書
上
壱
人
二
而
相
勤
候
ニ
付
／
差
扣
伺
令
出
処
無
事
相
済【Ｑ１２９】〔題記〕文化十四丑五月四日／公家衆御馳走御能
／〈五半時御始り候而七時頃／相済（朱）〉
【Ｑ１３０］〔題記〕十月廿七日／御本丸奥御能〔末尾注
記
〕
忌
免
○
彦
太
郎
十
一
月
十
一
日
迄
母
之
忌
中
之
処
忌
御
免
二
而
相
動
／
○
大
次
郎
通
盛
二
相
用
候
巻
経
取
落
持
参
不
仕
候
而
拝
借
奉
願［Ｑ１３１］〔題記〕○文化十五戊寅歳（料紙中央大字）／正月
三
日
／
御
謡
初
御
嚇
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
御
謡
初
初
而
相
勤
／
森
田
長
蔵
／
幸
清
五
郎
／
福
王
情
兵
衛
【Ｑ１３２】〔題記〕三月一一日／公家衆御馳走御能／〈御始り
五半時二而六時前相済／祝言之始御明り出候（朱）〉〔末尾
注
記
〕
御
表
初
而
長
命
勘
次
郎
【Ｑ１３３】〔題記〕五月十八日／御本丸奥御能／〈御始り五
シ時二而／七時相済（朱ご
【Ｑ１３４】〔題記〕文政元寅年十月五日／御本丸奥御能
〔
末
尾
注
記
〕
初
役
春
藤
亀
之
助
［Ｑ１３５］〔題記〕十月廿八日／日光御門跡御饗応／御能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
春
藤
亀
之
助
【Ｑ１３６】〔題記〕○文政一一己卯年／正月三日／御謡初御騨
子
組
〔
末
尾
朱
注
〕
金
春
大
夫
不
快
二
付
御
当
日
代
り
伺
差
出
二
金春方も代り／八左衛門二奉願度旨願書奥御右筆青木江助
ヲ
以
御
懸
り
江
／
差
出
侯
上
り
御
状
之
上
願
之
通
被
仰
付
侯
旨
御
懸
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り
摂
津
守
殿
／
被
仰
渡
拝
領
物
も
大
夫
並
之
□
被
下
候
事
／
御
離
子
組
此
方
二
而
張
紙
致
候
【Ｑ１３７】〔題記〕八月廿九日／公家衆御馳走御能〔三番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
【Ｑ１３８】〔題記〕十月五日／御本丸奥御能／〈御始り五時
一一而六時過／相済／自然居士舞初御明り出（朱）〉〔末尾注
記
〕
初
役
／
清
水
助
三
郎
／
長
命
藤
三
郎
【Ｑ１３９】〔題記〕十二月六日／嘉千代様（異本も以下の記
事
な
し
。
「
徳
川
実
紀
」
に
よ
れ
ば
将
軍
家
慶
の
子
嘉
千
代
の
名
弘
目
祝
賀
能
）
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
／
清
水
助
三
郎
／
長
命
藤
三
郎
【Ｑ１４０】〔題記〕十二月十八日／御本丸奥御能
【Ｑ１４１】〔題記〕文政三〈庚〉辰年／正月一一一日／御謡初御嚇
子
組
【Ｑ１４２】〔題記〕二月十八日／右大将様御庖瘡二付於／山
王
御
祈
祷
法
楽
能
【Ｑ１４３】〔題記〕二月廿九日／公家衆御馳走御能／〈御始
り
五
時
二
而
七
時
過
相
済
（
朱
）
〉
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
【Ｑ１４４】〔題記〕文政三年五月十八日於／西丸御聡子／但
例
年
於
／
御
本
丸
被
仰
付
侯
処
御
舞
台
御
普
請
二
付
／
西
丸
二
而
被
仰付候旨〔末尾注記〕右何レも舞畷子／初而／〈八左衛門
伜〉金春為三郎／金春又之助
【Ｑ１４５】〔題記〕十月五日／御本丸奥御能〔末尾注記〕
初
而
清
水
満
太
郎
【Ｑ１４６】〔題記〕十月廿七日／右大将様御庖瘡御全快／被
遊
候
御
祝
儀
於
／
御
本
丸
御
表
御
能
【Ｑ１４７】〔題記〕十一月十五日／右御祝儀於西湖之間／御
嚇
子
〔
末
尾
注
記
〕
春
藤
源
七
郎
／
宝
生
新
之
丞
／
同
万
作
／
進
藤／福王茂十郎（脇謡担当者の連名）
【Ｑ１４８】〔題記〕十一月廿日／右大将様御庖瘡御快全／被
遊
於
西
丸
／
公
方
様
江
御
膳
被
為
上
候
／
御
祝
儀
御
能
／
銀
子
被
下
【Ｑ１４９】〔題記〕○文政四辛巳歳／正月三日／御謡初御聡
子
組
【Ｑ１５０】〔題記〕文政四巳年三月廿一一日／公家衆御馳走御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
清
水
満
太
郎
【Ｑ１５１】〔題記〕四月廿一日／中入御本丸御奥御能〔末
尾注記〕御慰御能初而／〈長右衛門伜〉大倉長十郎／〈八右
衛門伜〉大蔵幸之助
【Ｑ１５２］〔題記〕五月十一日／西丸御奥御能
【Ｑ１５３】〔題記〕五月十八日／御本丸御奥御能〔末尾注
記〕初而役儀〈安兵衛伜〉貞光庄吉
【Ｑ１５４】〔題記〕十月五日／御本丸奥御能
【Ｑ１５５】〔題記〕○文政五壬午年／正月三日／御謡初御離
子
組
【Ｑ１５６】〔題記〕正月廿五日／御本丸奥御能
【Ｑ１５７】〔題記〕三月四日／御転任御位階相済／御祝儀御
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能
初
日
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
【Ｑ１５８】〔題記〕三月十一日／右御祝儀二日目御能〔一一一
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
【Ｑ１５９】〔題記〕三月十一一一日／右御祝儀一一一日目御能
【Ｑ１６０】〔題記〕三月十五日／右御祝儀四日目御能
【Ｑ１６１】〔題記〕三月廿七日此度／御祝儀相済於西丸／公
方
様
方
御
膳
被
為
上
候
／
御
祝
儀
御
能
銀
子
被
下
［Ｑ１６２】〔題記〕四月五日／右御祝儀五日目御能
［Ｑ１６３］〔題記〕文政五午年四月十八日／御本丸御奥御能
【Ｑ１６４】〔題記〕四月廿五日／西丸御奥御能
【Ｑ１６５】〔題記〕五月十八日於／御本丸御奥御離子語一管
／
｜
調
狂
言
覧
【
Ｑ
１
６
６
】
〔
題
記
〕
十
月
五
日
／
御
本
丸
御
奥
御
能
（
住
吉
詣
の
肝曲名上に貼紙あり、職子方の名を欠く点への注意）
ニニロ
注【Ｑ１６７】〔題記〕○文政六癸未年／正月一二日／御謡初御離
此
子
一一一一口
題【Ｑ１６８】〔題記〕’二月五日／公家衆御馳走御能〔一一一番目
紬
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
能【Ｑ１６９】〔題記〕五月一一一日／御本丸御奥御能
Ⅷ【Ｑ１７０】〔題記〕五月十八日於／御本丸御奥御灘子語／一
流管一調狂一一百
脚【Ｑ１７１】〔題記〕十月五日／御本丸奥御能
泌【Ｑ１７２】〔題記〕十一一月廿一一一日堀田摂津守殿於／御宅御謡
１
初
習
仕
す
み
侯
節
／
御
跡
二
而
御
所
望
【Ｑ１７３】〔題記〕文政七甲申年／正月三日／御謡初御離子
組【Ｑ１７４】〔題記〕三月朔日／公家衆御馳走御能〔三番目
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
【Ｑ１７５】〔題記〕五月六日／御本丸奥御能〔末尾注記〕
初
而
役
儀
相
勤
／
観
世
三
十
郎
／
高
安
亀
三
郎
【Ｑ１７６】〔題記〕五月十八日於／御本丸御奥御畷子語一管
／
－
調
狂
言
【Ｑ１７７］〔題記〕九月五日／西丸御奥御能
【
Ｑ
１
７
８
】
〔
題
記
〕
十
月
五
日
／
御
本
丸
御
奥
御
能
〔
末
尾
注
記〕初而／〈三郎四郎伜〉威徳源太郎／笹井近之助／幸槌一一一
郎【Ｑ１７９】〔題記〕○文政八乙酉載／正月三日／御謡初御嚇
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
老
松
待
謡
進
藤
久
右
衛
門
病
気
一
一
付
福
王
茂
兵
衛
相
勤
【Ｑ１８０】〔題記〕一一一月五日／公家衆御馳走御能〔三番目
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
【Ｑ１８１】〔題記〕四月二日／若君様御弘メ御祝儀／御能初
日
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
【Ｑ１８２】〔題記〕四月五日／右御祝儀一一日目御能〔三番
目
後
〕
御
中
入
【Ｑ１８３】〔題記〕四月十五日／西丸御慰御能
【Ｑ１８４】〔題記〕四月廿一日／御本丸御奥御能
［Ｑ１８５】〔題記〕五月十八日／御本丸御奥御畷子〔末尾
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注記〕初而役儀被仰付／〈求馬伜〉大蔵弘之丞／春日栄之助
／〈半四郎伜〉樋口忠七郎／〈源太郎伜〉梅若七五郎／鷺小伝
拾
【Ｑ１８６】〔題記〕九月廿三日／御本丸御奥御能
【Ｑ１８７】〔題記〕十月五日／御本丸御奥御能〔末尾注
記
〕
初
而
役
儀
被
／
仰
付
長
命
情
七
郎
【Ｑ１８８】〔題記〕十二月十一日／西丸御慰御能
【Ｑ１８９】〔題記〕十二月十八日／御本丸御奥御能
【Ｑ１９０】〔題記〕文政八酉年十二月廿七日本多／遠江守殿
御宅ニおゐて御習仕御見分／跡御好（貼紙の分）
【Ｑ１９１】〔題記〕○文政九丙戌年／正月三日／御謡初御離
子
組
【Ｑ１９２】〔題記〕二月廿一日／御本丸御表御能
【Ｑ１９３】〔題記〕一一一月四日／公家衆馳走御能〔三番目
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
【Ｑ１９４】〔題記〕五月十八日／御本丸御奥御離子語一管／
－調狂言
【Ｑ１９５］〔題記〕十月五日／御本丸御奥御能
【Ｑ１９６】〔題記〕十一月五日於／御本丸／若君様御髪置御
祝
儀
御
能
／
銀
子
被
下
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
／
観
世
鏡
之
丞
／
進
藤
栄
太
郎
／
一
噌
虎
五
郎
／
金
春
為
五
郎
／
高
井
兵
右
衛
門
／
清甚作／□徳源太郎（□は空白）
【Ｑ１９７】〔題記〕十一月廿五日／西丸御慰御能
【Ｑ１９８】〔題記〕○文政十丁亥歳／正月三日／御謡初御離
子
組
【Ｑ１９９】〔題記〕一一一月廿二日／御昇進御位階被為済候／御
祝
儀
公
家
衆
御
馳
走
御
能
〔
開
口
文
句
〕
夫
い
や
か
わ
か
歳
く
ら
ゐ
山
。
ミ
ね
さ
し
の
ほ
る
／
朝
日
か
け
。
八
し
ま
の
ほ
か
の
国
ま
て
も
。
あ
ま
ね
く
／
て
ら
す
御
代
な
れ
ば
。
め
て
た
か
り
け
る
□
／
時
と
か
や
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
五
百
貫
文
御
広
蓋
町
入
有
之
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
金
剛
勝
蔵
【Ｑ２００】〔題記〕四月十五日／右御祝儀二度目御能〔一一一
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
三
百
貫
文
御
広
蓋
【Ｑ２０１】〔題記〕四月十八日／右御祝儀三度目御能
【Ｑ２０２】〔題記〕四月廿一日／右御祝儀四度目御能〔末
尾
注
記
〕
○
清
次
郎
脇
鼓
当
病
二
付
長
命
八
郎
右
衛
門
代
り
動
【Ｑ２０３】〔題記〕五月六日右御祝儀相済於／西丸〈銀子被
下〉／公方様御膳被為上候御祝儀御能
【Ｑ２０４】〔題記〕五月十三日／御本丸御奥御能〔末尾注
記〕奥御能初而／観世宗兵衛／〈甚太郎伜〉幸宗太郎／○左
吉
役
儀
之
内
小
用
二
立
候
二
付
其
段
申
上
候
処
奥
向
二
も
被
仰
上
候
而
相
済
／
日
来
老
人
井
幼
年
之
者
等
小
用
立
候
義
難
計
節
ハ
前
広
奥
方申上置候／弥相立候て猶又申上候儀奥向右被仰出候歎五
月
十
五
日
御
目
付
衆
被
仰
聞
候
／
御
懸
り
御
目
付
鈴
木
九
郎
右
衛
門
殿
／
源
吉
十
郎
左
衛
門
殿
【Ｑ２０５】〔題記〕五月十八日／御本丸御奥御醗子語一管／
－
調
狂
言
〔
末
尾
朱
注
〕
｜
勝
次
郎
病
気
二
付
代
り
三
太
郎
二
内
意
前
日
御
達
候
処
難
波
一
調
書
上
二
／
無
之
難
相
勤
旨
然
候
処
難
波
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－
調
大
鼓
二
者
御
方
二
も
無
之
二
付
観
世
大
夫
共
二
／
申
談
事
代
り
小
鼓
宗
兵
衛
二
而
伺
候
積
当
朝
田
中
吉
蔵
二
申
談
候
処
例
之
代
り
／
と
も
違
候
二
付
早
々
伺
差
出
候
処
□
□
則
差
出
候
処
小
鼓
二
而
者
不
相
済
大
鼓
二
而
／
右
に
准
シ
□
走
り
の
付
候
様
御
沙
汰
二
而
右
の
通
り成〔末尾注記〕初役／〈利左衛門伜〉大倉吉次郎／宝生
十
三
郎
【Ｑ２０６】〔題記〕十月五日／御本丸御奥御能
【Ｑ２０７］〔題記〕十月九日／御昇進御位階五度目御能
〔三番豊への朱注〕一一一番要鈴一シ落候ニ付高木幸四郎へ申
渡
候
処
此
前
御
□
御
神
□
／
落
候
□
□
□
□
不
申
上
此
度
も
申
上
る
二不及旨／申付候（底本も異本も惣じて難読）
【Ｑ２０８］〔題記〕十月廿二日／日光御門跡同新宮御饗応／
覧
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
／
観
世
宗
卜兵衛／金春伝蔵
一三口
注
【
Ｑ
２
０
９
】
〔
題
記
〕
十
一
月
九
日
／
西
丸
御
慰
御
能
〔
絵
馬
の
小
叱鼓への朱注〕脇鼓一人当病二而長命八郎右衛門召連ル
ー一二、
題【Ｑ２１０】〔題記〕○文政十一戊子年／正月一二日／御謡初御
細
離
子
組
鰄【Ｑ２１１】〔題記〕一一月一一日／若君様御袴着御祝儀被為／済
し
一
一
付
於
／
御
本
丸
御
表
御
能
於
西
九
銀
子
被
下
／
〈
御
始
五
半
時
蝋少シ過／七半時前相済（朱。上部に）〉〔翁の前の朱注〕面
胴箱持矢田清右衛門烏帽子千歳舞之内袖障前一一下り候二付太
妬
夫
後
見
立
／
直
し
遣
り
候
二
付
御
目
障
り
与
倶
入
侯
旨
田
中
吉
蔵
ヲ
１
以
申
上
候
処
此
度
ハ
格
別
御
□
儀
二
／
不
及
尤
已
後
之
儀
一
一
な
り
成
旨
肥
後
守
殿
同
人
を
以
被
仰
渡
侯
［Ｑ２１２】〔題記〕四月十一日於〈五半時頃御始リニ而／七
時
過
頃
相
済
（
朱
ご
／
御
本
丸
／
若
君
様
御
元
服
御
官
位
被
為
済
／
御
祝
儀
御
能
公
家
衆
御
三
家
／
国
持
衆
溜
詰
御
譜
代
諸
御
役
人
拝
見
／
町
入
有
之
桧
折
一
合
御
楽
屋
へ
出
〔
開
口
文
句
〕
開
口
／
夫
若
松
の
深
ミ
と
り
、
二
葉
に
し
る
き
千
よ
の
色
、
初
も
と
／
ゆ
ひ
の
小
む
ら
さ
き
、
ま
た
き
に
こ
め
て
位
山
、
の
ほ
る
栄
を
／
と
こ
と
わ
に
、
あ
ふ
く
も
つ
き
ぬ
こ
と
ふ
き
は
、
め
て
た
か
り
け
る
（
区
切
り
の
点
は
朱
）
〔
高
砂
シ
テ
の
下
部
の
朱
注
〕
開
口
之
節
進
藤
栄
太
郎
召
出
／
声
懸
之
旨
御
前
御
書
付
／
差
出
事
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
／
要
脚
三
百
貫
文
御
広
蓋
【Ｑ２１３】〔題記〕五月二日右御祝儀二度目御能／日光御門
主御饗応／〈御始り五半時／八半時頃相済（朱。上部に）〉
〔三番目後〕御中入
【Ｑ２１４】〔題記〕五月九日於御本丸／若君様御元服御官位
被
為
済
／
御
膳
被
為
上
候
御
祝
儀
御
能
／
翌
十
日
於
西
九
銀
子
被
下
【Ｑ２１５】〔題記〕五月十三日／御本丸御奥御能〈五時御
始りセツ時過／無滞相済（朱）〉〔末尾注記〕初役長倉
（異本は長命。それの誤写）久三郎
第五冊文政十一年（’八一一八）～文久二年（’八六一一）
Ｑ
２
１
６
～
４
４
１
【Ｑ２１６】〔題記〕文政十一子年五月十八日於／御本丸御奥
御灘子語一管／一調狂一一一一口〔末尾注記〕狂言会釈／長命久
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１２６
三
郎
／
楠
田
伊
兵
衛
／
梅
若
七
五
郎
／
長
命
甚
三
郎
【Ｑ２１７】〔題記〕十月五日／御本丸御奥御能
【Ｑ２１８］〔題記〕十月廿七日／御本丸奥御能
【Ｑ２１９］〔題記〕十一月四日／西丸御慰御能
【Ｑ２２０】〔題記〕文政十二己丑歳／正月三日／御謡初御嚇
子
組
【Ｑ２２１］〔題記〕三月（「四日トァリ」を四周囲みで加筆）
／
公
家
衆
御
馳
走
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
【Ｑ２２２】〔題記〕五月十八日／御本丸御奥御能〔末尾注
記〕初役／〈新九郎伜〉観世権九郎／〈左吉伜〉観世与五郎／
鷺
亀
三
郎
【Ｑ２２３】〔題記〕五月廿一日／厳有院様百五十回御忌／御
法
事
相
済
候
御
能
日
光
／
准
后
同
新
宮
御
三
家
諸
大
名
衆
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
【Ｑ２２４】〔題記〕八月九日／西丸御慰御嚇子独吟語／｜管
一
調
狂
言
〔
末
尾
朱
注
〕
狂
言
会
釈
／
寺
井
久
八
郎
／
楠
田
伊
兵
衛
／
威
徳
源
太
郎
【Ｑ２２５】〔題記〕十月五日／御本丸御奥御能
【Ｑ２２６】〔題記〕○文政十三庚寅年／〈十一一月十六日改
元〉／天保／正月三日／御謡初御離子組
【Ｑ２２７】〔題記〕一一一月四日／公家衆御馳走御能〔一一一番目
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
【Ｑ２２８］〔題記〕五月十八日／御本丸御灘子語一管／｜調
狂
言
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
役
儀
／
福
王
弥
三
右
衛
門
／
長
命
岩
五
郎／（朱）会釈／久八郎／伊兵衛／兵助
【Ｑ２２９】〔題記〕十月五日／御本丸御奥御能
【Ｑ２３０】〔題記〕〈十一一月十六日改元〉天保元寅年十二月十
八
日
／
西
丸
御
慰
御
能
【Ｑ２３１】〔題記〕○天保二辛卯載／正月三日／御謡初御聡
子
組
【Ｑ２３２］〔題記〕正月廿八日／台徳院様二百回御忌／御法
事
済
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
【Ｑ２３３】〔題記〕三月四日／公家衆御馳走御能〔一一一番目
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
〔
望
月
の
大
鼓
（
九
郎
兵
衛
↓
忠
七
郎）への朱注〕九郎兵衛差懸り病気二付弟子家へヤ住／二
而
勤
候
〔
末
尾
注
記
〕
望
月
間
弥
太
郎
【Ｑ２３４】〔題記〕天保二卯年四月十一日於山王法楽能（小
字。出演者は姓・名を記す）
【Ｑ２３５］〔題記〕同月十三日於同所法楽能（小字。出演者
は姓・名を記す）
【Ｑ２３６】〔題記〕天保二卯年五月十八日／御本丸御奥御離
子（小字）〔末尾注記〕会釈なし
【Ｑ２３７】〔題記〕天保二卯年十月五日／御本丸御奥御能
（小字）〈御始り五時二而暮六時頃／相済／御明乱之離子方
出□／出ル（朱）〉〔末尾注記〕初而葛野九郎次郎／〈右
役願不差出被仰付（朱）〉
【Ｑ２３８】〔題記〕十一月十三日／御本丸御奥御能（小字）
〈五時御始り六半時頃相済（朱）〉
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【Ｑ２３９】〔題記〕十二月廿七日西丸奥御能（小字。番組全
体が空欄への小字加筆）
【Ｑ２４０】〔題記〕○天保三壬辰年／正月三日／御謡初御離
子
組
【Ｑ２４１］〔題記〕一一一月一一日／公家衆御馳走御能〔三番目
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
【Ｑ２４２】〔題記〕天保三辰年二月廿七日／御本丸御奥御能
〔末尾貼紙〕三月一一日／□□（公家？）衆（次との間の空白
紙
末
尾
に
小
字
注
記
あ
り
）
五
月
十
八
日
／
中
奥
御
能
初
而
相
勤
／
高
安
虎
蔵
【Ｑ２４３】〔題記〕九月四日／正迂宮相済御能〔三番目後〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
覧【Ｑ２４４】〔題記〕○天保四癸巳年／正月三日／御謡初御離
卜
子
組
二一一口
注【Ｑ２４５】〔題記〕一二月四日／公家衆御馳走御能〔一一一番目
叱
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
一三口
題【Ｑ２４６】〔題記〕五月十八日於／御本丸御奥御嚇子壷叩一管
鋤／｜調狂言
蝋【Ｑ２４７】〔題記〕十月五日／御本丸御奥御能〔末尾注記〕
し
初
而
〈
又
三
郎
伜
〉
金
春
又
吉
流【Ｑ２４８】〔題記〕十一月九日／西丸御奥御能
Ⅷ【Ｑ２４９】〔題記〕○天保五甲午歳／天保五午年／正月三日
Ⅳ
御
謡
初
御
離
子
組
１
【Ｑ２５０】〔題記〕一一一月四日／公家衆御馳走御能〔一一一番目
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
【Ｑ２５１】〔題記〕五月十八日／御本丸御奥御嚇子語一管／
－
調
狂
言
〔
末
尾
朱
注
〕
会
釈
／
久
八
郎
／
伊
兵
衛
／
七
五
郎
【Ｑ２５２】〔題記〕天保五午年十月五日／御本丸御慰御能
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
役
儀
被
仰
付
大
蔵
弥
右
衛
門
【Ｑ２５３】〔題記〕○天保六乙未年／正月三日／御謡初御嚇
子
組
【Ｑ２５４】〔題記〕一一一月朔日／公家衆御馳走御能〔三番目
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
役
儀
初
而
高
安
虎
蔵
【Ｑ２５５】〔題記〕五月十八日於／御本丸御奥御灘子語一管
／
｜
調
狂
言
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
役
儀
〈
長
次
郎
伜
〉
高
安
長
五
郎／（以下朱）会釈／庄吉／伊兵衛／兵右衛門／十三郎
【
Ｑ
２
５
６
】
〔
題
記
〕
十
月
五
日
／
御
本
丸
御
奥
御
能
〔
末
尾
注
記〕初役被仰付／大蔵助次郎／〈情五郎伜〉幸淑太郎
【Ｑ２５７】〔題記〕天保六未年十月十八日於／御本丸日光准
后
御
饗
応
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
役
儀
初
而
大
蔵
弥
右
衛
門
【Ｑ２５８］〔題記〕十二月廿一日／西丸御奥御能〔末尾注
記〕西丸役儀初而／大蔵助次郎／〈長次郎伜〉高安長五郎／
大
蔵
弥
右
衛
門
【Ｑ２５９】〔題記〕天保七丙申年／正月三日／御謡初御嚇子
組【Ｑ２６０】〔題記〕三月朔日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記
〕
御
表
御
能
役
儀
初
而
／
〈
情
五
郎
伜
〉
幸
淑
太
郎
／
〈
長
次
郎
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伜〉高安長五郎
【Ｑ２６１】〔題記〕天保七年三月四日於／西丸御慰御能
【Ｑ２６２】〔題記〕天保七申年五月十八日於／御本丸御慰御
能〔末尾注記〕御本丸奥御能初而／大倉節次郎／〈清兵衛
伜〉福王安次郎
【Ｑ２６３】〔題記〕天保七申年十月五日／御本丸奥御能
【Ｑ２６４】〔題記〕○天保八丁酉歳／正月三日／御謡初御離
子
組
【Ｑ２６５】〔題記〕天保八酉年二月廿八日／公家衆御馳走御
能
【Ｑ２６６】〔題記〕四月十三日御移替以後於／〈御本丸御表
一一おゐて〉／大御所様御膳被為上候御能／銀子被下之
【Ｑ２６７】〔題記〕天保八酉五月十五日／御本丸奥御能
【Ｑ２６８】〔題記〕天保八酉年五月十八日西丸／大御所様御
慰
御
奥
御
能
【Ｑ２６９】〔題記〕九月四日／将軍宣下／御転任御兼任御祝
儀
初
度
御
能
【Ｑ２７０】〔題記〕九月十九日弐度目／御能
【Ｑ２７１】〔題記〕九月廿二日一一一度目／御能／〈御中入無之
（上部にご
【Ｑ２７２］〔題記〕九月廿三日四度目／御能／〈御中入無之
（上部に）〉
【Ｑ２７３】〔題記〕九月廿五日於西丸／公方様江御膳被進候
御
能
〔
末
尾
朱
注
〕
銀
子
三
百
枚
被
下
／
御
先
格
五
番
二
有
之
侯
処此度三番二被仰付候二付其段／触流共方書
面を以
申上候
処
御
先
格
之
通
銀
子
三
百
枚
被
下
五
番
二
／
被
致
は
可
相
勤
大
夫
脇
聡
子
方
地
謡
二
至
候
迄
御
楽
屋
詰
／
被
仰
付
【Ｑ２７４】〔題記〕天保八酉年十月五日／御慰御能
【Ｑ２７５】〔題記〕十月九日／御本丸此度御祝儀五日目／日
光
准
后
同
新
宮
増
上
寺
方
丈
其
外
／
出
家
衆
見
物
【Ｑ２７６】〔題記〕○天保九戊戌年／正月三日／御謡初御醗
子
組
【Ｑ２７７】〔題記〕二月十五日／右大将様御慰御能〔田村
シ
テ
金
春
大
夫
へ
の
朱
注
〕
金
春
大
夫
差
懸
病
気
二
付
代
り
金
剛
大
夫
相
勤
地
謡
／
着
替
之
間
無
之
金
春
之
地
二
而
勤
ル
訳
右
翌
日
認
出
ス
【Ｑ２７８】〔題記〕天保九戌年二月廿八日／公家衆御馳走御
能【Ｑ２７９】〔題記〕六月十八日於／御本丸中奥／大御所様御
慰
御
離
子
〔
末
尾
注
記
〕
初
而
役
儀
／
春
日
新
太
郎
／
観
世
鋳
作
／〈彦兵衛伜〉川井直太郎／此度初而一役相勤矢田清右衛
門／（狂言会釈らしき朱筆連名）肋次郎／伊兵衛／安次郎／
藤
三
郎
【Ｑ２８０】〔題記〕〈五月十五日廷〉／六月廿二日／御本丸御
奥
御
嚥
子
〔
末
尾
朱
注
〕
久
三
郎
／
伊
兵
衛
／
七
五
郎
（
線
を
引
き
「病気兵右衛門」と墨筆で訂正）／彦兵衛
【Ｑ２８１】〔題記〕十月五日於／御本丸／大御所様御慰御能
【Ｑ２８２］〔題記〕○天保十己亥年／正月三日／御謡初御嚥
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子組〔末尾注記〕御謡初初而／春日新太郎／〈清五郎伜〉
幸
淑
太
郎
〔
末
尾
朱
注
〕
東
北
舞
之
内
御
規
式
も
済
寄
候
二
付
東
北
舞
此
外
共
位
早
メ
候
様
／
奥
候
右
筆
組
頭
田
中
休
蔵
殿
差
図
二
付
舞
之
内
御
前
へ
小
三
次
／
罷
出
達
ス
【Ｑ２８３］〔題記〕三月朔日／公家衆御馳走御能〔九世戸
小
鼓
へ
の
朱
注
〕
勝
次
郎
前
夜
四
時
頃
一
一
／
願
之
儀
〔
末
尾
朱
注
〕
｜
座
相
増
候
二
付
相
願
／
此
度
初
而
御
増
金
相
済
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
／
春
日
新
太
郎
／
観
世
鋳
作
【Ｑ２８４】〔題記〕天保十亥年五月十五日／御本丸御奥御能
【Ｑ２８５】〔題記〕五月十八日／西丸御奥御能
【Ｑ２８６】〔題記〕天保十亥年五月廿八日於／御本丸御表／
右
大
将
様
御
前
髪
被
為
執
候
／
御
祝
儀
御
能
銀
子
被
下
／
〈
御
中
入形計〉〔末尾注記〕御表初而〈彦兵衛伜〉川井直太郎／非
番
年
之
処
役
儀
／
被
仰
付
奥
詰
之
外
／
連
地
謡
不
残
直
詰
二
成
／
宝
生
大
夫
／
○
暑
気
強
々
二
付
御
楽
屋
江
煎
薬
被
下
／
肥
後
守
殿
御
退
出
之
節
触
流
御
礼
申
上
／
○
直
太
郎
役
儀
之
節
擬
落
し
候
二
付
不
調
法
伺
／
彦
左
衛
門
を
以
差
出
候
処
御
目
障
に
も
不
相
成
差
控
／
伺
う
二
不
及
旨
書
面
相
模
守
殿
同
人
ヲ
以
御
申
渡
／
二
成
候
事
【Ｑ２８７】〔題記〕八月廿八日於／御本丸御奥／右大将様御
前
髪
被
為
執
候
以
後
／
公
方
様
江
御
膳
被
為
上
候
御
能
〈
御
舞
台
染
□子／長上下〉／銀子被下
【Ｑ２８８】〔題記〕天保十一庚子年／天保十一子年正月三日
／御謡初（小字）
【Ｑ２８９］〔題記〕天保十一子年四月六日／右大将様御庖瘡
御
祈
梼
於
／
山
王
法
楽
能
【Ｑ２９０】〔題記〕五月十八日／西丸御奥御能
【Ｑ２９１】〔題記〕天保十一子年六月九日／御本丸御誕生日
御
内
祝
御
奥
／
御
嚇
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
御
奥
初
而
／
石
寺
庄
五
郎
／
清
水
治
郎
吉
／
黒
川
権
兵
衛
／
狂
言
会
釈
／
清
甚
作
／
長
命
八
郎
右
衛
門
／
樋
口
忠
七
郎
／
高
安
長
次
郎
【Ｑ２９２】〔題記〕天保十一子年八月廿七日於／御本丸御奥
此
度
／
右
大
将
様
御
庖
瘡
御
快
然
被
遊
候
以
後
／
公
方
様
江
御
膳
被
為
上
候
御
祝
儀
御
能
／
銀
子
被
下
之
〔
末
尾
注
記
〕
●
三
番
更
後
見
仕
手
柱
際
二
而
平
伏
之
節
烏
帽
子
落
候
ニ
付
／
御
目
付
衆
ヲ
以
長
六
差
控
伺
差
出
候
処
御
目
障
に
も
不
相
成
／
伺
二
不
及
旨
駿
河
守
殿
御
右
筆
ヲ
以
書
面
御
戻
し
被
成
候
目
付
／
求
馬
殿
御
達
し
有
之
候
／
○
祝
言
迄
烏
帽
子
素
抱
地
謡
入
替
に
は
無
之
祝
言
地
【Ｑ２９３】〔題記〕九月七日／公家衆御馳走御能〔末尾注
記
〕
御
表
御
能
初
而
／
石
寺
庄
五
郎
／
黒
川
椎
兵
衛
【Ｑ２９４】〔題記〕天保十一子年九月廿七日於／御本丸御表
此
度
／
右
大
将
様
御
庖
瘡
御
快
全
被
遊
候
二
付
／
日
光
准
后
同
新
宮
尾
張
殿
初
御
奏
者
番
／
菊
之
間
縁
類
詰
右
嫡
子
御
本
丸
西
丸
／
右
大
将
様
御
附
布
衣
以
上
御
役
人
法
印
法
服
／
医
師
井
山
王
別
当
神
主
見
物被仰付／〈御中入要脚広蓋〉〔末尾注記〕御表御能初而
清
水
治
郎
吉
【Ｑ２９５】〔題記〕十月五日／西丸御奥御能〔末尾注記〕
西
丸
御
能
初
而
石
寺
庄
五
郎
【Ｑ２９６】〔題記〕天保十一子年十月六日此度／右大将様御
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庖
瘡
御
快
然
後
／
公
方
様
方
御
膳
被
進
候
御
祝
儀
於
／
西
湖
之
間
御
畷
子
／
銀
子
被
下
／
（
四
辺
有
枠
の
加
筆
）
脇
名
前
／
源
七
郎
彦
十
郎
／
新
之
丞
金
五
郎
【Ｑ２９７】〔題記〕○天保十二辛丑年／正月三日／御謡初御
離
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
○
老
松
待
謡
進
藤
権
右
衛
門
病
気
一
一
付
福
王
丑
之
進
二
／
為
謡
候
旨
元
日
申
上
丑
之
進
相
勤
／
○
楠
田
伊
兵
衛
新
組
相
離
初
而
御
謡
初
相
勤
久
左
衛
門
／
家
督
後
初
而
【Ｑ２９８】〔題記〕五月十五日／御本丸御奥御能〔末尾注
記
〕
御
慰
御
能
／
初
而
／
〈
源
七
郎
伜
〉
春
藤
亀
太
郎
／
〈
伊
兵
衛
伜〉楠田銑太郎
【Ｑ２９９】〔題記〕天保十二年九月四日／公家衆御馳走御能
／〈御始五半時前一一而／七半時頃相済（朱）〉〔末尾注記〕
御
表
初
而
／
春
藤
亀
太
郎
／
楠
田
銑
太
郎
／
○
当
朝
差
懸
り
観
世
大
夫
不
快
之
趣
名
代
錬
之
丞
二
相
伺
／
相
済
但
文
政
三
辰
年
公
家
衆
御
能
之
節
之
例
／
●
奥
村
熊
之
助
時
服
拝
領
之
節
烏
帽
子
招
キ
方
時
服
打懸ケ／候二付御舞台右（以下ナシ。異本も）
【Ｑ３００】〔題記〕天保十二丑年十一月十八日〈御始五時少
御
廻
り
／
六
時
過
頃
相
済
（
朱
ご
／
西
丸
御
奥
御
能
霜
文
句
／
但
奥
向
御
移
徒
御
結
納
被
為
／
済
御
祝
儀
之
由
【Ｑ３０１】〔題記〕十一月廿五日此度〈御始五時前一一而六時
過頃／相済（朱ご／右大将様御婚姻被為済一一付／御祝儀御
能
初
日
町
入
／
〈
鶏
文
句
（
上
部
ご
／
要
脚
五
百
貫
文
御
広
蓋
／
桧
折
壱
合
出
此
方
二
而
取
扱
／
御
三
家
溜
間
国
持
大
名
衆
初
（拝？）見／開口句／夫相生の松か枝に、翅〈つばざ（振仮名。
以下同）〉ならへて住田鶴〈すむたづ〉の、／雛も今より年
ノ
ー
に
、
い
や
栄
ゆ
く
君
か
代
々
め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
〔
末
尾
注
記
〕
○
金
剛
大
夫
八
左
衛
門
庄
右
衛
門
彦
太
郎
又
次
郎
非
番
右
役
儀
／
被
仰
付
侯
／
○
与
五
郎
惣
次
郎
服
穣
有
之
候
二
付
願
之
上
非
番
又
次
郎
与
〆
／
仰
付
但
金
春
又
次
郎
家
二
而
初
而
也
／
○
楠
田
伊
兵
衛
新
組
離
し
候
二
付
此
度
初
而
時
服
拝
領
／
○
文
政
八
年
源
七
郎
開
口
之
節
不
調
法
有
之
候
以
後
／
同
人
開
口
之
儀
不
奉
伺
候
処
此
度
彼
流
右
御
内
意
／
伺
之
上
源
七
郎
へ
被
仰
付
候
事
／
●
鋳
作
役
儀
之
内
長
短
有
之
相
方
不
宜
旨
翌
摂
津
守
殿
／
御
沙
汰
有
之
二
付
帰
宅
之
上
鋳
作
呼
寄
謡
之
上
□
者
伺
書
／
差
出
候
処
御
附
札
一
一
成
／
「
不
及
押
込
候
以
後
心
附
候
様
／
可
達
侯
」
（
以
上
Ⅲ
字
枠
囲
み
加
筆
。
附
札
の
写
し
ら
し
い
）
／
○
文
化
度
は
一
役
之
者
御
舞
台
御
楽
屋
共
無
地
熨
斗
目
ト
／
有
之
処
此
度
は
打
交
二
而
相
勤
触
流
も
無
地
腰
明
相
交
候
【Ｑ３０２】〔題記〕十一月廿七日此度御祝儀／二度目御能御
老若初諸／御役人拝見／御中入無之／〈御始五半時頃二而
／七半時過相済（朱）〉〔末尾注記〕○観世大夫役儀之節／
台
徳
院
様
方
拝
領
之
御
紋
付
髭
帯
二
而
相
勤
候
旨
／
以
書
面
申
上
候
事
／
○
御
能
役
儀
之
内
不
調
法
出
障
り
之
義
無
之
候
ハ
、
一
番
毎
二
其
段
／
申
上
候
様
摂
津
守
殿
被
仰
渡
候
二
付
度
毎
太
夫
右
申
談
有
無
申
上
侯
／
全
一
昨
日
鋳
作
右
出
候
御
事
也
【Ｑ３０３】〔題記〕十一月廿八日此度御祝儀／三度目御能拝
見者三度目／同様／御中入無之／〈御始五半時頃より／七
半
時
過
相
済
（
朱
）
〉
〔
末
尾
注
記
〕
○
鶴
亀
シ
テ
舞
之
内
狩
衣
露
唐
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冠
之
羽
二
か
ら
み
／
候
二
付
後
見
出
候
而
放
し
申
候
二
付
一
昨
日
被
仰
渡
候
廉
／
有
之
二
付
御
右
筆
衆
方
申
上
置
御
沙
汰
者
無
之
【Ｑ３０４】〔題記〕十二月廿一日／西丸御奥御能／〈御始り
五時前一一而夜五時／前頃相済（朱ご／かざし文句〔途中曲
名
へ
の
朱
注
〕
半
蔀
に
「
夕
顔
造
り
／
花
下
ル
」
枕
慈
童
に
「
菊
造
り
／
花
下
ル
」
紅
葉
狩
に
「
紅
葉
紙
／
花
下
ル
」
〔
末
尾
注
記
〕
○
最
初
和
布
刈
九
郎
兵
衛
枕
慈
童
九
郎
次
郎
与
被
／
仰
出
候
処
九
郎
兵
衛
先
達
方
不
快
二
而
早
キ
物
難
相
勤
候
二
付
／
伜
九
郎
三
郎
役
儀
与
御
振
替
被
下
候
様
申
聞
候
二
付
御
右
筆
／
阿
久
沢
丑
助
右
其
段
書
面
を
以
申
上
候
処
右
様
之
例
出
来
候
而
ハ
／
不
宜
当
病
之
積
取
扱
候
様
書
面
御
戻
候
二
付
其
段
九
郎
兵
衛
へ
／
相
達
侯
処
御
能
前
々
日
二
至
奥
向
右
振
替
被
仰
出
候
【Ｑ３０５】〔題記〕十二月廿五日／御本丸御奥御能／〈御始
り五半時前一一而／七半時前頃相済（朱）〉〔末尾注記〕○車
僧六平太安宅〈延年舞〉八左衛門与最初被仰出候処八左衛門
方
／
無
人
二
付
則
役
儀
与
御
振
替
相
願
右
之
通
二
成
／
○
御
入
狂
言
祢
宜
山
伏
弥
太
夫
江
被
仰
付
祢
宜
宮
野
孫
左
衛
門
と
／
御
好
出
候
処
役儀引続難相勤旨申上候処八右衛門与被／仰付祢宜孫左衛
門
相
勤
ル
／
○
三
郎
四
郎
足
痛
二
付
次
第
道
行
之
間
着
座
二
而
相
勤
候
旨
御
目
付
江
申
上
ル
【Ｑ３０６】〔題記〕天保十三壬寅年／正月三日／御謡初御嚇
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
観
世
大
夫
病
気
二
候
処
御
吉
例
一
一
付
押
而
出
勤
仕
候
旨
／
右
二
付
三
日
朝
観
世
大
夫
宅
江
小
三
治
差
越
面
会
候
処
月
代
等
も
／
致
候
□
致
出
勤
之
趣
申
聞
候
二
付
其
段
御
懸
候
摂
津
守
殿
二
申
上
候
処
／
下
乗
橋
迄
罷
出
候
処
俄
眩
量
致
罷
出
兼
候
似
（？）暮頃弟子ヲ以／申越候ニ付書面ヲ以其段申上鏡之丞右
名
代
伺
候
処
今
日
限
／
観
世
大
夫
心
得
二
而
銭
之
丞
江
名
代
被
仰
付
侯
旨
被
仰
越
候
／
○
老
松
待
謡
当
年
も
丑
之
進
相
勤
ル
此
度
は
右
之
趣
／
書
面
差
出
不
申
候
事
／
○
／
公
方
様
御
肩
衣
頂
戴
懐
中
仕
右
大将様御肩衣頂戴／○御献数御三家御一人召出一一一人二而七
献
二
相
成
候
ニ
付
東
北
／
舞
惣
体
二
付
十
ク
サ
リ
程
詰
高
砂
〈
老
松
（高砂の右に）〉共極々位直シ蝋子方／差引成丈早メニ致候
而
東
北
舞
之
内
御
規
式
相
済
【Ｑ３０７】〔題記〕二月廿七日／公家衆御馳走御能／〈五半
時過御始り／七半時頃相済（朱）〉
【Ｑ３０８】〔題記〕天保十三寅年三月廿五日於／御本丸日光
准
后
同
新
宮
智
恩
院
／
御
門
跡
御
饗
応
御
能
〈
五
半
過
相
始
七
時
過
／
相
済
（
朱
）
〉
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
〔
末
尾
注
記
〕
●
絃
上
子
方
謡
之
内
文
句
支
井
琵
琶
御
切
戸
迄
後
見
／
持
出
置
候
処
失
念
俄
二
御
楽
屋
迄
取
二
参
り
余
程
手
間
取
候
ニ
付
／
御
目
障
二
候
義
翌
日
金
剛
大
夫
井
後
見
高
安
又
左
衛
門
差
控
伺
差
出
候
処
／
御
断
而
已
二
而
相
済
候
其
書
面
啓
阿
弥
ヲ
以
御
戻
し
被
成
候
【Ｑ３０９】〔題記〕天保十三寅年四月十五日／西丸御奥御能
〔
胡
蝶
曲
名
へ
の
朱
注
〕
梅
造
り
／
花
下
ル
【Ｑ３１０】〔題記〕五月十五日／御本丸御奥御能〈四時過相
始
り
／
七
半
時
過
相
済
（
朱
）
〉
〔
末
尾
注
記
〕
御
慰
御
能
初
而
／
〈六歳〉〈宝生大夫伜〉宝生石之助／〈九歳〉〈金五郎伜〉宝生喜
勢太郎／〈八歳〉〈九郎次郎伜〉葛野詔三郎／〈生年十才内〉／
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〈拾四歳〉〈久八郎伜〉寺井義太郎／○杜若之節宝生大夫儀石
之
助
召
連
拝
見
二
罷
出
候
幼
年
二
付
／
物
着
之
節
右
罷
出
度
段
伊
勢
守
殿
方
申
上
候
処
不
苦
旨
被
仰
渡
／
則
右
之
節
方
罷
出
候
処
伊
勢
守
殿
御
用
之
趣
二
而
焼
火
間
ヲ
御
通
り
候
処
上
倉
氏
ヲ
以
／
石
之
助
拝
見
越
居
候
処
太
儀
之
銀
（
様
？
）
子
／
上
二
而
被
思
召
勝
手
二
為
計
候
様
御
沙
汰
之
旨
被
仰
渡
候
二
付
御
舞
台
へ
弟
子
／
差
出
申
包
為
行
取
／
○
昭
君
之
節
喜
勢
太
郎
拝
見
二
罷
出
候
処
右
同
断
御
沙
汰
有
之
事
／
●
杜
若
舞
之
内
扇
子
落
し
候
二
付
上
倉
氏
ヲ
以
伺
候
処
格
別
之
御
目
障
／
二
も
不
相
成
伺
候
二
不
及
旨
同
人
ヲ
以
申
汰
聞
侯
［Ｑ３１１】〔題記〕六月五日／西丸御奥御能〈五時相始七半
時過相済（朱）〉〔末尾注記〕●烏帽子折仕手太刀ヲ抜候節
鞘
ヲ
御
橋
懸
り
後
ロ
之
御
白
洲
へ
／
落
し
後
見
も
取
兼
候
二
付
御
目
付
衆
二
申
上
奥
之
番
衆
坊
主
衆
二
／
為
御
取
被
成
候
御
渡
し
被
成
も
御
目
障
二
不
相
成
二
付
伺
等
不
申
上
【Ｑ３１２】〔題記〕天保十三寅年十二月十一日／御本丸御奥
御
能
／
〈
五
時
前
寄
相
始
祝
言
／
右
御
明
り
出
六
半
時
頃
／
相
済
（朱）〉〔末尾注記〕御奥初而観世新三郎／○石之助役儀之
節
宝
生
大
夫
儀
後
見
二
罷
出
度
旨
御
当
朝
二
成
／
申
聞
侯
二
付
昨
日
可
相
願
候
筈
之
処
其
段
口
上
相
添
願
書
差
出
候
／
処
願
之
通
相
済
当
朝相願候〈近〉例無之
［Ｑ３１３】〔題記〕十二月廿一日／西丸御奥御能／〈五時相
始り六時頃相済／乱舞之内御明り出（朱）〉〔曲名への朱
注〕絵馬に「紙花柳／作り物下ル」箙に「梅造り花下ル」
花
盗
人
に
「
造
り
花
下
ル
」
【Ｑ３１４】〔題記〕天保十三寅年十一一月廿六日〈五半時頃相
始
七
半
時
／
頃
相
済
御
中
入
無
し
（
朱
ご
／
権
現
様
御
誕
生
日
支
干
御
相
当
一
一
付
／
於
御
表
御
能
銀
子
被
下
／
〔
石
橋
曲
名
へ
の
朱
注
〕
御
花
／
新
規
出
来
〔
末
尾
注
記
〕
非
番
当
り
候
処
役
儀
被
仰
付
宝
生
大
夫
／
御
表
初
而
観
世
新
三
郎
／
●
権
兵
衛
役
儀
中
伊
勢守殿方御沙汰都而合方懸り（悪く？）御心配之旨／被仰聞
候
二
付
翌
日
差
控
伺
差
出
候
処
「
不
及
押
込
候
以
後
心
附
候
様
」
（
末
Ⅱ
字
附
札
の
写
し
ら
し
い
）
／
可
被
申
渡
旨
御
附
札
二
相
成
／
●
唐
相
撲
傘
振
候
節
頭
落
侯
二
付
御
目
障
之
義
口
上
一
一
而
伺
候
虚
／
伺
二
不
及
申
上
候
置
二
而
相
済
／
●
草
紙
洗
舞
之
始
宝
生
大
夫
烏
帽
子
落
候
ニ
付
仕
手
柱
際
二
着
座
／
烏
帽
子
冠
り
候
二
付
是
又
口
上
を
以
伺
候
処
伊
勢
守
殿
御
断
二
而
相
済
【Ｑ３１５】〔題記〕○天保十四癸卯年／正月三日／御謡初御
離
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
●
立
合
嚇
子
方
役
儀
済
平
伏
銭
之
丞
御
肩
衣
頂
戴
元
席
江
／
引
候
迄
平
伏
致
居
候
之
二
付
御
目
障
之
義
伺
候
処
今
晩
御
祝
儀
別
段
／
之
儀
に
候
不
及
伺
候
旨
【Ｑ３１６】〔題記〕四月十三日／公方様日光御参詣御発輿相
済
於
／
西
丸
御
座
之
間
御
離
子
【Ｑ３１７】〔題記〕四月十九日／西丸御奥御能〔末尾注
記
〕
○
家
督
後
一
役
初
而
梅
若
六
之
丞
【Ｑ３１８］〔題記〕五月朔日／西丸御奥御能
【Ｑ３１９】〔題記〕天保十四卯年五月二日今度／日光御参詣
被
為
済
候
御
祝
儀
／
御
三
家
国
持
大
名
衆
拝
見
初
日
／
御
能
町
入
〈
桧
折
同
役
取
扱
同
所
二
下
と
〔
開
口
文
句
〕
夫
い
や
高
き
山
の
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名は四方くよも（振仮名。以下同）〉にかぎやく／日の光り
げ
に
あ
き
ら
け
き
ま
つ
り
ご
と
／
神
も
う
れ
し
と
み
づ
垣
に
引
く
ひ
く
〉
し
め
な
わ
の
／
長
き
代
ハ
め
で
た
か
り
け
る
時
と
か
や
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
五
百
貫
文
御
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御表初而〈新之丞伜〉宝生喜勢太郎／○観世銭之丞後見被
仰
付
候
以
後
初
而
唐
織
拝
領
／
当
朝
於
御
納
戸
前
主
膳
正
殿
被
仰
渡
鏡
之
丞
役
前
二
付
名
代
／
金
剛
大
夫
御
舞
台
右
御
座
敷
通
り
小
三
治
召連
【Ｑ３２０】〔題記〕五月六日右御祝儀一一度目／御能〔三番
目
後
〕
御
中
入
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
〈
宝
生
大
夫
伜
〉
宝
生
石
之
助
／
○
宝
生
地
謡
脇
能
二
番
目
与
続
候
二
付
脇
狂
言
之
内
一
ト
側
つ
掴
／
尿
溺
二
立
申
候
尤
先
例
有
之
候
旨
御
右
筆
原
弥
十
郎
ヲ
以
申
上
置
／
○
半
蔀
金
春
流
中
絶
書
上
二
無
之
所
此
度
御
届
致
候
上
相
勤［Ｑ３２１】〔題記〕五月九日右御祝儀三度目御能〔祝言能
の
後
、
狂
言
の
前
〕
御
表
初
而
〈
久
八
郎
伜
〉
寺
井
義
太
郎
（
朱
枠
囲み）
【Ｑ３２２】〔題記〕五月十一日右御祝儀四度目御能〔末尾
注
記
〕
○
三
番
里
三
日
月
四
日
目
与
仁
右
衛
門
流
儀
打
続
候
二
付
今
日
／
三
番
要
二
日
目
之
式
相
勤
候
与
権
之
丞
右
書
面
井
文
句
差
出
候
二
付
／
御
右
筆
上
倉
彦
左
衛
門
ヲ
以
御
懸
り
ち
差
出
【Ｑ３２３】〔題記〕五月十五日／御本丸御奥御能〔呉服曲
名
へ
の
朱
注
〕
呉
服
作
物
有
之
方
／
相
勤
侯
様
被
仰
渡
〔
末
尾
注
記
〕
御
慰
御
能
初
而
尤
／
役
願
不
差
出
被
／
仰
付
候
／
〈
久
左
衛
門
伜〉樋口幸之助〈卯二拾弐歳〉／〈惣次郎伜〉金春熊次郎〈卯一一
拾歳〉
［Ｑ３２４】〔題記〕五月廿一日西丸江／公方様被為入右大将
様方／御膳被成上一一付御祝儀御能／銀子大夫之外惣中弐百
枚
／
被
下
【Ｑ３２５】〔題記〕天保十四卯年八月廿五日／公家衆御馳走
御能東本願寺門跡〈同新門跡〉拝見／〈御始り五時二而六時
二
壱
寸
五
分
前
相
済
御
能
御
番
次
／
起
而
手
廻
り
致
ス
御
明
り
道
成
寺祈前離方後に出夫方／御白洲へ出（朱）〉〔三番目後〕御
中
入
要
脚
三
百
貫
文
御
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
〈
久
左
衛
門
伜
〉
樋
口
幸
之
助
／
●
道
成
寺
鐘
釣
候
節
八
右
衛
門
弟
子
大
蔵
乙
之
丞
儀
鍵
竹
／
折
候
二
付
八
右
衛
門
差
扣
伺
翌
日
於
御
城
但
馬
守殿迄差出／候処「不及差扣候」（以上５字分枠囲み）如此
御
附
札
二
而
原
弥
十
郎
ヲ
以
御
渡
被
成
候
【Ｑ３２６】〔題記〕天保十四卯年十二月十一日／御本丸奥御
能／〈六半時二御始り／暮六時相済御明り不出／祝言切ハ
御舞台確与／見えず（朱）〉〔末尾注記〕御慰御能初而／進
藤
権
之
助
／
森
田
初
太
郎
／
幸
亥
之
吉
／
●
惣
次
郎
御
舞
台
江
罷
出
候
処
俄
二
腹
痛
二
付
小
用
二
立
／
申
度
段
後
見
ヲ
以
申
越
候
二
付
御
徒
目
付
ヲ
以
申
上
候
処
差
懸
り
候
／
義
不
苦
旨
御
目
付
松
平
式
部
少
輔
殿
被
仰
聞
／
●
初
太
郎
役
儀
之
節
覚
次
郎
義
罷
出
度
段
昨
日
願
済
二相成候処／昨夜右不快二付甚兵衛罷出度段願書差出候処
御
徒
目
付
ヲ
以
願
之
趣
相
済
／
旨
□
□
□
候
【Ｑ３２７】〔題記〕天保十四卯年十二月十八日／西丸御奥御
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能／〈御始り六半時海人中入二而／御明り出六半時頃相済
（朱）〉
【Ｑ３２８】〔題記〕○天保十五甲辰年〈十二月十一一一日改元〉弘
化
／
正
月
三
日
／
御
謡
初
御
嚇
子
／
〈
御
献
数
八
献
二
成
（
朱
ご
／
〈紀伊殿御不快二付／清水殿御登城／是迄御例無之由（朱。
上部に）〉
【Ｑ３２９】〔題記〕天保十五辰年四月十五日／西丸御奥御能
／〈御始り四時頃二而七時過／頃相済（朱）〉〔末尾注記〕
●
伯
養
之
末
角
カ
ニ
成
候
節
弥
右
衛
門
衣
之
袖
引
切
候
二
付
か
し
て
／
伊
藤
捨
次
郎
持
入
候
右
二
付
御
目
障
之
儀
伺
候
処
無
程
奥
ノ
若
／
衆
御
目
付
小
栗
又
市
殿
へ
御
口
達
二
而
袖
切
レ
却
而
御
慰
二
相
成
候
旨
／
御
沙
汰
之
趣
二
付
弥
右
衛
門
其
段
御
礼
申
上
ル
／
○
墨
ぬ
り
之
内
御
徒
目
付
二
申
談
御
湯
一
桶
奥
二
廻
ル
【Ｑ３３０】〔題記〕天保十五辰年六月廿七日於西丸御奥／公
方様御誕生日御能〈五月十五日御能御炎上一一付／御延引〉
〈御始り五時へ一一一分前程二而七半時頃／相済（朱）〉〔途中
の
墨
筆
注
記
〕
放
生
川
の
曲
名
に
「
最
初
鵜
祭
被
仰
付
／
又
放
生
川
一一成」、放下僧シテ石之助に「上方被仰出候連宝生重次郎」
〔
末
尾
注
記
〕
○
御
能
一
番
毎
御
楽
屋
葛
水
二
桶
つ
輯
被
下
置
一
同
之
御
礼
彼
（
触
？
）
流
／
申
上
ル
／
○
初
太
郎
役
儀
之
節
党
次
郎
御
舞
台
方
召
出
候
段
昨
日
願
済
二
成
候
処
／
俄
二
不
快
二
付
召
出
不
申
段
書
付
御
徒
目
付
ヲ
以
出
侯
／
●
甚
兵
衛
御
舞
台
へ
罷
出
相
勤
春
日
竜
神
シ
テ
中
入
前
腹
痛
続
／
何
分
推
相
勤
与
申
越
一
付
其
段
ｌ
御目付松平式部少輔殿へ／申上直二久八郎名代二召出候処
差
扣
伺
候
哉
と
御
尋
二
付
則
伺
書
／
差
出
候
処
奥
之
番
衆
被
申
候
は
近
キ
所
二
右
様
之
例
有
之
旨
二
而
書
面
／
御
戻
シ
ロ
上
二
而
差
扣
之
義
伺
候
処
伺
二
不
及
旨
被
仰
候
／
但
近
キ
所
之
例
有
之
与
申
ハ
大
奥
之御例歎／初而／〈放下僧連×宝生大夫次男〉宝生重次郎／
多
田
伝
次
郎
【Ｑ３３１］〔題記〕弘化元辰年十二月十八日於二九／右大将
様
御
逗
留
中
御
慰
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
附
祝
言
は
不
被
仰
出
候
処
八
左
衛
門
伺
候
二
付
其
段
申
上
候
処
又
謡
候
／
様
被
仰
渡
候
二
付
千
秋
楽
為
謡
候
／
○
二
人
静
鏡
之
丞
二
被
仰
付
侯
処
類
焼
稽
古
所
無
之
旨
御
免
願
葛
城
ニ
ナ
ル
／
○
安
宅
八
左
衛
門
二
被
仰
付
侯
処
無
人
二
付
振
替
相
願
六
平
太
ト
振
替
二
成
【Ｑ３３２】〔題記〕○弘化一一乙已年／正月三日於西九大広間
／御謡初御嚇子組／〈十三献（朱）〉
【Ｑ３３３】〔題記〕弘化二巳年四月十五日／右大将様御誕生
日西丸御奥御能／〈御始り四半時二而七半時過／相済（朱）〉
【Ｑ３３４】〔題記〕弘化二已年五月十五日於／御本丸御奥／
公
方
様
御
誕
生
日
御
能
組
御
移
徒
後
初
而
／
〈
御
始
四
少
シ
過
二
而
七半時頃相済（朱）〉〔末尾注記〕初役金春大夫〈巳十七
歳〉○新規御舞台二候得共かさし文句等御達し無し
【Ｑ３３５】〔題記〕弘化二已年五月十八日／御本丸御移徒御
祝
儀
御
能
初
日
／
御
三
家
初
国
持
大
名
衆
見
物
町
入
有
之
／
〈
桧
折
一合被下此方取扱下ル〉〔開口文句〕夫動くうごき（振仮名。
以下同こなき殿〈との〉つくり。民の力も君か為〈ため〉。お
しまぬ時に相生〈あいをい〉の。松の千年くちとせ〉のことぶ
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きを。きこへあげたる萬〈よろつ〉人。よるづ代までの石ず
ゑ
ハ
。
め
で
た
か
り
け
る
時
と
か
や
。
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
役
儀
初
而
／
森
田
初
太
郎
／
〈
惣
次
郎
伜
〉
金
春
熊
次
郎
／
｜
弥
石
禎
太
郎
平
伏
之
節
烏
帽
子
相
落
し
候
二
付
／
不
調
法
相
伺
候
処
御
目
障
二
不
相
成
旨
二
而
書
面
／
御
戻
二
相
成
候
／
一
御
定
金
之
外
出
格
之
謂
を
以
奉
願
金
五
十
両
御
増
／
相
済
／
一
金
春
大
夫
儀
御
慰
御
能
未
タ
不
相
勤
内
奉
願
御
表
／
御
能
被
仰
付
候
事
／
｜
金
五
郎
部
屋
住
二
候
得
と
も
差
懸
り
外
二
相
勤
候
者
無
之
／
候
二
付
伺
之
上
被
仰
付
【Ｑ３３６】〔題記〕五月廿一日此度御祝儀／二度目御能高家
諸
御
役
人
／
見
物
被
仰
付
〔
末
尾
注
記
〕
脇
能
二
番
目
続
候
一
一
付
狂言之内地謡小用二立／入替り候尤別段不申上承り置（朱）
［Ｑ３３７】〔題記〕五月廿三日此度御祝儀／三度目御能前同
□
見
物
〔
末
尾
注
記
〕
願
之
上
初
而
御
表
御
能
被
仰
付
く
宝
生
大
夫次男〉宝生重次郎／御表初而／幸亥之吉／多田伝次郎
【Ｑ３３８】〔題記〕五月廿八日此祝儀／四度目御能日光御門
主
／
増
上
寺
大
僧
正
其
外
／
山
僧
見
物
被
仰
付
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
進
藤
権
之
助
／
｜
紅
葉
狩
岩
船
共
赤
頭
相
続
候
二
付
紅
葉
狩
／
後
シ
テ
黒
頭
二
而
相
勤
留
之
節
作
り
物
江
／
入
候
形
二
致
候
尤
別
段
不
申
上
候
事
【Ｑ３３９】〔題記〕九月廿八日公家衆／御馳走御能〈勅使徳
大
寺
大
納
言
殿
／
仁
和
寺
御
門
跡
登
城
〉
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
一
六
浦
舞
之
儀
御
表
御
能
之
節
ハ
三
段
二
相
勤
／
候
例
も
御
座
候
間
短
日
之
儀
二
付
今
日
三
段
二
相
勤
／
可申哉之旨金剛大夫申聞候段申上候処奥御伺
／之上
都合と
も
相
成
候
ハ
、
其
通
二
可
相
勤
旨
奥
向
／
御
沙
汰
之
旨
主
膳
正
殿
弥
十
郎
を
以
被
仰
渡
／
’
六
浦
間
日
吉
長
六
語
之
内
古
歌
之
処
絶
句
い
た
し
／
候
二
付
御
耳
障
二
も
相
成
候
や
長
六
差
扣
為
伺
／
可
申
哉
之
段
弥
十
郎
江
申
述
候
処
越
中
守
殿
へ
御
断
二
／
而
相
済
候
旨
同
人
被
申
聞
候
【Ｑ３４０】〔題記〕十二月廿二日／御本丸奥御能／〈五時御
始り／夕六時前御白洲／御明り出揃候節／相済（朱）〉〔末
尾注記〕奥御能初而被仰付／〈又六郎三男三唱要三郎／長
命新蔵／〈助右衛門伜〉大蔵助次郎／〈役願不出内被仰付
（朱）〉〈三太郎伜〉高安亀三郎
【Ｑ３４１】〔題記〕○弘化三丙午年／正月三日御謡初〈十
献（朱）〉
【Ｑ３４２】〔題記〕四月十五日／西丸御奥御能／〈四半時過
御始／七半時過相済（朱）〉
【
Ｑ
３
４
３
】
〔
題
記
〕
五
月
十
五
日
／
御
本
丸
奥
御
能
〔
末
尾
注
記〕初而役儀被仰付／〈八左衛門伜〉金春朋之助／〈勝次郎
伜〉宝生錬三郎／〈新組〉清水半次郎／〈同〉石井岩三郎
【Ｑ３４４】〔題記〕十一月二日公家衆御馳走／御能大乗院御
門跡御登／城／〈徳大寺大納言殿／坊城大納言殿〉〔シテ
名
へ
の
朱
注
〕
松
尾
シ
テ
宝
生
大
夫
へ
「
当
春
類
焼
之
廉
を
以
役
儀
被
仰
付
」
箙
シ
テ
金
春
大
夫
へ
「
去
年
御
祝
儀
御
能
相
勤
二
付
当
五
月
右
詰
」
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
／
高
安
亀
三
郎
／
長
命
新
蔵
／
大
蔵
助
次
郎
／
一
御
初
り
刻
限
五
半
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時
頃
御
中
入
後
御
初
り
御
饗
応
／
二
度
目
御
湯
二
而
相
始
り
黒
塚
後
シ
テ
出
候
時
御
明
り
／
六
半
時
前
頃
相
済
／
｜
羽
衣
舞
之
儀
御
表
御
能
之
節
三
段
二
相
勤
候
儀
は
御
座
侯
間
／
短
日
之
儀
二
付
三
段
二
可
仕
哉
鎮
之
丞
申
聞
候
之
趣
相
伺
候
／
処
御
目
付
本
多
隼
之
助
殿
を
以
三
段
二
致
し
候
様
被
仰
聞
候
／
（
朱
二
宝
生
大
夫
奥
御
用
直
詰
一
一
相
成
候
廉
二
而
ハ
難
相
成
／
当
春
居
宅
類
焼
二
付
役
儀
被
仰
付
侯
事【Ｑ３４５】〔題記〕十二月十九日／御本丸奥御能〔末尾注
記〕〈役儀願不差出内被仰付（朱ご観世三十郎〈午二十歳〉／
〈市右衛門伜〉春日又三郎〈午二十七歳〉／〈甚兵衛伜〉清甚作
〈
午
二
八
歳
〉
／
右
御
慰
御
能
初
而
被
仰
付
／
一
御
始
り
六
半
時
頃
一
一
而
七
半
時
過
頃
相
済
尤
出
入
共
／
早
メ
ニ
心
付
侯
事
／
｜
俊
成
忠
度
之
地
謡
三
番
目
与
引
続
候
ニ
付
二
番
目
／
相
済
一
同
二
引
直
二
前
側
之
地
謡
五
人
御
舞
台
江
／
出
後
に
拾
人
小
用
を
致
跡
右
罷
出
候
而
前
側
／
五
人
之
地
又
候
引
小
用
を
□
直
二
罷
出
候
旨
尤
謡
二
／
不
相
成
内
手
廻
し
仕
候
段
申
上
候
処
別
段
御
沙
汰
無
之
／
其
通
二
仕
候
事
／
｜
石
橋
造
り
花
昨
年
宝
生
流
御
新
調
相
成
候
処
／
紅
牡
丹
之
方
花
一
一
白
く
湿
ミ
入
候
二
付
右
相
直
り
其
外
／
書
面
通
二
相
成
候
得
は
御
用
ひ
二
可
相
成
段
書
面
彦
左
衛
門
／
を
以
安
芸
守
殿
江
出
／
一
一同七時前揃此方八半時罷出
【Ｑ３４６］〔題記〕十一一月廿三日／西丸奥御能〔末尾注
記〕西丸初而／観世三十郎／〈三太郎伜〉高安亀三郎／｜
一同七時揃此方八半時前出宅六半時前御始り／七半時頃相
済
／
一
伯
養
あ
と
名
乗
之
節
は
く
よ
う
と
可
申
処
菊
市
与
／
申
候
二付八右衛門伺之儀口上二而申上候処不及御沙汰／旨御徒
目
付
ヲ
以
被
仰
渡
候
【Ｑ３４７】〔題記〕○弘化四丁未年／正月三日／御謡初御難
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
御
献
数
十
五
献
六
半
時
へ
四
寸
五
分
前
出
御
／
五
つ
打
壱
寸
廻
り
入
御
（
朱
）
／
一
召
出
し
五
人
残
り
候
時
東
北
相
済
候
二
付
但
馬
守
殿
／
加
藤
惣
兵
衛
を
以
御
灘
子
延
し
候
様
御
沙
汰
候
二
付
／
高
砂
畷
子
方
扣
置
見
計
可
差
出
旨
申
上
召
出
し
／
弐
人
程
相
済
候
間
見
合
候
而
は
や
し
方
静
二
出
ス
然
候
処
／
高
砂
位
甚
早
く
召
出
不
残
相
済
元
座
へ
御
着
候
節
高
砂
済
【Ｑ３４８】〔題記〕四月四日／日光御門主御下向／以後初而
御
饗
応
御
能
／
僧
正
院
家
執
当
其
外
／
出
家
中
坊
官
家
内
迄
／
見
物
被
仰
付
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
有
之
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
観
世
三
十
郎
〔
末
尾
朱
注
〕
但
役
儀
願
不
差
出
候
得
と
も
役
儀
相
伺
候
例
当
／
宝
生
大
夫
事
石
之
助
義
文
化
度
二
有
之
候
申
上
候
／
而
被
仰
付
〔
末
尾
注
記
〕
一
御
始
り
四
時
過
相
済
刻
七
半
時
頃
／
一観世三十郎〈御表（朱ご初而役儀被仰付侯二付先例脇能
嚇
子
方
／
座
付
候
時
御
幕
脇
右
三
十
郎
鏡
之
丞
両
人
罷
出
仕
手
方
／
二
而
平
伏
夫
右
離
子
方
後
二
而
平
伏
夫
右
地
謡
之
上
江
／
着
座
猶
又
御
前
江
向
平
伏
暫
之
内
罷
出
御
切
戸
方
／
引
退
候
事
／
｜
附
祝
言
之
節
嚥
子
方
手
廻
し
致
床
几
方
下
り
着
座
／
一
一
而
醗
子
候
尤
地
謡
右
之
間
少
し
見
合
／
一
道
成
寺
シ
テ
烏
帽
子
鐘
二
入
候
時
御
白
洲
松
之
前
江
／
落
候
ニ
付
御
能
相
済
候
而
御
前
台
引
候
節
小
三
治
袷
取
／
金
剛
大
夫
へ
渡
候
上
へ
は
何
と
も
不
申
上
候
事
／
一
熊
八
郎
役
儀
半
ハ
ニ
而
小
用
に
立
候
而
御
能
相
済
私
共
江
／
申
聞
候
御
沙
汰
は
無
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之
候
得
と
も
不
調
法
相
伺
候
処
／
翌
日
御
書
付
を
以
押
込
二
は
不
及
以
後
右
体
之
儀
／
無
之
様
安
芸
守
殿
被
仰
渡
候
事
【Ｑ３４９】〔題記〕四月十五日／西丸奥御能〔末尾注記〕
一
御
始
り
四
時
過
頃
二
而
御
済
刻
七
半
時
過
頃
／
一
彦
太
郎
儀
十
二
日
右
産
穣
二
相
成
候
二
付
御
能
之
／
節
右
致
月
代
罷
出
ル
様
御
達
ア
リ
右
二
付
御
前
日
／
拝
見
願
名
前
相
除
御
当
朝
則
相
願
候
事
／
西
丸
初
而
宝
生
錬
三
郎
［
Ｑ
３
５
０
】
〔
題
記
〕
五
月
十
五
日
／
御
本
丸
奥
御
能
〔末尾注
記
〕
一
四
時
少
し
過
御
始
り
成
暮
六
時
前
相
済
／
一
要
三
郎
役
儀
相
続
候
上
名
取
川
会
釈
も
有
之
／
候
二
付
三
輪
中
入
二
而
御
切
戸
右
小
用
二
立
候
段
申
上
候
事
／
｜
附
祝
言
之
儀
奥
之
番
衆
方
御
尋
二
付
御
達
し
無
之
候
ハ
、
／
謡
不
申
旨
申
上
候
処
奥
江
御
伺
之
上
千
秋
楽
相
謡
候
様
／
被
仰
渡
候
／
一
当
十
一
月
公
家
衆
御
馳
走
御
能
有
之
候
後
沙
汰
二
而
御
能
／
も
仰
出
二
相
成
候
処
十
月
十
三
日
女
院
大
宮
崩
御
／
二
付
当
年
参
向
相
延
御
能
無
之
旨
十
月
廿
六
日
以
／
御
書
付
被
仰
渡
候
事
【Ｑ３５１】〔題記〕十二月十一日／御本丸奥御能〔末尾注
記〕御慰初而〈久三郎伜〉長命龍太郎〈未二拾歳〉／一七
時
揃
此
方
八
半
時
過
出
る
御
始
り
六
半
時
頃
二
而
／
暮
六
時
前
頃
相
済
祝
言
畷
子
方
出
候
前
御
明
り
出
／
一
鞍
馬
天
狗
別
習
書
上
二
は
無
之
処
来
春
勧
進
能
／
之
節
相
勤
候
旨
御
届
申
上
候
二
付
被
仰
付
【
Ｑ
３
５
２
】
〔
題
記
〕
十
二
月
廿
二
日
／
西
丸
奥
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
西
丸
初
而
／
一
噌
要
三
郎
／
清
甚
作
／
一
一
同
七
時
揃
御
始
り
六
半
時
蟇
六
時
無
御
滞
相
済
／
一
亀
三
郎
手
二
痛
所
有
之
侯
間
巻
切
仕
り
御
目
障
も
／
可
相
成
御
目
付
衆
江
其
段
申
上
置
候
事
／
一
船
弁
慶
之
次
御
入
狂
言
被
仰
付
旨
然
候
処
御
暇
後
見
／
退
散
致
し
候
者
多
く
仁
右
衛
門
権
之
丞
計
罷
在
候
旨
申
上
候
／
処
舎
弟
権
之
丞
江
被
仰
付
候
／
一
銭
之
丞
調
之
内
少
し
抜
候
ニ
付
口
上
二
而
御
目
付
衆
江
／
御
耳
障
之
儀
奉
伺
候
処
伺
二
不
及
旨
被
仰
渡
候
【Ｑ３５３】〔題記〕○弘化五申年〈三月十五日／改元嘉永〉／
正
月
三
日
／
御
謡
初
御
離
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
一
御
献
数
十
一
献
二
成
候
間
舞
其
外
サ
ラ
リ
ト
致
候
様
／
被
仰
渡
候
然
候
処
昨
年
誠
二
御
済
刻
早
く
心
配
致
し
／
候
二
付
御
習
仕
之
節
も
少
し
遅
二
致
し
候
間
右
御
達
は
有
之
／
候
得
と
も
矢
張
御
習
仕
候
通
り
二
打
合
セ
置
候
処
東
北
／
相
済
候
頃
召
出
不
残
相
済
候
二
付
高
砂
□
二
早
メ
ニ
致
候
／
様
御
達
し
有
之
六
平
太
二
伝
達
ス
／
一
一
同
繰
入
相
済
夫
右
紀
伊
殿
水
戸
殿
御
習
礼
御
始
り
候
事
【Ｑ３５４］〔題記〕〈嘉永申元年（朱）〉三月廿七日公家衆／御
馳
走
御
能
〈
一
二
条
大
納
言
殿
／
坊
城
前
大
納
言
殿
〉
〔
軒
端
梅
曲
名
上
部
朱
注
〕
当
時
書
上
二
而
は
／
東
北
と
認
候
二
付
／
已
来
は
／
東
北
与
被
／
仰
出
候
様
二
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔末尾注記〕御表初而／〈又六郎三男苣噌要三郎／〈勝次郎
伜
〉
宝
生
錬
三
郎
／
一
御
始
り
四
時
前
御
中
入
有
之
七
半
時
過
相
済
／
一
床
几
御
免
之
節
観
世
新
三
郎
近
眼
故
平
伏
／
遅
く
候
旨
御
沙
汰
二
付
口
上
を
以
奉
伺
候
処
伺
候
二
／
不
及
旨
被
仰
渡
候
／
｜
観
世
三
十
郎
御
唐
織
初
而
頂
戴
家
督
二
付
被
仰
渡
／
無
之
／
一
田
村
シ
テ
謡
候
処
三
十
郎
調
出
し
少
し
遅
く
地
方
付
候
／
二
付
御
耳
障
二
も
相
成
間
敷
や
申
聞
二
付
別
段
不
申
上
／
｜
観
世
地
謡
二
番
役
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１３８
儀
続
候
二
付
二
番
目
狂
言
之
内
／
地
謡
前
側
右
一
側
シ
、
三
度
二
小
用
二
立
候
事
尤
別
段
／
不
申
上
／
一
日
向
富
三
郎
時
服
拝
領
仕
而
平
伏
不
仕
直
二
引
候
ニ
付
／
御
目
障
之
儀
奉
伺
候
処
伺
候
二
不
及
旨
安
芸
守
殿
被
仰
渡
候
／
大
蔵
庄
左
衛
門
／
金
春
又
次
郎
／
右
者
非
番
右
役
儀
被
仰
付
／
一
東
北
与
以
来
被
仰
出
度
旨
鏡
之
丞
申
聞
候
事
／
｜
嵐
山
問
猿
聟
二
被
仰
出
人
数
相
増
候
二
付
此
度
／
限
り
十
人
分
御
増
銀
奉
願
相
済
候
事
【Ｑ３５５】〔題記〕四月十五日／西丸奥御能〔末尾注記〕
一
四
半
時
前
頃
御
始
り
七
半
時
過
頃
相
済
【
Ｑ
３
５
６
】
〔
題
記
〕
五
月
十
五
日
／
御
本
丸
奥
御
能
〔
末
尾
注
記〕御慰御能初而／〈弥太郎伜〉大蔵千太郎〈申一一七才正年
八才（朱）〉／〈安兵衛伜〉貞光安太郎〈申一一十五才（朱ご／一
四
時
頃
御
始
り
暮
六
時
前
相
済
／
一
玉
葛
三
十
郎
謡
之
内
文
句
支
候
二
付
銭
之
丞
／
後
見
座
二
而
文
句
ヲ
付
候
二
付
口
上
二
而
／
御
耳
障
之
義
御
目
付
衆
へ
伺
候
処
奥
向
二
御
伺
二
／
相
成
候
処
／
上
二
而
御
構
無
之
旨
左
候
得
は
書
面
ハ
不
出
候
や
被
仰
聞
候
／
二
付
御
耳
障
二
不
相
成
候
ハ
、
別
段
書
面
差
上
不
申
／
旨
申
上
候
【
Ｑ
３
５
７
】
〔
題
記
〕
十
二
月
十
八
日
／
御
本
丸
奥
御
能
〔
末
尾
注
記〕御慰御能初而〈八右衛門伜〉大蔵五十五郎／〈御慰御
能
三
役
初
而
被
仰
付
く
宝
生
大
夫
次
男
〉
宝
生
重
次
郎
／
一
御
始
り
六
半
時
過
夕
七
半
時
過
頃
相
済
／
一
新
五
郎
与
五
郎
当
十
一
月
改
名
【Ｑ３５８】〔題記〕十二月廿二日／西丸奥御能〔末尾注
記
〕
一
御
始
り
六
時
過
夕
七
半
時
頃
相
済
／
一
長
右
衛
門
大
役
二
付
後
見
二
六
蔵
罷
出
度
御
当
朝
／
御
願
済
／
一
宝
生
大
夫
役
儀
之
節脇之謡之処風与謡シ、ケ候二付／御耳障相成候ヤ井二彦
太
郎
役
儀
之
節
長
刀
題
打
落
し
御
目
障
之
段
恐
入
侯
旨
両
様
と
も
御
目
付
／
衆
ニ
ロ
上
を
以
相
伺
候
処
御
心
付
無
之
旨
被
仰
渡
／
候
二
付
書
面
不
差
出
候
事
／
’
三
郎
四
郎
御
前
か
掛
り
着
座
二
而
相
勤
候
旨
申
上
／
｜
正
尊
起
請
文
二
而
も
狂
言
一
役
問
二
不
仕
旨
仁
右
衛
門
／
申
聞
候
此
度
ハ
鏡
之
丞
右
申
上
候
而
一
役
間
二
相
成
候
よ
し
【Ｑ３５９】〔題記〕○嘉永一一酉年／正月三日／御謡初御嚇子
組
〔
末
尾
注
記
〕
一
御
献
数
十
弐
献
二
相
成
候
へ
共
東
北
御
習
仕之節方／今少し長く相勤候様御達候二付東北曲之処少々
／
メ
リ
御
積
り
二
請
候
処
東
北
之
切
二
而
十
献
相
済
候
然
候
処
／
高
砂
嚇
子
方
少
々
扣
静
二
出
し
侯
様
御
達
二
付
私
心
得
／
二
は
高
砂
早
き
方
へ
仕
度
旨
申
上
高
砂
極
々
早
く
引
立
／
召
出
し
壱
人
懸
り
御
都
合
宜
相
済
／
一
水
戸
殿
御
習
礼
相
済
夫
右
口
上
二
相
成
御
淀
ロ
ー
成
御
習
礼
前
／
一
同
繰
入
□
昨
年
之
通
／
一
立
合
調
出
し
松
竹
御
台
出
御
酌
之
時
謡
出
し
候
筈
之
／
処
松
竹
御
台
も
不
出
内
鎮
之
丞
風
与
謡
出
し
直
二
心
付
／
止
ル
相
済
候
而
伺
之
儀
口
上
二
而
申
上
候
処
格
別
之
御
祝
儀
／
不
調
法
伺
等
不
申
上
様
／
上
二
而
無
急
度
御
沙
汰
二
付
御
断
に
も
不
及
旨
被
仰
渡
候
／
右
二
付
別
段
御
礼
二
罷
出
二
不
及
旨
鎮
之
丞
へ
申
聞
候
［Ｑ３６０】〔題記〕三月一一日公家衆／御馳走御能／〈勅使
一一一条大納言殿／坊城大納言殿／入内二付勅使唐橋大納言
殿
／
女
院
方
堀
河
三
位
殿
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
御
能
初
而
／
〈
八
左衛門伜〉金春朋之助／〈久三郎伜〉長命龍太郎／〈利右衛門
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伜
〉
大
倉
卯
三
郎
／
一
御
始
り
四
時
前
夕
七
半
時
過
頃
相
済
／
｜
観
世
地
謡
二
番
続
候
二
付
脇
能
相
済
狂
言
之
内
／
前
側
五
人
残
し
後
ロ
之
地
不
残
小
用
に
行
／
右
御
舞
台
へ
出
候
而
前
側
五
人
立
昨
年
之
通
ゆ
へ
／
不
申
上
／
一
大
蔵
助
右
衛
門
御
時
服
拝
領
仕
平
伏
不
仕
引
格
別
／
不
目
立
二
付
不
申
上
候
処
翌
日
御
噂
御
座
候
旨
御
右
筆
衆
方
／
被
申
聞
候
尤
別
段
御
断
も
不
申
上
【Ｑ３６１］〔題記〕四月十五日／西丸奥御能〔末尾注記〕
一
御
始
り
四
時
過
二
而
七
半
時
過
頃
相
済
／
一
三
郎
四
郎
着
座
之
儀
申
上
候
【Ｑ３６２】〔題記〕五月十五日／御本丸奥御能〔末尾注
記
〕
御
慰
御
能
二
初
而
／
〈
岩
五
郎
伜
〉
長
命
丑
太
郎
〈
酉
二
十
二
歳〉／〈三郎四郎孫〉威徳多城太郎〈酉二十歳〉／春藤次郎兵
衛
／
｜
御
始
り
四
時
少
し
過
七
半
時
頃
相
済
／
一
銭
之
丞
当
病
代
り
金
剛
大
夫
二
申
上
候
処
代
り
／
金
春
大
夫
二
可
被
仰
付
旨
御
沙
汰
二
付
金
春
大
夫
／
役
儀
中
ゆ
へ
引
候
且
承
り
御
請
可
申
上
旨
二
而
／
野
々
宮
離
子
方
見
合
居
候
事
［Ｑ３６３】〔題記〕十一月廿七日／右大将様御婚礼被／為済
候
御
祝
儀
御
能
初
日
／
御
三
家
国
持
大
名
見
物
被
／
仰
付
町
入
有
之
／〈桧折一合被下同役方取扱／松平因幡守献上之折之由〉／
開
口
之
句
／
夫
相
生
の
松
の
色
。
深
き
契
り
の
／
今
よ
り
ハ
。
小
松
数
多
に
孫
枝
く
ま
こ
ゑ
（
振
仮
名
。
以
下
同
）
〉
さ
く
。
／
さ
し
添
くそ〉はりつ国常〈とこ〉とハに。栄ゆく／千代の寿は。めて
た
か
り
け
る
／
時
と
か
や
。
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
御
広
蓋
〔末尾注記〕御表初而／〈安兵衛伜〉貞光安太郎／〈甚兵衛
伜
〉
清
甚
作
／
一
御
始
り
五
時
過
二
而
御
中
入
拝
領
物
相
済
八
シ
半
時
過
／
夫
方
御
中
入
後
御
始
り
七
半
時
前
頃
六
時
頃
相
済
御
明
り
出
／
一
石
之
助
初
而
唐
織
拝
領
二
付
於
御
納
戸
前
御
当
朝
／
安
芸
守
殿
被
仰
渡
有
之
候
／
一
か
ざ
し
文
句
御
扣
添
三
日
月
分
差
出
候
事【Ｑ３６４】〔題記〕十二月一一日此度／御祝儀一一度目御能
〔末尾注記〕御表初而／〈市右衛門伜〉春日又三郎／〈八右衛
門
伜
〉
大
蔵
五
十
五
郎
／
清
水
半
次
郎
／
｜
御
始
り
五
半
時
過
頃
二
而
七
時
余
程
前
二
相
済
／
一
御
能
済
候
上
吹
上
江
御
成
之
御
沙
汰
二
付
是
非
と
も
／
七
時
前
迄
二
相
済
候
様
御
老
中
伊
勢
守
殿
井
二
安
芸
守
殿
／
方
も
御
達
有
之
極
々
相
早
メ
候
事
（
以
下
、
曲
名
を
大
書
し
た
下
に
小
字
の
一
つ
書
を
連
ね
る
形
の
朱
注
）
竹
生
嶋
／
一
台
ヲ
／
｜
台
後
見
ハ
舞
台
へ
居
候
時
床
几
に
か
風
り
引
候
処
右
音
楽
初
る
／
｜
同
早
メ
之
事
／
一
間
ハ
は
し
か
砥
り
半
へ
参
り
て
出
端
打
出
ス
／
一
相
済
候
而
脇
シ
テ
柱
二
致
候
ハ
、
直
二
後
見
台
ヲ
引
／
一
右
ノ
台
ハ
は
し
か
国
り
半
二
参
り
候
ハ
、
嚇
子
方
引
／
箙
／
｜
聡
子
方
平
伏
急
キ
座
付
床
几
二
か
砥
る
処
直
二
御
幕
二
成
／
｜
シ
テ
ー
段
二
而
出
候
事
／
｜
間
早
メ
候
事
／
一
後
一
セ
イ
シ
テ
心
得
二
而
早
メ
ニ
出
候
事
／
｜
脇
半
ハ
引
候
節
笛
座
ヲ
立
候
事
／
一
大
夫
後
見
ハ
御
切
戸
右
引
／
羽
衣
／
一
作
り
物
太
鼓
ヲ
柱
際
平
伏
ノ
頃
御
幕
右
出
／
｜
脇
一
セ
イ
早
メ
／
｜
舞
三
段
二
付
／
一
作
り
物
畷
子
方
引
候
節
前
之
通
二
手
廻
し
致
ス
／
○
四
番目之地は一一一番目之地御切戸右引候へば入替り／御切戸右
四
番
目
地
出
候
事
／
小
鍛
冶
／
一
脇
連
ハ
太
鼓
二
（
シ
）
テ
柱
平
伏
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１４０
右
出
ス
／
一
間
早
メ
／
｜
台
早
メ
後
見
立
候
ヲ
見
直
二
脇
出
候
事
／
｜
作
り
物
は
や
し
方
引
候
節
前
之
通
二
手
廻
し
致
ス
／
祝
言
／
｜
次
第
ク
サ
リ
成
ス
調
候
事
／
｜
地
三
人
ハ
は
し
か
国
り
方
引
【Ｑ３６５】〔題記〕十一一月九日此度／御祝儀三度目御能
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
〈
三
郎
四
郎
孫
〉
威
徳
多
城
太
郎
／
一
御
始
り
正
五
時
二
而
八
半
時
過
頃
相
済
／
一
今
日
も
御
能
済
（
３
字ほど破損。「吹上」らし）御成二付二日目之通二／相急キ
候
様
御
達
有
之
／
｜
清
次
郎
脇
□
（
損
。
鼓
で
あ
ろ
う
）
俄
二
病
気
二
付
代
り
政
次
郎
二
而
／
相
済
尤
宝
暦
十
年
之
例
直
二
認
メ
出
ス
【Ｑ３６６】〔題記〕十二月十八日／御本丸奥御能〔末尾注
記
〕
御
慰
初
而
〈
又
六
郎
嫡
孫
承
祖
二
噌
幸
太
郎
【Ｑ３６７】〔題記〕十二月十九日／西丸奥御能／かざし文句
〔
末
尾
注
記
〕
一
役
初
而
〈
千
太
郎
弟
子
〉
宮
野
孫
左
衛
門
／
｜
御
始
り
六
時
打
三
寸
廻
り
（
３
字
分
空
白
）
時
相
済
／
一
三
番
豊
後
見
岡
本
助
次
郎
平
伏
之
時
烏
帽
子
／
落
申
候
二
付
権
之
丞
不
調
法
之
儀
口
上
ヲ
以
相
伺
候
処
／
申
上
二
不
相
成
相
済
／
一
和
布
刈
シ
テ
龍
立
タ
ヲ
レ
候
二
付
鏡
之
丞
伺
之
儀
口
上
を
以
／
奉
伺
候
処
是
亦
御
目
障
二
不
相
成
旨
二
而
申
上
二
不
及
／
相
済
／
（
以
下
朱
筆
）
一
翌
戌
年
四
月
廿
一
日
於
奥
銀
子
被
下
之
但
昨
年
／
中
右
表
向
相
願
候
品
も
有之処御沙汰二難被及旨一一而／願被下侯別段奥より思召を
以
被
下
【Ｑ３６８］〔題記〕○嘉永三庚戌年／正月三日／御謡初御灘
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
一
六
半
時
過
出
御
四
時
前
頃
入
御
／
一
水戸殿尾張殿御習礼御出席二相成候ニ付／御
目付衆
へ繰込
之
儀
伺
候
処
未
タ
御
習
礼
不
始
候
ハ
、
／
宜
旨
被
仰
付
候
二
付
小
三
治
平
伏
仕
居
一
同
操
込
候
／
本
帳
二
委
し
／
一
当
年
三
十
郎
二
見
覚
候
為
御
席
二
罷
出
候
付
御
肩
衣
／
同
人
江
相
渡
申
候
旨
銭
之
丞
申
聞
候
二
付
申
上
置
／
一
老
松
位
例
年
方
余
程
長
し
申
年
ハ
五
献
之
内
／
二
相
済
侯
当
年
ハ
申
年
方
御
献
数
二
献
長
く
候
二
付
／
一
献
程
老
松
之
内
二
而
延
候
積
之
処
七
献
之
末
に
／
老
松
相
済
依
而
東
北
極
早
メ
ニ
致
し
舞
も
二
段
メ
ク
サ
リ
／
を
詰
至
而
短
く
成
十
一
献
目
末
二相済十二献目高砂／待謡二而極早く相済猶本帳一一くわし
【Ｑ３６９】〔題記〕一一一月一一日／公家衆御馳走御能／〈勅使三
条
大
納
言
殿
〉
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
（
朱
）
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
〈
又
六
郎
嫡
孫
承
柤
苣
噌
幸
太
郎
／
｜
御
始
り
四
時
少
し
過
二
而
七
半
時
頃
相
済
／
（
以
下
、
曲
名
を
上
に
書
い
た
下
へ
の
短
縮
関
係
の
朱
注
）
翁
三
番
里
少
々
差
略
早
メ
／
難
波
都
而
早
メ
／
脇
鼓
三
番
要
後
見
引
続
入
右
脇
鼓
／
御
橋
懸
り
中
程
江
来
離
子
方
正
面
へ
向
／
右
は
や
し
方
御
幕
へ
太
鼓
入
候
頃
狂
言
出
／
入
間
川
ス
ラ
ー
～
／
七
騎
落
／
金
剛
□
言
葉
之
処
早
メ
舟
ノ
作
り
物
／
謡
之
内
二
出
し
舞
其
外
至
極
早
し
／
棒
し
ば
り
七
騎
落
は
や
し
方
不
引
切
内
出
ス
／
松
風
／
置
鼓
ク
サ
リ
詰
／
作
り
物
ハ
は
や
し
方
御
橋
か
餌
り
二
居
候
内
出
ス
／
右
作
り
物
引
脇
方
ハ
橋
か
餌
り
半
ハ
ニ
而
引
／
但
最
初
／
作
り
物
出
後
見
不
引
内
音
取
初
る
／
石
橋
／
太
鼓
仕
手
柱
平
伏
候
而
作
り
物
出
ス
／
右
作
り
物
後
見
不
引
内
脇
出
る
／
引
候
節
惣
而
前
之
通
二
／
祝
言
／
脇
次
第
一
段
／
相
済
地
謡
三
人
御
幕
二
而
引
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141「触流し御能組』題記と注記一覧
【Ｑ３７０】〔題記〕四月廿三日／西丸奥御能〔末尾注記〕
一
御
始
り
五
時
少
々
前
一
一
而
七
半
時
前
頃
相
済
【Ｑ３７１】〔題記〕五月九日／大猷院様二百回御忌／御法事
済
日
光
御
門
主
／
御
饗
応
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
紫
調
御
免
金
春
三
郎
右
衛
門
／
｜
御
始
り
五
半
時
頃
二
而
七
半
時
前
頃
相
済
／
｜
御
唐
織
六
人
時
服
廿
人
都
合
廿
六
人
拝
領
〈
新
例
〉
／
｜
梅
若
近
右
衛
門
時
服
拝
領
仕
平
伏
不
仕
引
候
二
付
其
段
／
弥
十
郎
ヲ
以
御
目
障
之
儀
口
上
二
而
安
芸
守
殿
江
相
伺
候
／
処
御
断
二
而
相
済
候
旨
被
申
候
／
一
連
獅
子
御
表
二
而
初
而
也
那
郵
台
三
シ
出
【
Ｑ
３
７
２
】
〔
題
記
〕
五
月
十
五
日
／
御
本
丸
奥
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
一
四
時
少
し
前
御
始
二
而
七
半
時
頃
無
御
滞
相
済
／
｜
紫
調
二
掛
拝
借
御
願
処
御
間
合
無
之
一
掛
出
る
／
｜
道
成
寺
シ
テ
ゑ
ほ
し
御
白
洲
江
打
落
し
候
二
付
／
御
目
付
衆
右
申
上
奥
之
番
衆
付
添
坊
主
衆
ヲ
以
／
為
取
御
渡
被
成
候
尤
別
段
御
目
障
不
相
伺
候
／
一
附
祝
言
何
を
為
謡
可
申
哉
五
月
十
一
日
熊
之
助
／
ヲ
以
相
伺
被
仰
渡
候
事
／
｜
水
戸
殿
御
作
鹿
島
詣
八
右
衛
門
書
上
候
／
已
後
初
而
被
仰
付
候
【Ｑ３７３］〔題記〕九月五日／有徳院様百回御忌／日光御門
主
御
饗
応
御
能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
｜清次郎脇鼓当病二てく八郎右衛門伜〉長命松之助相勤／
一
六
半
時
御
登
城
五
時
三
分
御
始
り
七
半
時
頃
相
済
／
｜
短
日
二
付
伺
之
上
道
成
寺
地
謡
出
候
節
直
二
鐘
／
出
し
居
鐘
引
は
居
残
但
竹
ハ
御
橋
下
辺
へ
其
／
侭
残
し
置
候
事
／
（
以
下
、
二
段
書
き
の
朱
注
で
、
曲
名
の
一
宇
を
大
害
し
た
後
に
短
縮
の
諸
相
を
一
つ
書
き
主
体
に
列
記
す
る
）
翁
三
番
昨
年
通
ス
ラ
ノ
～
／
右
三
番
要
仕
手
は
し
ら
ヲ
／
越
候
節
直
二
脇
鼓
立
引
／
三
番
後
見
は
切
戸
右
引
／
弓
／
脇
鼓
立
候
ハ
、
直
二
地
謡
本
座
に
／
直
り
は
や
し
方
も
直
二
正
面
向
直
二
／
音
取
初
ム
／
｜
｜
セ
イ
可
促
（
？
）
事
／
｜
間
短
く
二
語
事
／
一
切
も
早
メ
ニ
可
致
事
／
一
わ
き
仕
手
柱
引
候
節
直
二
は
ヤ
シ
／
方
平
伏
直
二
立
／
｜
は
や
し
方
不
引
切
内
狂
言
出
ス
／
経
／
一
太
鼓
仕
手
柱
ニ
テ
平
伏
候
時
脇
出
／
一
脇
ハ
コ
ヒ
謡
ス
ラ
ノ
ー
／
一
仕
手
支
タ
ヒ
地
不
ス
ラ
ノ
～
／
一
脇
仕
手
柱
引
候
時
直
ニ
ハ
ャ
シ
方
／
平
伏
引
／
｜
ハ
ャ
シ
方
不
引
切
内
狂
言
出
ス
（
以
上
上
段
）
／
三
／
一
太
鼓
ハ
シ
掛
半
ハ
ニ
テ
作
物
出
ス
／
一
作
り
物
後
見
引
候
二
不
拘
直
二
音
取
／
一
間
短
く
可
致
事
／
｜
脇
仕
手
柱
引
候
時
直
二
作
り
物
引
／
一
作
り
物
ハ
シ
カ
、
リ
半
ハ
ニ
テ
笛
引
／
道
／
一
地
謡
出
候
ハ
、
直
二
鐘
出
し
候
事
／
｜
閾
拍
子
廿
段
之
方
二
可
詰
候
／
一
間
短
く
可
謡
事
脇
語
同
断
／
｜
脇
仕
手
柱
引
候
時
直
二
後
見
出
鐘
下
ス
／
｜
鐘
ハ
シ
カ
、
リ
半
ニ
テ
笛
引
／
乱
／
｜
太
鼓
仕
手
柱
二
而
平
伏
候
節
／
脇
出
／
一
笛
手廻し始申候事／但惣而仕手後見は御切戸右／引候事（以
上下段）
【Ｑ３７４】〔題記〕十二月十八日／御本丸奥御能／〔末尾
注記〕初而役儀被仰付／大蔵助之丞〈十五才（朱ご／長命松
之助／金春錦蔵〈十二才（朱）〉／石寺錬次郎／｜住吉詣童
日吉邦太郎儀昨日右散々／風邪二而鼻血出候二付鼻に紙ヲ
詰
差
出
候
／
旨
申
聞
子
方
舞
に
か
回
り
又
々
出
血
い
た
し
候
二
付
／
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１４２
後
見
鎮
之
丞
子
方
舞
ヲ
相
勤
候
但
別
段
／
伺
二
は
不
及
候
旨
御
目
付
衆
被
仰
聞
候
／
一
三
十
郎
舞
之
内
急
二
眩
量
差
発
少
し
く
つ
ろ
き
／
薬
用
仕
居
二
付
御
目
障
相
伺
候
処
無
程
／
御
目
障
二
不
相
成
旨
御
目
付
衆
被
仰
渡
候
【Ｑ３７５】〔題記〕十二月廿一日／西丸奥御能〔途中の朱
注
〕
藤
永
の
左
「
藤
永
之
次
鍾
埴
く
り
上
－
一
成
」
千
鳥
の
左
「
千
鳥
之
次
藤
永
入
」
末
尾
の
花
折
新
発
意
の
右
「
藤
永
之
次
御
入
狂
言
」
〔
末
尾
注
記
〕
一
弱
法
師
宝
生
大
夫
不
快
二
付
鎮
之
丞
六
平
太
／
両
人
伺
之
上
六
平
太
二
被
仰
付
／
一
岩
五
郎
椎
之
丞
後
見
願
当
朝
相
願
済
／
一
比
丘
貞
仁
右
衛
門
役
儀
之
節
／
権
現
様
拝
領
之
御
紋
付
御
小
袖
着
用
仕
候
旨
／
御
目
付
衆
へ
口
上
二
而
申
上
済
【Ｑ３７６】〔題記〕嘉永四亥年／正月三日／御謡初御嚇子組
〔末尾注記〕一水戸殿御不参召出三人煩二付十一一一献／二
成
御
三
家
一
人
召
出
九
人
【Ｑ３７７］〔題記〕一一月廿九日／公家衆御馳走御能〔三番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
金
春
錦
蔵
【
Ｑ
３
７
８
】
〔
題
記
〕
四
月
十
五
日
／
西
丸
御
奥
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
西
丸
初
而
／
貞
光
安
太
郎
／
幸
亥
之
吉
／
清
水
半
次
郎
／
春
藤
次
郎
兵
衛
／
一
右
大
将
様
御
本
丸
へ
御
入
相
済
侯
而
も
二
枚
戸
内
／
御
渡
二
不
相
成
候
二
付
御
徒
目
付
へ
申
談
候
処
奥
之
番
衆
／
御
出
候
而
未
タ
奥
之
御
所
建
も
出
来
不
申
二
付
御
始
り
前
／
二
無
之
而
は
御渡り不申候其御心得二而御渡し之上は直二／御幕掛二相
成
可
申
旨
御
徒
目
付
方
申
聞
候
依
而
は
や
し
／
方
へ
右
之
段
相
達
二
枚
戸
明
キ
侯
ハ
、
直
二
被
調
申
候
儀
二
付
／
長
上
下
も
着
用
扣
居
候
様
達
無
程
坊
主
衆
ヲ
以
／
脇
能
之
分
支
度
不
残
宜
敷
や
与
御
尋
有
之
候
付
／
一
同
へ
催
促
出
来
候
上
宜
敷
段
申
上
候
処
無
程
二
枚
戸
／
内
不
残
御
渡
被
成
直
二
御
幕
掛
与
被
仰
出
候
二
付
／
例
之
通
調
申
為
致
直
二
御
幕
者
寄
宜
敷
旨
口
上
／
二
而
御
目
付
衆
へ
申
上
格
別
御
間
無
之御始り｜一成向後／独も今日之御能は御始り前ならでは奥
之
方
／
御
渡
し
二
相
成
間
敷
存
侯
／
一
附
祝
言
伺
之
上
御
差
図
有
之
為
謡
候
／
一
海
人
子
方
二
句
支
候
二
付
御
耳
障
口
上
二
而
伺
候
処
／
御
耳
障
二
不
相
成
旨
被
仰
渡
候
【
Ｑ
３
７
９
】
〔
題
記
〕
五
月
十
五
日
／
御
本
丸
奥
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
一
栄
太
郎
謡
之
所
シ
テ
謡
切
不
申
内
謡
出
し
／
候
二
付
御
耳
障口上一一而相伺済
【Ｑ３８０】〔題記〕五月廿二日／西丸奥御嚇子独吟／語一管
一調狂言〔末尾注記〕西丸初而／〈市右衛門伜〉春日又三
郎／〈助右衛門伜〉大蔵助之丞／〈久三郎伜〉長命龍太郎／
〈三郎右衛門伜〉金春錦蔵／〈八右衛門伜〉大蔵五十五郎／大
倉
卯
三
郎
／
会
釈
／
長
命
新
蔵
長
命
丑
太
郎
／
春
藤
次
郎
兵
衛
多
田
長
五
郎
／
一
九
郎
兵
衛
三
郎
四
郎
着
座
井
錦
蔵
多
城
太
郎
／
幼年二付着座二而相勤候旨口上二而申上／一煎し物装束之
内
か
け
素
抱
取
落
候
二
付
相
願
／
拝
借
致
ス
【Ｑ３８１】〔題記〕九月四日日光正／迂宮被為済御祝儀御
能〔末尾注記〕御表初而／〈岩五郎伜〉長命丑太郎／〈助右
衛門伜〉大蔵助之丞／紫調御免／幸五郎次郎／葛野九郎兵
衛〈後〉／幸清次郎〈前〉／一岸原忠次郎地謡座へ居直り平
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伏
之
節
烏
帽
子
／
相
落
し
吉
川
十
三
郎
後
見
二
出
仕
手
柱
平
伏
之
節
／
烏
帽
子
相
落
し
中
村
平
三
郎
拝
領
物
之
節
袴
破
レ
／
足
見
へ
候
付
何
れ
も
申
上
置
候
而
相
済
【Ｑ３８２】〔題記〕十二月十八日御本丸／奥御能〔末尾注
記
〕
不
奉
願
役
儀
被
仰
付
観
世
安
五
郎
〈
亥
二
七
歳
〉
【Ｑ３８３］〔題記〕十二月廿二日／西丸奥御能〔末尾注
記
〕
一
和
布
刈
連
大
供
勘
之
丞
義
眼
気
二
而
連
相
勤
／
兼
候
二
付
地
謡
二
出
地
頭
大
原
正
五
郎
を
連
に
／
召
連
度
申
聞
候
二
付
振
替
之
書
付
出
ス
／
一
宝
生
大
夫
病
痛
二
而
難
儀
仕
候
二
付
蝉
九
曲
を
抜
キ
／
相
勤
度
奉
願
相
済
【Ｑ３８４】〔題記〕嘉永五子年／正月一二日／御謡初御離子組
【Ｑ３８５】〔題記〕閏二月二日／公家衆御馳走御能
【Ｑ３８６】〔題記〕四月十五日／西丸奥御能〔末尾注記〕
附祝言最初右御番組江入／被仰出（朱）
【Ｑ３８７】〔題記〕五月十五日／御本丸奥御能〔末尾（千秋
楽
の
曲
名
下
）
注
記
〕
当
朝
伺
之
上
被
仰
出
（
朱
）
／
御
慰
御
能
初
而
／〈久左衛門伜〉樋口吉五郎／長命金太郎／〈当壬二月書上
／
望
月
初
而
相
勤
〉
金
春
大
夫
【Ｑ３８８］〔題記〕十二月十八日／御本丸奥御能
【Ｑ３８９］〔題記〕十一一月廿三日／西丸奥御能／新御舞台二
付
蒻
文
句
／
願
之
上
銀
子
被
下
之
【Ｑ３９０】〔題記〕○嘉永六丑年／正月三日／御謡初御離子
組【Ｑ３９１】〔題記〕三月一一日／公家衆御馳走御能〔三番目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
【Ｑ３９２】〔題記〕四月十五日／西丸奥御能〔末尾注記〕
西
丸
初
テ
／
金
春
朋
之
助
／
石
寺
銭
次
郎
／
樋
口
吉
五
郎
【
Ｑ
３
９
３
】
〔
題
記
〕
五
月
十
五
日
／
御
本
丸
奥
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
書
上
一
一
無
之
候
得
共
／
先
例
有
之
候
付
相
勤
候
旨
／
観
世
鏡
之
丞【別紙貼紙Ａ】（天保・嘉永頃の大蔵庄左衛門の連役に関する
書
留
ら
し
い
）
天
保
八
酉
年
九
月
廿
三
日
／
四
度
目
御
能
／
碇
潜
連〈庄左衛門弟子〉熊谷孫四郎／同十三寅年六月五日／
西丸／八嶋／〈連□□□□弟子〉大蔵市兵衛／同十五辰年六
月廿七日／西丸／山姥連〈為三郎弟子〉久保敬蔵／嘉永三
（元？）申／五月十五日御本丸／善知鳥／子方〈庄左衛門弟
子〉長命源太郎／連〈同断〉久保敬蔵／其外通盛経政生田□
（箙？）田村頼政知章藤戸ナト何も連ナシ
【別紙貼紙Ｂ】（嘉永・安政期の初役出勤者の翌年謡初への
出
・
不
出
に
関
す
る
メ
モ
ら
し
く
難
読
）
安
政
六
未
年
□
初
役
／
留
三郎／鈴之助／萬延元申年御謡初不出（区切り線あり）／安
政一一一辰四月初役／三之丞／安政四正月謡初不出（区切り線
あり）／安政二卯四月初役／亀吉／安政一一一辰正月一一一日御謡
初不出／同日太郎ハ御楽屋詰二出座（区切り線あり）／嘉永
五
子
年
五
月
初
役
／
吉
五
郎
金
太
郎
／
嘉
永
丑
年
正
月
金
太
郎
ハ
出／吉五郎ハ不出（区切り線あり）／嘉永四十二月十八日初
役／安五郎／嘉永五子年正月御楽屋詰（以上上段）／嘉永三
戌
年
十
二
月
十
八
日
初
役
／
助
之
丞
松
之
助
／
錦
蔵
鏡
次
郎
／
嘉
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永四亥年正月一一一日／錦蔵助之丞ハ不出／松之助銭次郎ハ
出座（区切り線あり）／嘉永二酉年十二月初而／幸太郎／嘉
永
三
戌
年
正
月
不
出
（
区
切
り
線
あ
り
。
以
上
下
段
）
【Ｑ３９４】〔題記〕嘉永六丑年／十一月廿五日／将軍宣下御
祝
儀
御
能
／
初
日
〔
開
口
文
句
〕
夫
弥
高
く
陰
繁
る
。
常
盤
の
松
の
冬
／
ふ
か
く
・
緑
色
そ
ふ
今
よ
り
ハ
。
千
と
せ
／
栄
へ
て
十
返
り
の。花咲くさく（振仮名ご春をことぶくハ。／めてたかりけ
る
時
と
か
や
。
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記〕御表初而／〈御慰未タ相勤〉高安彦十郎〈七歳〉／〈左吉
伜〉観世安五郎〈歳〉／桧折一シ此方二而取扱／鞍馬天狗中
入
二
而
御
舞
台
御
明
り
出
／
但
御
始
り
四
時
前
東
北
（
羽
衣
の
誤
写
か）相済八半時少し前／左之通差略□□□如此／（以下、曲
名
を
上
に
大
害
し
、
そ
の
下
に
注
記
。
す
べ
て
墨
筆
）
高
砂
／
初
日
御
式
御
脇
能
之
儀
二
御
座
候
間
位
ハ
可
成
丈
相
進
／
可
申
候
得
共
別
段
差
略
不
仕
候
／
田
村
／
ワ
キ
次
第
無
之
直
二
名
乗
二
仕
／
シ
テ
一
声
一
段
サ
シ
コ
ヱ
下
唄
上
唄
相
除
キ
／
語
短
キ
方
二
仕
初
同
相
除
キ
月
出
候
処
之
文
句
／
ニ
ッ
、
キ
申
候
中
入
後
サ
シ
済
曲
ヲ
除
キ
上
詞
右
常
之
／
通
惣
体
位
ヲ
進
申
候
／
羽
衣
／
脇
出
一
段
謡
成
丈
短
く
仕
候
／
初
同
ノ
謡
涙
の
露
の
玉
か
つ
ら
ｌ
～
か
さ
し
の
花
も
／
し
ほ
ノ
ー
と
天
人
の
五
衰
も
目
の
前
に
見
へ
て
／
浅
ま
し
や
謡
留
此
間
ノ
文
句
抜
直
二
脇
ノ
詞
に
謡
仕
候
／
序
ノ
舞
本
式
五
段
ノ
処
三
段
二
仕
候
／
序
ノ
舞
留
右
和
寄
謡
羽
之
舞
迄
抜
あ
つ
ま
遊
／
ひ
の
ト
謡
仕
候
／
鞍
馬
天
狗
／
能
力
入
て
遥
に
人
家
を
見
て
よ
り
初
同
ぬ
き
／
直
二
い
か
に
ｌ
唯
今
の
児
達
ハ
と
仕
候
／
｜
セ
イ
一
段
大
く
し
一
段
惣
体出入位間迄成丈／差略仕候／祝言／次第一段二仕サラリ
相
勤
候
／
△
梅
若
勘
四
郎
地
謡
座
へ
直
り
平
伏
不
致
口
上
二
而
伺
／
△
中
村
源
四
郎
時
服
拝
領
之
節
平
伏
不
致
口
上
二
而
越
中
殿
へ
／
伺
候
処
平
伏
仕
候
様
見
受
候
旨
被
仰
聞
候
【Ｑ３９５】〔題記〕十二月六日此度二度目／御祝儀御能
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
（
曲
名
を
上
部
に
大
害
し
た
下
に
短
縮
演
出
に
関
す
る
小
字
の
注
記
を
並
べ
る
）
老
松／脇ノ出謡成丈短く／真ノ序五段之処紅梅天女ノ式法二
而
三
段
二
仕
候
／
間
語
成
丈
短
く
仕
候
／
箙
／
ワ
キ
次
第
抜
名
乗
脇
二
仕
候
／
シ
テ
次
第
一
段
下
野
上
野
抜
惣
体
サ
ラ
リ
ト
／
相
勤
申
候
／
東
北
／
ワ
キ
次
第
一
段
二
仕
／
惣
体
位
進
メ
後
シ
テ
一
声
ク
サ
リ
相
減
ク
リ
サ
シ
／
曲
除
キ
序
ノ
段
三
段
二
仕
候
間
も
成
丈
短
く
仕
候
／
小
鍛
冶
／
ク
リ
さ
し
ヲ
除
キ
相
勤
申
候
惣
体
位
ヲ
進
メ
／
相
勤
申
候
／
祝
言
／
惣
体
位
ヲ
進
メ
ワ
キ
次
第
一
段
二
仕
候
／
一
観
世
大
夫
拝
領
之
御
紋
付
璽
帯
二
而
相
勤
旨
御
届
申
上
／
一
御
始
り
五
半
時
頃
御
中
入
無
之
七
半
時
頃
相
済
【Ｑ３９６】〔題記〕十一一月九日此度御祝儀／三度目御能
〔末尾注記〕御表初而〈久左衛門伜〉樋口吉五郎／（曲名を
上
部
に
大
害
し
た
下
に
短
縮
演
出
に
関
す
る
小
字
の
注
記
を
並
べ
る
）
弓
八
幡
惣
体
進
ミ
相
勤
申
侯
／
兼
平
／
脇
ノ
出
一
段
謡
成
丈
短
仕
侯
／
シ
テ
ノ
出
一
セ
イ
前
後
共
一
段
二
仕
候
／
中
入
前
初
同
之
謡済シテ脇ト懸合之詞除キ／直二さ守波やみなれざほト謡
申
侯
／
後
シ
テ
サ
シ
声
ノ
留
迄
二
而
曲
謡
ヌ
キ
実
い
た
／
わ
し
き
物
語
ト
謡
申
侯
／
但
間
語
成
丈
短
仕
候
／
熊
野
／
連
次
第
一
段
詞
計
二
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而
道
行
相
除
直
二
着
セ
リ
フ
／
唄
申
候
／
ク
リ
サ
シ
曲
ヲ
除
舞
三
段
二
仕
惣
体
位
進
ミ
申
候
／
葵
上
／
惣
体
位
進
メ
シ
テ
一
声
除
き
連
之
謡
之
内
二
出
／
一
声
謡
申
候
サ
シ
下
野
上
野
共
除
申
候
／
祝
言
次
第一段二仕惣体進ミ舞三段二相勤申候／｜御始り四時頃一一
而
夕
七
時
過
頃
無
滞
相
済
【Ｑ３９７】〔題記〕十二月十一日此度御祝儀／四度目御能
〔
末
尾
注
記
〕
一
御
始
り
四
時
少
前
頃
七
時
少
過
相
済
／
（
曲
名
を
上
部
に
大
害
し
た
下
に
短
縮
演
出
に
関
す
る
小
字
の
注
記
を
並
べ
る
）
賀
茂
右
之
惣
体
位
ヲ
進
候
而
已
二
御
座
候
／
忠
度
文
句
抜
候
所
認
メ
有
之
付
略
之
／
江
口
／
次
第
一
段
後
一
セ
イ
一
段
世
を
渡
る
一
節
を
／
浮
（
謡
？
）
て
い
さ
や
遊
ハ
ん
序
サ
シ
曲
ヌ
キ
直
二
舞
仕
候
／
序
舞
三
段
惣
体
出
入
位
間
迄
差
略
仕
候
／
是
界
／
惣
体
位
進
メ
次
第
一
段
ク
リ
サ
シ
曲
除
後
ワ
キ
／
一
声
ク
サ
リ
減
シ
大
ベ
シ
ー
段
二
而
出
イ
ロ
ヱ
無
段
二
／
仕
短
く
勤
申
候
但
間
成
丈
短
く
仕
候
／
乱
／
脇
名
乗
ニ
テ
成
丈
詰
申
候
／
シ
テ
ノ
出
下
リ
ハ
一
段
二
仕
候
乱
舞
七
段
之
処
五
段
二
／
仕
候
【Ｑ３９８】〔題記〕十二月十八日／御本丸奥御能〔末尾注
記
〕
一
御
始
り
六
半
時
頃
七
半
時
過
頃
相
済
／
一
草
紙
洗
舞
一
一
か
轡
り
候
節
烏
帽
子
落
か
、
り
候
二
付
／
ク
ッ
ロ
キ
ゑ
ほ
し
を
取
放
侯
而
舞
候
二
付
／
御
目
障
之
儀
口
上
二
而
相
伺
候
処
御
目
障
二
不
相
成
旨
／
御
目
付
衆
被
仰
渡
候
［Ｑ３９９】〔題記〕○嘉永七寅年／〈十二月五日安政改元〉／
正
月
三
日
／
御
謡
初
御
嚇
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
御
三
家
壱
人
／
召
出
十
四
人
之
処
四
人
煩
／
十
五
献
二
成
尤
十
四
献
目
ハ
召
出
ナ
シ
／
御
離
子
な
ら
し
の
節
尤
サ
ラ
リ
之
方
二
可
勤
旨
／
出
羽
守
殿
被
仰
付
十
献
目
頃
東
北
和
寄
謡
出
し
／
候
様
申
上
候
処
騨
子
中
猶
又
十
二
献
〆
酒
井
左
衛
門
尉
／
召
出
候
節
高
砂
は
や
し
方
出
候
様
御
達
し
ア
リ
然処東北／見込方早メニ相済候二付高砂はやし方暫く扣□
／
左
衛
門
尉
殿
召
出
と
同
時
二
出
ス
／
一
六
時
過
出
御
入
御
五
半
時
右
四
寸
前
【Ｑ４００】〔題記〕九月四日／将軍宣下御祝儀五度目／御能
日
光
御
門
主
増
上
寺
／
方
丈
其
外
寺
社
之
輩
登
営
〔
末
尾
朱
注
〕
一
御
始
り
四
時
少
し
前
夕
七
時
頃
無
滞
相
済
／
但
御
中
入
は
御
形
計
と
事
二
而
御
前
台
も
／
不
引
小
半
時
計
也
／
一
三
番
望
鈴
落
別
段
不
相
伺
御
能
済
拾
ひ
取
／
｜
石
橋
祝
言
地
謡
続
キ
候
二
付
小
用
二
立
先
例
有
之
故
別
段
不
申
上
／
一
石
橋
鎮
之
丞
家
二
而
初
而
〔
末
尾
注
記
〕
一
惣
体
差
略
書
付
差
出
し
候
へ
ど
も
文
句
多
候
二
付
略
之
／
間
之
文
句
迄
も
不
残
出
委
細
元
帳
二
あ
り
【Ｑ４０１】〔題記〕○安政二卯年／（月日・催し名ナシ。正
月
三
日
の
謡
初
）
〔
末
尾
注
記
〕
一
酉
后
刻
出
御
四
時
前
頃
入
御
／
御
三
家
弐
人
／
召
出
し
十
六
人
／
廿
一
献
／
老
松
之
位
を
延
し
十
献目頃迄二相勤十一献目／頃右東北位を静に相勤舞之三段
目
跡
右
／
十
七
献
目
迄
相
延
し
宮
内
大
輔
殿
被
召
出
御
引
之
／
頃
春
の夜の和寄謡出し候心得二御座候／（朱注）勤方右之心得之
旨丹波殿江申上置候処八献目藤堂／和泉守殿頂戴之時老松
相
済
二
付
東
北
は
や
し
方
／
静
に
出
し
十
七
献
目
和
寄
唱
出
ス
高
砂
も廿献目／御前二召出〈アケ（出の横に）〉待謡始る召出し相
済
シ
、
カ
ケ
ニ
度
二
而
済
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【Ｑ４０２】〔題記〕四月十五日／奥御能〔末尾注記〕御奥
初而〈鏡之丞伜〉観世太郎〈卯二拾三歳〉／同断／御表ハ｜
昨
年
相
動
／
高
安
彦
十
郎
〈
卯
二
九
歳
〉
／
御
奥
初
而
〈
権
三
郎
伜
〉
大
倉
亀
吉
〈
卯
二
八
歳
〉
／
一
御
始
り
四
半
時
前
頃
二
而
暮
六
時
過
相
済
／
羅
生
門
間
之
内
御
明
り
出
／
｜
龍
田
神
楽
相
済
舞
之
内
御
正
面
御
階
段
之
処
二
而
／
金
剛
大
夫
踏
ハ
シ
シ
下
迄
落
候
得
共
体
は
崩
れ
／
不
申
間
も
ハ
ッ
レ
不
申
其
段
御
階
段
右
上
り
舞
終
／
候
二
付
御
目
障
相
伺
候
処
御
目
障
二
不
相
成
却
而
／
御
慰
二
相
成
二
付
御
賞
し
有
之
候
［Ｑ４０３】〔題記〕五月十一日／東照宮天下御一統支干／御
相
当
打
統
御
太
平
被
遊
／
御
祝
儀
御
能
日
光
御
門
主
／
登
城
水
戸
殿
加
賀
守
始
法
印
法
／
眼
之
医
師
僧
正
院
家
出
家
中
見
物
／
被
仰
付
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
御
饗
応
相
済
殿
上
之
間
へ
御
門
主
御
引
被
成
無
程
始
る
（
朱
）
〔
末
尾
注
記
〕
’
御
始
り
五
半
時
過
二
而
七
時
頃
相
済
〈
惣
体
ハ
ャ
メ
ニ
／
相
勤
如
此
〉
／
一
地
謡
奥
御
能
之
節
之
通
切
戸
口
右
出
入
／
一
御
始
り
御
中
入
後
御
服
と
も
越
中
守
殿
御
扇
子
／
一
船
弁
慶
切
之
節
腰
ヲ
突
候
付
御
目
障
相
伺
処
伺
二
／
不
及
旨
安
芸
守
殿
被
仰
渡
候
／
一
翌
十
二
日
銀
子
被
下
之
／
（
朱
）
非
番
中
役
儀
／
被
仰
付
／
（
墨
）
大
蔵
庄
左
衛
門
進
藤
権
之
助
／
福
王
丑
之
進
春
日
市
右
衛
門
／
（
朱
）
非
番
中
御
楽
屋
／
詰
被
仰
付
／
（
墨
）
金
春
又
次
郎
進
藤
栄
太
郎
／
大
蔵
助
右
衛
門
大
倉
利
三
郎
／樋口久左衛門／（朱）其外観世鏡之丞初一役之者新組迄／
御
楽
屋
詰
為
□
候
事
［Ｑ４０４】〔題記〕○安政三辰年／正月三日／御謡初御離子
組
〔
末
尾
注
記
〕
御
三
家
壱
人
／
召
出
し
拾
壱
人
内
三
人
煩
／
十
二献二成／一召出し一一一人煩十二献に成間余程早メ候様安
芸
守
殿
／
被
仰
聞
候
処
老
松
之
後
東
北
少
し
静
二
い
た
し
候
様
御
達
し
ア
リ
／
其
段
九
郎
□
二
達
し
候
内
又
々
東
北
静
メ
候
二
不
及
候
旨
被
仰
聞
／
其
通
り
い
た
し
候
処
舞
余
程
延
ひ
最
初
伺
之
通
民
部
大
輔
殿
／
召
出
候
節
和
寄
謡
出
し
高
砂
二
二
人
か
国
る
／
一
酉
后
刻
出
御
五
シ
打
二
寸
五
分
廻
り
入
御
［Ｑ４０５】〔題記〕四月十五日／奥御能〔末尾注記〕初而
御
用
被
仰
付
／
金
剛
鈴
之
助
〈
八
歳
（
朱
ご
／
鷺
三
之
丞
／
一
御
始
り
四
半
時
頃
六
半
時
過
相
済
忠
信
中
入
間
／
｜
忠
信
子
方
文
句
之
内
支
候
二
付
御
耳
障
之
儀
口
上
ヲ
以
／
御
伺
候
処
御
耳
障
二
不
相
成
旨
被
仰
渡
候
【Ｑ４０６］〔題記〕十二月廿一日／御婚礼被為済御内祝／御
能
溜
詰
同
格
御
譜
代
衆
／
已
下
布
衣
以
上
御
役
人
法
印
／
法
眼
之
医
師
見
物
被
仰
付
／
〈
か
さ
し
文
句
（
朱
ご
銀
子
被
下
之
〔
末
尾
注
記
〕
非
番
右
被
仰
付
金
剛
大
夫
／
御
表
初
而
観
世
太
郎
／
一
御
始
り
四
時
少
し
前
二
而
正
七
時
無
滞
相
済
／
御
土
圭
二
而
は
八
半
時
三
寸
廻
り
之
由
至
而
御
手
廻
し
｜
一
成
／
｜
御
能
始
終
の
し
め
素
抱
御
楽
屋
の
し
め
半
袴
／
（
以
下
は
曲
ご
と
の
短
縮
朱
注
三
高
砂
御
祝
儀
二
付
差
略
不
仕
惣
体
位
進
ミ
申
候
／
｜
田
村
／
仕
手
サ
シ
小
謡
ヌ
キ
／
仕
手
語
内
む
か
し
大
和
の
国
右
坂
上
の
田
村
丸
迄
ヌ
キ
／
外
二
段
数
差
略
書
付
出
／
一
羽
衣
／
序
之
舞
三
段
／
ハ
之
舞
ヌ
キ
／
惣
体
位
進
ミ
申
候
／
一
鞍
馬
天
狗
／
子
方
後
一
声
一
段
一
後
仕
手
大
ベ
シ
一
段
／
中
入
□
□
込
（
走
り
込
？
）
／
一
金
札
／
次
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第
一
段
／
出
端
一
段
／
ハ
タ
ラ
キ
ヌ
キ
申
侯
【
Ｑ
４
０
７
】
〔
題
記
〕
十
二
月
廿
五
日
／
奥
御
能
か
さ
し
文
句
〔
末
尾
注
記
〕
一
六
半
時
過
御
始
り
暮
六
時
無
滞
相
済
乱
下
リ
ハ
ニ
而
御
明
り
出
／
一
伯
養
杖
を
れ
／
御
目
障
口
上
ヲ
以
相
伺
候
処
御
目
障
二
不
相
成
旨
被
／
仰
渡
／
｜
翌
巳
年
三
月
廿
一
日
一
同
二
銀
子
被
下
之
【Ｑ４０８】〔題記〕○安政四巳年／正月三日／御謡初御蝋子
組
〔
末
尾
注
記
〕
’
酉
后
刻
出
御
五
シ
打
一
寸
廻
り
入
御
／
御
三
家
壱
人
／
召
出
し
十
三
人
候
所
両
人
煩
／
十
五
献
二
成
／
六
献
目
頃
老
松
相
済
十
献
目
大
学
頭
殿
頂
戴
之
頃
／
東
北
和
寄
謡
出
し
可
申
段
相
伺
候
所
但
馬
守
殿
安
芸
守
殿
此
御
廻
り
／
二
而
宜
敷
旨
被
仰
聞
然
候
処
昨
暮
之
懸
り
二
而
ハ
右
ノ
様
二
参
り
兼
可
／
申
と
存
し
少
し
位
メ
リ
加
減
一
一
い
た
し
東
北
舞
四
段
相
済
／
直
二
和
寄
二
成
好
き
都
合
ナ
リ
【Ｑ４０９】〔題記〕三月朔日／公家衆御馳走御能〔三番目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
〈
金
剛
大
夫
伜〉金剛鈴之助〈巳二九歳〉／類焼直詰二而／役儀被仰付／
大
蔵
庄
左
衛
門
／
一
五
半
時
過
御
始
り
暮
頃
相
済
／
｜
梅
若
六
郎
千
歳
之
節
小
□
落
候
付
御
目
障
口
上
二
而
／
相
伺
／
一
高
安
三
太
郎
時
服
拝
領
之
節
烏
帽
子
藩
チ
か
魁
り
候
付
御
目
障
口
上
二
而
相
伺
／
一
金
剛
鈴
之
助
御
唐
織
金
剛
大
夫
名
代
二
而
頂
戴
【Ｑ４１０】〔題記〕四月十五日／奥御能〔末尾注記〕初而
役儀被仰付く六平太伜〉喜多佑輔〈巳一一拾四歳〉／｜御始
り四時少し過石橋中入一一而御明り出〈間引花御通／之間一一
出
る
〉
／
夜
五
時
前
無
滞
相
済
／
｜
首
引
ア
ト
中
啓
之
地
紙
ヌ
ケ
落
候
ニ
付
／
御
目
障
御
目
付
鈴
木
四
郎
左
衛
門
殿
へ
口
上
を
以
相
伺
候
処
／
御
見
留
無
之
旨
御
達
し
あ
り
／
｜
絵
馬
連
勘
之
丞
二
書
上
候
処
眼
気
二
付
地
謡
高
安
常
三
郎
与
／
繰
替
相
勤
旨
書
面
差
出
ス
／
一
此
方
両
人
の
し
め
麻
着
用
前
日
観
世
大
夫
右
着
服
之
儀
／
問
合
有
之
候
得
共
御
役
者
之
服
は
殿
中
服
二
不
拘
平
服
／
之
節
も
中
奥
御
能
は
服
例
麻
御
祝
儀
御
能
一
一
は
の
し
め
麻
／
に
相
成
居
候
間
の
し
め
麻
殿
中
服
与
申
候
へ
ば
却
而
心
得
／
違
之
者
も
出
来
可
申
候
心
付
候
而
一
人
ハ
着
用
ニ
侯
ハ
、
例
年
／
次
第
可
被
致
旨
申
差
【
Ｑ
４
１
１
】
〔
題
記
〕
十
一
月
十
三
日
〈
六
半
ニ
ニ
寸
前
御
付
人
（朱）〉／常憲院様百五拾回御忌／御法事相済御能／日光御
門
主
御
饗
応
／
御
三
家
諸
大
名
衆
見
物
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
要
脚
広
蓋
〔
末
尾
注
記
〕
御
表
初
而
／
喜
多
佑
輔
／
鷺
三
之
丞
／
紫
調
御
免
／
高
安
三
太
郎
／
観
世
左
吉
／
非
番
右
役
儀
被
仰
付
／
宝
生
大
夫
／
外
観
世
座
之
者
／
詰
番
中
役
儀
被
仰
付
／
候
二
付
願
申
上
役
儀
相
勤
／
金
剛
大
夫
／
’
五
半
少
々
過
御
始
り
七
半
時
頃
無
滞
相
済
／
一
観
世
大
夫
御
紋
付
鬘
帯
相
用
候
旨
御
届
申
上
／
一
源
七
郎
少
サ
刀
さ
や
さ
し
め
候
二
付
直
二
可
伺
候
処
御
能
済
前
二
／
相
成
二
付
明
朝
伺
候
処
伺
二
不
及
旨
被
仰
渡
候
／
（
以
下
は
曲
ご
と
の
朱
注
〉
岩
船
／
脇
出
謡
成
丈
調
詰
申
候
／
初
同
差
に
御
幸
を
住
吉
の
神
と
君
と
も
行
逢
の
／
ま
の
あ
た
り
あ
ら
た
な
る
御
代
の
光
り
そ
あ
り
かたきト／調留メ此間文句抜直ニシテ詞調仕候／七騎落／
次
第
可
成
丈
短
ク
仕
候
／
此
人
々
ハ
君
の
為
打
切
ノ
ー
／
彼
松
浦
さ
よ
ひ
め
か
打
切
ノ
ー
／
右
二
ケ
所
共
二
打
切
返
し
無
之
□
テ
位
ヲ
進
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メ
短
ク
仕
候
／
井
筒
物
着
／
惣
体
位
を
進
メ
次
第
ク
サ
リ
相
減
し
ク
リ
サ
シ
曲
除
キ
／
序
ノ
舞
略
段
二
仕
候
／
黒
塚
／
次
第
一
段
／
ク
セ
抜
キ
／
出
羽
無
し
／
惣
体
さ
ら
り
ト
仕
候
／
弓
八
幡
／
次
第
一
段
／
出羽一段／惣体進ミ申候
【Ｑ４１２】〔題記〕十二月廿五日／御本丸奥御能〔末尾注
記
〕
一
六
半
少
々
過
御
始
り
夕
七
半
少
々
過
無
滞
相
済
／
一
大
江
山
源
七
郎
役
儀
之
節
鉢
巻
落
候
付
口
上
二
而
申
上
候
処
／
御
目
障
二
不
相
成
旨
被
仰
渡
／
｜
金
春
大
夫
役
儀
之
節
脇
懸
合
不
行
之
他
ニ
ク
サ
リ
程
抜
ケ
候
二
付
不
調
法
御
伺
候
処
其
侭
二
致
ス
【Ｑ４１３】〔題記〕安政五午年／正月三日／御謡初御嚇子組
〔末尾注記〕御三家一人召出十一一一人之処三人煩十五献二成
十四献ハ空杯ナリ（朱）
【Ｑ４１４】〔題記〕十二月二日／将軍宣下御祝儀御能〔開
口文句〕夫〈それ（振仮名。以下同ど治まれる国土〈くにつ
ち〉の。かために立る松〈まつ〉か枝くゑ〉ハ。／千年くちと
せ〉をかけて末葉くすへは〉まて。栄行くさかゆく〉かけに民
草〈たみくさ〉も。／ゆたかになひくことふきは。めてたか
り
け
る
／
時
と
か
や
。
〔
末
尾
注
記
〕
一
二
条
殿
御
登
城
遅
く
相
成
四
半
前
御
始
り
二
成
／
七
時
前
三
番
目
済
六
時
過
御
中
入
後
御
始
二
成
夜
／
五
時
無
滞
相
済
／
翁
／
風
流
／
三
番
要
／
右
相
済
三
番
中
入
千
歳
／
御
橋
懸
り
中
ハ
ニ
至
り
侯
ハ
、
脇
／
鼓
引
可
申
尤
ス
ラ
ノ～／弓八幡〈中入前スラ〉／脇鼓御橋からり中ハニ而地謡
本
座
二
直
り
／
ハ
ヤ
シ
方
も
直
二
か
魁
り
可
申
右
相
済
ワ
キ
ッ
レ
／
御
橋
か
翻
り
中
ハ
ニ
而
ハ
ャ
シ
方
御
正
面
二
直
し
立
／
ス
ラ
ノ
ー
シ
テ
後
見
切
戸
ヨ
リ
引
／
末
広
か
り
惣
体
ス
ラ
ノ
ー
尤
出
入
と
も
後
見
切
戸
引
／
田
村
／
ハ
ャ
シ
方
座
付
直
ニ
ワ
キ
ス
ラ
ノ
ー
尤
／
右
相
済
同
前
／
い
く
ゐ
末
広
か
り
同
断
／
羽
衣
／
大
コ
シ
テ
柱
平
服
（伏）済候ハ、作り物出作り物シテ柱こし／侯ハ、小鼓か、
り
直
二
音
取
右
相
済
ワ
キ
橋
か
、
り
／
中
ハ
後
見
立
作
り
物
引
同
中
ハ近年（？）ハャシ方立／石橋／作り物ハヤシ方平伏済御幕
上
右
相
済
ワ
キ
橋
／
か
国
り
中
ハ
ニ
後
見
立
台
引
右
御
幕
二
不
入
内
ハ
ャ
シ
方
立
／
祝
言
出
入
ス
ラ
ノ
～
地
切
戸
右
引
／
右
様
進
退
心
付
可
申
ツ
モ
リ
之
処
廿
六
日
二
出
合
も
心
付
／
か
様
御
差
図
有
之
候
上
ハ
あ
ま
り
目
立
候
而
も
如
何
二
付
伺
済
／
之
通
二
い
た
し
此
手
段不用／伺済左之通／翁弓八幡／此度御祝儀御脇能二も御
座
候
間
位
成
丈
／
進
メ
差
略
不
仕
相
勤
度
存
候
／
田
村
／
一
ワ
キ
次
第
抜
き
直
二
名
乗
二
仕
／
｜
シ
テ
｜
セ
イ
一
段
／
｜
後
曲
抜
き
直
二
上
羽
二
仕
／
一
惣
体
位
ス
、
ミ
相
勤
申
侯
／
羽
衣
／
舞
三
段
二
仕
直
二
仕
上
テ
舞
仕
候
／
あ
っ
ま
あ
そ
ひ
の
数
々
に
相
成
／
石
橋
／
一
一
セ
イ
一
段
／
一
さ
し
小
謡
山
路
に
日
暮
ぬ
方
今
身
之
上
二
し
ら
れ
た
り
／
迄
抜
／
一
惣
体
位
出
入
進
申
侯
／
祝
言
／
｜
呉服三段之舞替之形二端之舞有之二付／右端之舞二仕候／
一
桧
折
一
合
山
田
取
扱
／
一
御
中
入
之
節
石
橋
祝
言
□
様
之
寄
伺
相
済
【Ｑ４１５】〔題記〕十二月十八日／此度二度目御能〔末尾
注記〕高砂／右は御祝儀脇能之儀二御座侯間
別段略
不申／
惣体位成丈進相勤申度奉存候／八嶋／｜セイ一段／さしこ
ゑ一葉万里より小謡春や心を誘ふらん迄ヌキ／初同担慰は
Hosei University Repository
１４９「触流し御能組』題記と注記一覧
浦
の
名
右
頓
て
む
せ
ひ
け
り
迄
ヌ
キ
／
○
後
一
セ
イ
一
段
／
序
忘
れ
ぬ
物
を
よ
り
さ
し
の
留
い
や
と
よ
弓
を
お
し
む
に
／
あ
ら
す
迄
抜
惣
体
位
出
入
等
進
ミ
申
候
／
東
北
／
ワ
キ
次
第
抜
名
乗
二
仕
シ
テ
言
葉
之
内
し
ら
ぬ
人
の
申
／
せ
ハ
と
て
用
ひ
給
ふ
へ
か
ら
す
迄
謡
此
寺
い
またト申／文句右抜直二是こそ和泉式部のト謡／初同之末
聞
え
た
る
名
残
か
や
ト
謡
ロ
ン
キ
抜
直
二
我
こ
そ
／
梅
の
あ
る
し
よ
と
謡
申
候
／
後
一
声
ク
サ
リ
数
減
ク
リ
サ
シ
曲
抜
正
覚
を
う
る
そ
有
難
き
右
／
直
二
春
の
夜
の
ト
謡
序
ノ
頭
減
舞
三
段
二
仕
候
／
張
良
／
駒
を
は
や
む
る
け
し
き
あ
り
／
後
ノ
出
大
へ
シ
抜
／
抑
是
ハ
荒
石
公
と
い
ふ
老
人
な
り
ト
謡
愛
に
漢
の
高
祖
の
よ
り
／
橋
本
に
か
し
こ
ま
り
侍
居
た
り
迄
抜
い
か
に
張
良
ト
謡
出
シ
／
其
外
龍
神
働
ヲ
抜
相
動
申
候
／
祝
言
／
二
日
目
御
能
組
ノ
内
祝
言
養
老
脇
之
次
第
一
段
仕
仕
手
之
／
出
羽
一
段
惣
体
位
早
メ
申
候
／
右
の
通
伺
候
処
掃
部
頭
殿
色
々
御
注
文
有
之
御
書
類
御
渡
し
有
之
／
五
時
御
始
り
暮
六
時
頃
相
済
後
座
へ
御
明
り
二
本
出
御
表
二
は
御
明
り
／
不
出
／
｜
弥
大
夫
あ
と
千
太
郎
右
出
候
二
付
間
も
不
残
千
太
郎
方
出
ス
珍
敷
事
／
な
り
／
一
仁
右
衛
門
弟
子
五
人
此
度
限
御
楽
屋
詰
為
□
□
／
一
初
日
二
日
目
伺
之
通
二
不
成
御
好
二
出
候
付
六
人
別
段
御
増
金
／
｜
観
世
大
夫
御
紋
付
髭
帯
相
用
御
届
出
ス
【Ｑ４１６】〔題記〕十二月廿五日／御本丸奥御能
【Ｑ４１７】〔題記〕安政六未年／正月三日／御謡初御離子組
〔末尾注記〕御三家御一人召出し十一一一人十七献之処一一一人／
煩十五献二成十四献ハ空杯なり（朱）
【Ｑ４１８】〔題記〕一一月廿一日／此度三度目御能〈御旗本／
見物〉〔末尾（狂言一一番の前）注記〕一五半時御始り七時
頃
相
済
／
｜
観
世
大
夫
地
小
用
二
立
候
付
其
段
申
上
置
【Ｑ４１９】〔題記〕二月廿五日／此度四度目御能〈御旗本／
見物〉／（朱）五半時二分前御始り七半右前相済
［Ｑ４２０】〔題記〕三月五日／此度五度目御能〈僧正地下見
物
〉
〔
末
尾
注
記
〕
五
半
時
御
始
二
成
暮
六
時
前
相
済
【Ｑ４２１】〔題記〕三月廿一一一日／公家衆御馳走御能
【Ｑ４２２】〔題記〕五月廿五日／御本丸奥御能御誕生日御
内
祝
【Ｑ４２３】〔題記〕九月四日／日光新宮御下向御饗応〔末
尾注記〕御表初而／〈市右衛門伜〉春日銑五郎／春藤次郎兵
衛
／
一
四
時
少
し
前
御
始
り
六
時
二
寸
五
分
程
二
而
相
済
／
一
海
人
仕
手
語
り
之
内
御
明
り
出
／
｜
御
中
入
御
料
理
出
揃
二
而
四
番
目
御
始
り
三
分
程
二
而
／
至
而
早
し
／
一
殺
生
石
赤
頭
二
差
支
候
付
逆
鉾
白
頭
二
而
相
動
別
段
／
不
申
上
／
｜
附
祝
言
ハ
ヤ
シ
方
座
付
醗
ス
／
一
地
謡
十
五
人
御
楽
屋
の
し
め
麻
御
舞
台
長
袴
／
御
料
理
も
中
奥
之
通
り
な
り
／
一
喜
勢
太
郎
忌
中
之
処
月
代
い
た
し
御
楽
屋
詰
相
願
済
【Ｑ４２４】〔題記〕十二月十八日〈十月十七日夕七時／御本
丸
炎
上
〉
／
西
丸
奥
御
能
〔
末
尾
注
記
〕
’
五
半
時
過
御
始
り
夕
六
時
頃
相
済
／
一
銭
之
丞
連
被
仰
付
一
役
多
ク
相
勤
候
後
見
に
出
／
後
見
願
も
差
出
【Ｑ４２５】〔題記〕十一一月廿三日安藤対馬守殿／御習仕之後
御
留
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【Ｑ４２６】〔題記〕○安政七申年〈閏三月朔日改元／万廷〉／
正月三日／御謡初御離子組〔末尾注記〕御一一一家御一一人召
出
八
人
二
而
十
五
献
之
処
御
三
家
御
一
人
／
召
出
し
四
人
煩
八
献
に
成
〈
東
〉
舞
三
段
二
而
む
た
な
し
至
而
早
メ
／
な
り
／
一
六
半
時
頃
出
御
五
時
入
御
【
Ｑ
４
２
７
】
〔
題
記
〕
五
月
廿
五
日
／
西
丸
御
奥
御
能
〔
末
尾
注
記〕初而役儀／〈庄左衛門伜〉大蔵粂太郎／〈要三郎伜二噌
包太郎／〈十三郎伜〉宝生才十郎
【Ｑ４２８】〔題記〕十二月廿一一一日／御本丸奥新御舞台御能／
願
之
上
銀
子
被
下
之
／
か
ざ
し
文
句
【Ｑ４２９】〔題記〕○万延二酉年／〈二月文久ト改〉／正月一一一
日
／
御
謡
初
御
蝋
子
組
〔
末
尾
注
記
〕
一
御
一
二
家
三
人
召
出
し
拾
壱
人
二
而
十
八
献
之
処
／
御
三
家
御
一
人
召
出
し
四
人
煩
二
付
十
三
献
二
成
／
一
六
半
頃
出
御
五
半
時
相
済
御
土
圭
五
半
江
三
寸
前
【Ｑ４３０】〔題記〕三月廿一一一日此度／御移徒済初日御能／か
ざ
し
文
句
〔
翁
・
風
流
の
後
〕
開
口
権
之
助
／
夫
空
高
く
ま
ふ
鶴
の
。
宿
り
嬉
し
く
／
松
か
枝
に
。
今
よ
り
住
て
常
磐
な
る
。
色
に
／
あ
へ
つ
国
千
代
の
ミ
か
。
万
代
ま
て
も
栄
ゆ
く
／
ハ
。
め
て
た
か
り
け
る
時
と
か
や
〔
三
番
目
後
〕
御
中
入
広
蓋
要
脚
／
〈
五
時
過
御
始
り
二
而
七
時
少
前
相
済
／
御
土
圭
二
而
は
八
半
頃
之
よ
し
舞
其
外段数／相減シ位合大進ミニ而如此（朱）〉
【Ｑ４３１】〔題記〕三月廿八日此度／一一日目御能／〈差略二
者不及五時御登城御始り五時過にも可相成八半時迄二是非
とも相済候様／但馬守殿被仰渡候（朱）〉（この朱注は日付
の
右
で
、
前
項
の
末
尾
注
記
と
も
見
え
る
形
だ
が
、
内
容
か
ら
本
項
へ
の
注
記
と
見
ら
れ
る
）
〔
末
尾
朱
注
〕
位
合
其
外
軽
減
シ
五
半
過
御
始
り
正
八
時
／
相
済
大
急
二
御
座
候
差
略
者
無
之
【Ｑ４３２】〔題記〕四月二日此度御祝儀／一一一日目御能〔末
尾
注
記
〕
位
合
其
外
二
日
目
之
通
り
五
半
時
御
始
り
／
正
八
時
無
滞
相
済
／
｜
観
世
大
夫
役
儀
之
節
／
台
徳
院
様
拝
領
之
御
紋
付
鬘
帯
相
用
候
二
付
／
此
段
申
上
候
以
上
／
四
月
二
日
両
人
【Ｑ４３３】〔題記〕四月五日此度御祝儀／四日目御能〔末
尾
注
記
〕
一
五
時
過
御
始
り
八
時
過
相
済
御
中
入
甚
短
し
／
御
前
台
不
引
【Ｑ４３４】〔題記〕五月廿五日／御奥御能／〈五半時之弐分
半程前御始／正七時相済／○鈴之助差置候後見願済〉
【Ｑ４３５】〔題記〕同十一月廿五日／御下向已後公卿殿上人
／
且
勅
使
御
馳
走
御
能
【Ｑ４３６】〔題記〕同十一一月廿三日奥御能〔烏帽子折の
前
〕
御
明
り
出
〔
末
尾
注
記
〕
御
始
り
五
半
時
六
半
時
無
滞
相
済
【Ｑ４３７】〔題記〕文久二戌年／正月三日／御謡初御嚇子組
〔
末
尾
注
記
〕
一
御
三
家
御
三
人
之
処
一
人
煩
召
出
十
一
人
之
処
四
人
／
煩
都
合
十
三
献
二
成
五
打
四
寸
五
分
廻
り
入
御
【Ｑ４３８】〔題記〕二月十八日／御婚礼被為済御祝儀御能／
開口之句／夫〈それ（振仮名。以下同）〉いや高くたか〉き松
〈まつ〉が枝くえ〉にか、る例〈ためし〉は久方くひさかた〉の／
天〈あま〉の羽衣〈はころも〉まれなれハ千代くちよ〉のミけし
と／仰〈あふ〉ぎつ、君〈きみ〉にざ圏ぐることふきハ愛度
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くめてた〉／かりける時〈とき〉とかや〔三番目後〕御中入
（
朱
）
〔
末
尾
注
記
〕
五
半
時
御
始
り
七
半
時
頃
相
済
御
土
圭
ハ
セ
時へ一寸前（朱）
【Ｑ４３９】〔題記〕二月廿一日／此度二度目御能〔末尾注
記〕五時少し過御始り八時少し過相済御土圭ハ／八時へ一
寸
五
分
前
［Ｑ４４０】〔題記〕二月廿一一一日／此度一一一度目御能〔末尾注
記
〕
五
時
過
御
始
り
八
時
過
相
済
御
土
圭
ハ
八
打
／
五
寸
廻
り
之
よ
し
【Ｑ４４１】〔題記〕三月廿六日／日光御門跡御上京前御饗応
〔
末
尾
注
記
〕
五
半
時
過
御
始
り
八
半
少
し
過
相
済
／
御
土
圭
ハ
八
半
時
へ
一
寸
前
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